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表3　土器観察表（2）

番

。‾号．
出土 地 点 出土層

文 様 及 び調 整 色　　 調 i 胎 ・土

備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

7 K ・4 Ⅶ 貝 殻 条 痕 ナ デ にぷ い黄 橙 に ぷ い黄 褐 ≠4灰 、黄 灰 、≠3黒 鋭 光沢

8 I．・5 Ⅶ
貝 殻 腹 緑 庄 痕

文 、 楔 形 突 帯
ナデ 橙 褐

微 細 褐 灰 光 沢 、微 細 浅 黄 橙 、

微 細 無 色 透 明

9 貝殻 腹緑 庄 痕文 ナデ
にぷい 黄橙 、

にぷい黄
橙

≠3赤 褐 、 ≠1黒 鋭 光 沢 、

≠1浅 黄 橙 、 微 細 無 色 透 明

10 L ・10／11 Ⅶ 沈 線 文 ナデ 橙 橙
≠2灰 、 黄 灰 、 黒 茶 、 微 細 無

色 透 明 、微 細 黒 鋭 光 沢
角 筒 形

11 C
貝 殻 条 痕 、貝 殻

腹 緑 庄 痕 文
ケズリ状ナデ にぷい赤 褐 にぷ い褐

声 ・5無 色 透 明 、 ≠1灰 白 、 微

細 黒褐
角 筒 形

12 H ・0 短 沈 線 文 ミガキ状 ナデ
にぷい黄 橙 、

褐 灰

に ぷ い 黄橙 、

灰 黄 褐

≠3褐 鉄 鉱 、 ≠3日不 透 明 、

≠2無 色 透 明
（外 ）黒 変

13
貝殻腹緑 庄痕 文、

貝殻条痕文
ミガキ状ナデ

橙 、

にぷ い黄 橙
に ぷ い橙

≠3金 雲 母 、 ≠2 黄 褐 、 ≠2 日

不 透 明 、 声 ．5乳 自

14 A 区 b － 短 沈 線 文 ミガキ状ナデ にぷ い褐 にぷ い褐 ≠3褐 、≠1透 明光沢 、≠1黒 光沢

15 F ・30 Ⅶ
貝 殻 腹 緑 庄 痕

文 、 短 沈 線 文
丁 寧 なナデ にぷい 黄褐 灰 黄 褐

≠3 （や や黄 ）透 明、 ≠1日 、

≠1薄 褐

16 H ・3 Ⅵ 短 沈線 文 ミガキ状ナデ 明 褐 、 灰 褐
にぷ い 褐 、

黒褐

≠2黒 鋭 光 沢 、 ≠2無 色 透 明、

≠2褐 鉄 鉱 、 ≠1 日不 透 明
（内）異 変

17 I ・3 ウ’
貝 殻 腹 緑 庄 痕

文 、短 沈 線 文
丁 寧 なナデ 橙 、．灰 黄褐 橙 、 黒褐 ≠2日 不 透 明 、 ≠2無 色 透 明 （外 ）異 変

18 H ・3 b －
貝 殻 腹 縁 庄 痕

文 、 短 沈 線 文
丁 寧 なナデ にぷい黄 褐

にぷ い 黄褐 、

黒褐

移 5薄 褐 、 移 5 日、 移 5黒

光沢
（内 ）黒 変

19 A 区 b －
貝 殻 腹 緑 庄 痕

ナ デ
にぷ い黄 橙 、

に ぷ い黄 橙
≠4 日 半 透 明 、 ≠1黄 昧 白 、微

文 、 短 沈 線 文 明赤 褐 細 黒 鋭 光 沢

20 H ・2
貝殻腹緑 庄痕文 、

短沈線文
ミガキ状ナデ にぷ い黄 橙 に ぷ い黄 橙

≠1日 、≠1黄 昧 白 、微 細 黒 鋭 光

沢 、無 色 透 明 、金 光 沢
（内 ）異 変

2 1 H ・5 b 貝殻腹緑庄痕文 丁 寧 なナ デ 明赤 褐 にぷ い褐 ≠2黒 鋭 光 沢 、≠2 白 、≠2黄 昧

22 I ・4 Ⅶ 貝殻腹緑庄痕文 ミガキ状ナデ 褐 灰 灰 黄 褐 ≠1灰 白、 微 細 黒 褐 穿孔 、（外）黒変

23 H ・8 Ⅵ 貝殻 腹緑 庄 痕文 ナデ にぷい褐 にぷ い黄 橙 声 白、声 白、≠2金雲母、≠2茶、黒鋭光沢

24 E ・26 Ⅶ
櫛状工具 （貝殻 ？）

による庄痕文
ナデ 、 橙 橙

≠2半 透 明 光 沢 、 ≠2黄 灰 、

≠2灰 、 ≠2黒

25 貝 殻腹 緑 庄痕 文 丁 寧 なナデ にぷい黄 暗灰 黄
≠3金 光 沢 、 ≠3褐 、 ≠2褐 灰

不 透 明 、声 ．5浅 黄橙

26 A 区 b －
貝 殻 腹 緑 庄 痕

文 、 短 沈 線 文
ミガキ状 ナデ 褐 灰 褐

≠3赤 褐 、≠2 淡 黄 、≠2黄 灰 不

透 明 、声 ・5灰 白 、≠1金 光 沢

27 H ・3 b －
貝 殻 腹 緑 庄 痕

文 、 短 沈 線 文
ミガキ状ナデ

にぷ い褐 、

灰 褐
灰 褐 、褐

拉 5金 光 沢 、 拉 5 明褐 、 ≠3

灰 白、 ≠1浅 黄 橙 、 ≠1赤 褐

28 A 区 b －
貝 殻 腹 緑 庄 痕

文 （連 点 文 状 ）
ミガキ状ナデ 褐 灰 褐

≠1黒、≠1黄橙、≠1黄橙不透明、≠1褐

灰不透明、微細無色透明、微細金光沢

29 H ・3 Ⅵ
貝 殻 腹 緑 圧 痕

文 （連 点 文 状 ）
ミガキ状ナデ 褐 褐

≠4褐 灰 、 ≠2無 色 透 明、 明赤

褐 不 透 明 、 ≠1金 光 沢

30 H ・3 b
貝 殻 腹 縁 庄 痕

文 （連 点 文 状 ）
ナデ にぷい褐 黒 褐

拉 5褐 灰 、≠3金 雲 母 状 、移 畠

にぷ い褐 、仕 5橙 、≠1灰 自

31 H ・6 Ⅶ
貝 殻 腹 緑 庄 痕

文 （連 点 文 状 ）
工 具 ナデ にぷい黄 橙 にぷ い 黄橙

≠3灰、≠3黄灰、≠褐、微 細金色 、微

細透明、微細半透明、微細光沢粒

32 F ・30 Ⅶ

刻 み

貝 殻 条 痕 文 丁 寧 なナデ にぷい黄 橙 に ぷ い 黄橙

≠7灰 白 、≠5灰 黄褐 、≠5 にぷ い

黄 橙、移 5黒光 沢 （カ クセ ン石 ）、

≠1ガ ラス 質半 透 明、 ≠1黒 褐

≠2赤褐 、≠1灰 白、微細無 色透 明

（外 ）黒 変

33 M ・4 Ⅶ 貝殻腹線庄痕文、ナデ ナ デ にぷ い黄 褐 黒 褐

34 G ・12／13 Ⅶ 条 痕 文 ナデ 浅 黄 橙 浅 黄 橙

灰

黄 灰

≠2 黄 灰 、≠2灰 、≠2褐 、 微 細

透 明 、微 細 半 透 明光 沢

35 L ・5 Ⅵ 条 痕 文 、 ナデ 丁 寧 なナデ
にぷ い黄 橙 、

灰 黄 褐

≠2 日 、 ≠2 日半 透 明 、 ≠2透

明 光 沢
（内 ）黒 変

36 L ・5 Ⅵ 条痕 文 （工具 ？） ナデ 灰 黄 ≠1無 色 透 明 光 沢 、黒 鋭 光 沢 （外 ・内）黒 変

（外 ）黒 変

37 D 区 － ナ デ ナデ 浅 黄 にぷ い 黄橙 ≠1黄 灰 、 ≠1灰 、 ≠1褐

38 細沈線、赤色顔料か ミガキ にぷい黄 橙 にぷ い 黄橙 ． ≠2褐 、 ≠2灰 、 ≠2黄 灰
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表3　土器観察表（3）

番 号 出 土 地 点 出土層
文 様 及 び 調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考

口 唇 部 外 内 外 内

39 I ・8 月 ・9 Ⅶ
山 形 押 型 文

の 後 ナ デ
山 形 押 塑 文 工 具 ナデ にぷい橙 灰 黄 褐 ≠6 日、 ≠6薄 褐

40 L ・‘7 Ⅵ b 山 形 押 型 文 山形押 型文、ナデ にぷ い黄橙
にぷ い黄 橙 、

褐 灰
≠1黒 鋭 光 沢 、 微 細 自不 透 明

4 1 I ・5 ・Ⅶ 山 形 押 型 文 山 形 押 型 文
山形 押 型 文 、列

点 文 、ナデ
にぷ い黄 橙

にぷ い黄 橙 、

黒 褐
声 ・5灰 白 、≠1赤 褐 、微 細 黒 褐

42 J ・2 b 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押 型文、ナデ にぷい黄 、黄灰 黄 灰 ≠5黒 、 自半 透 明

43 J ・6 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円押 型 采 、

ナ デ

にぷ い黄 橙 、

灰 黄 褐

に ぷ い黄 橙 、

灰

声 ・5 灰 白 、 －≠4 灰 、 ≠2褐 、

≠1黒 光沢 、 ≠1無 色 透 明

44 I ・2 b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円押 型 文 、

ナデ
橙 、褐 灰 橙 、褐 灰

≠4 ・5橙 、 移 5灰 褐 、 ≠2黒鋭

光 沢

穿 孔 、（外 ）黒

変 （内 ）黒 変

4 5 L ・7 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、 にぷ い 黄 橙 、 浅 黄橙 、 ≠3灰 、 ≠3褐 、 ≠3白 半 透 明 、

ナデ 灰 暗灰 黄 ≠3黒鈍 光 沢 、 ≠3金 色

4 6 H ・3 b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押型文 、ナデ 浅 黄 にぷ い 黄橙 ≠3乳 白、≠3灰 、≠3茶 、≠3褐 穿孔、（内）黒変

4 7 I ・4 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 工 具 ナデ
にぷ い 草 橙 、

黒褐

にぷ い 黄 橙 、

黒 褐
≠3褐 、≠2金 雲 母 ？、微 細 黄 褐 （外 ・内）黒変 ？

4 8 K ・8 Ⅶ 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ナデ
にぷい黄 橙

にぷ い 黄 橙 、

灰 黄 褐
≠4灰 、 ≠4 日、 ≠3黒

49 I ・7 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 楕 円押型 文、ナデ 明 赤 褐 、褐 灰 明 褐 、 褐 灰 ≠2明赤褐、≠2灰褐、≠1黒鋭光沢

50 L ・5 Ⅵ b 楕 円押 型 文
工 具 ナデ 、ナ デ、

楕 円 押 型 文

楕 円 押 型 文 、

工 具 ナデ
褐 、 黒 褐 明 褐 、 黒 褐

棒 5淡黄、拉 5灰黄、≠5赤褐、≠4黒

鈍光沢、≠3やや黄半透明、≠2黄灰
（内 ）黒 変

51 A 区 b 楕 円 押 型 文 楕 円押型 文、ナデ 黄 灰 にぷ い 黄 橙 微 細 自 穿 孔

52 J ・7 Ⅵ b 楕 円 押 型 文 楕 円押 型文、ナデ にぷい橙、黄灰 にぷい橙、黄灰 ≠5灰 白、≠5褐 、≠5 日半 透 明

53 L ・4 Ⅵ b 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文 楕 円押 型文、ナデ 明 黄 褐 にぷ い黄 褐 微 細 黒 鋭 光 沢 、微 細 自

54 C 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ナデ
灰 黄 褐 明 黄 褐 、 灰 ≠2灰 白、 声 ・5 や や黄 透 明

（内）赤 色 顔 料

付 着 か

55 I ・8 Ⅵ 楕 円押 型 文 ナ デ、 指頭 痕
にぷ い黄橙 、

にぷ い黄 褐

．に ぷ い 橙 、

に ぷ い黄

≠3灰 白 、 ≠3赤 褐 、微 細 黒 鋭

光 沢 、微 細 自
（外 ）黒 変

56 D ・24 Ⅶ 楕 円押 型 文 短沈 線、ナデ にぷ い橙 に ぷ い橙 ≠2赤 褐 、≠1日半 透 明 、微 細 黒

57 I ・8 ／9 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナ デ 楕 円押 型 文 にぷ い橙 に ぷ い橙 ≠5日、≠5褐、≠3半透明、≠2透明光沢 SI69内出土、穿孔

58 I ・7 Ⅵ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山形 押 型 文 、 明黄 褐 、 明 黄褐 、 ≠6淡 黄 、≠4 ・5黄 灰 、≠4灰 白 、

ナデ にぷい黄 橙 にぷ い 黄橙 拉 5明 赤褐 、 ≠2金 光 沢 雲 母

59 E ・25 Ⅶ 山形 押 型 文
短沈線文、山形押

型文、工具ナデ
にぷい黄 橙 にぷ い 黄橙

≠3日 、 ≠3灰 、 ≠3黒 鋭 光 沢 、

≠3白 不 透 明

60 F ・25 Ⅶ 山形 押 型 文 ナデ にぷい黄 橙 灰 黄褐 ≠3灰、声 白半透明、≠1黒光沢、≠1黄褐 63、99と同一個体か

61 I ・7 Ⅵ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナデ
にぷい橙 にぷ い 黄 橙

≠1 白鋭 光 沢 、 ≠1黒 鋭 光 沢 、

≠1褐 、 ≠1黄 灰 、 ≠1黒

穿 孔 、

（外 ・内 ）黒 変

62 F ・26 Ⅶ 沈線様 キザ ミ 山形 押 型 文 山 形 押 型 文 にぷい褐 褐
≠4赤褐 不透 明、≠2金 光沢雲 母 、

≠2浅黄橙 、≠1灰 自不透 明

63 D 区 Ⅵ b

楕 円押 型 文

楕 円押 型 文

山 形 押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい黄 橙 灰 黄 褐 ≠4灰 、≠3 日、≠2透 明 、微 細 黒 60、99と同一個体か

64 I ・2 b 山 形 押 型 文 ミガキ状 ナデ
にぷ い 黄 橙 、

灰 黄 褐

橙 、 明 黄 褐 、

黒 褐

≠4灰 白、≠4 にぷい黄橙 不 透明 、

≠3灰 自不透 明、≠2褐 、≠1黒褐
（外 ・内 ）黒 変

（外 ・内）黒 変

65 I ・4 b ナデ、楕 円押 型文
ヘ ラ状 工 具 に よ

る丁 寧 なナデ
にぷい 黄橙

に ぷ い 黄 、

にぷ い黄 褐

≠7暗 赤 褐 、 ≠1無 色 透 明、

≠1日半 透 明 、微 細 黒 鋭 光 沢

66 L ・5 Ⅵ b ナデ 、楕 円押 型文 楕 円押 型 文 暗 灰 黄 浅 黄 声白、≠2灰、≠2黒、≠2褐、科白不透明

67 H ・9 Ⅵ 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、ナ

デ 、ケズ リ
明赤 褐 、橙 橙

声 ．5灰 褐 、 声 ・5 日半 透 明 、

微 細 黒 褐

68 I ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文
ヘ ラ状 工 具 に よ

る丁 寧 なナデ

浅 黄 、

暗灰 黄

浅 黄 、

にぷ い 黄橙
≠2日 半 透 明 、 ≠2 日不 透 明

69 K ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文

楕 円押 型 文

ナデ、楕円押型文 楕 円押 型文 にぷ い褐 にぷ い 黄褐 ≠3白、≠3褐、≠3日透明、≠3黒鋭光沢

70 G ・25 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ

楕円押塑文、ヘラ状工

具による丁寧なナデ
にぷい赤 褐 にぷ い褐

≠5灰 褐 、 ≠2無 色 透 明 、

声 ・5黒 鋭 光 沢

71 G ・6 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
楕 円押 型 文 にぷい黄 褐 にぷ い 黄

拉 5 日、 拉 5灰 、 拉 5 黒鈍

光 沢 、 拉 5 日半 透 明

72 C 山形 押 型 文
山形 押 型 文

山 形押 型 文 、

工 具 ナデ
明 赤褐 、橙 灰 褐 、 明褐

≠6褐灰 不透 明、≠3無色 透 明、≠

2．5浅黄橙 、≠2赤褐、≠1黒鋭光沢
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表3　土器観察表（4）

番 阜 出土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

．73 N ・8 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押 型 文 ． にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 ≠7灰白、≠6褐、≠2黒鋭光沢、無色透明

74 － b 山形 押 型 文 山形押 型文、ナデ 褐 灰 灰 黄 褐 声 ・5灰 白 、微 細 黒 褐

75 K ・6 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄橙 浅 黄

≠7 日 、≠4 灰 、．≠3 日半 透 明 、

≠3透 明光 沢 、≠3黒 光 沢
S I4 2内 出 土

76 E ・27 Ⅶ 山形 押 型 文 ナデ にぷい 黄橙 灰 黄 ．褐 ≠4灰 、≠3透 明 、≠1黒 、微 細黒

77 I ・5 Ⅶ 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 、 に ぷい 黄 褐 、

にぷい 黄褐
≠5灰 、≠3黄 褐 、≠3 半 透 明 光 178と同一個体か、

ナデ にぷい褐 沢 、微 細 黒 、微 細 白 、微 細 赤 褐 穿孔、（外）黒変

78 I ・4 Ⅶ 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
暗 灰 黄 にぷい 黄橙 ≠4灰 褐 、≠．2半 透 明 、≠1乳 自

79 M ・4 Ⅶ 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文 にぷい褐 にぷ い褐 ≠1乳 白、・微 細 金 光 沢

80 J ・5 Ⅶ 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文 楕円押型文、丁寧なナデ 黄 褐 、 黒 褐 にぷい黄橙、黒 ≠7赤褐、微細自不透明、微細無色透明光沢 （外・内）黒斑、穿孔

8 1 I ・3 b 楕 円 押 型 文 楕 円押型文、ナデ 暗 灰 黄 にぷい黄 ≠2褐 、微 細 黄 褐 、微 細 黒 光 沢 （外 ・内）黒 変

82 A 区 b 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文 楕 円押型 文、ナデ にぷい黄 橙 にぷい 黄橙 ≠2褐、声黄灰、≠2灰、声黒鋭光沢、声自半透明 （外 ・内）黒 変

83 K ・4 Ⅵ b 楕 円 押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 にぷい黄 黒 褐 ≠3赤 褐 ～褐 、 ≠1 白 ～乳 自

84 M ・6 Ⅶ 山形 押 型 文 山 形押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナデ
にぷい黄 橙 にぷい黄 橙

≠7褐 、 ≠7灰 、 ≠7黄 灰 、

≠7黒 、 微 細 鋭 光 沢

穿 孔 、（外 ）黒

変 、（内）黒 斑 ？

85 E ・25 Ⅵ b 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、ナ

デ、ケズ リ状ナデ
にぷい黄 橙 にぷい黄 橙 黒 、 灰 、 畢 鋭 光 沢

86 E ・25 Ⅶ 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、 にぷい褐 、にぶ にぷ い 赤 褐 、 ≠1無 色 透 明 、 微 細 黒 鋭 光 沢 、

ナデ い黄橙、褐灰 褐 灰 微 細 乳 白

87 G ・26 Ⅶ 山形 押 型 文
短沈線文、山形押型

文、ケズリ状ナデ後
にぷい黄 橙 にぷい黄 橙

≠4 日 、 ≠4灰 、 ≠4黒 鋭 光 沢 、

≠4 日 不 透 明

88 A 区 Ⅷ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押型文、丁寧なナデ 黄 褐 、黒 褐 にぷい黄、明黄褐 岬 湖 灰叫 2明褐灰、≠1浅黄臥酬 黒鈍光沢

89 D ・26 Ⅶ 山形 押 型 文
短 沈線文 、山形押

型文、ケズリ状ナデ

浅 黄 、

にぷ い橙
浅黄

≠3褐 、 ≠3黄褐 、 ≠2灰 、

≠2 透 明 、 ≠2半 透 明

90 L ・15 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、 暗 灰 黄 、にぶ 黄 褐 、黄 灰 、 ≠4金光沢雲母、錘 真黄橙不透明、≠3明

ケズ リ状 ナデ い 黄褐 、褐 灰 にぷ い黄 褐 褐灰不透明、≠2褐灰自不透明、≠2灰自

91 H ・7 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、ナ にぷ い黄 橙 、 に ぷ い 橙 、 頼 こぶい黄褐、≠4灰自半透明、≠3

デ、ケズ リ状 ナデ にぷ い橙 黄 灰 黄橙、≠‘1やや黄透明、≠1黒鋭光沢

92 M ・5 Ⅵ b 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 の

後 ナ デ

山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
橙 橙

≠3金 色 鱗 片 状 、≠2灰 、≠2 黄

灰 、 ≠2褐

93 L ・8 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い橙 にぷ い橙

移 5 日 、 移 5 うす 褐 、

移 5金 色

94 I ・6 Ⅵ b 山形 押 型 文
山 形押 型文 の後 山 形 押 型 文 、

にぶ 早黄 褐
にぷ い黄 褐 、 拉 5 日灰 、 ≠3黄 橙 不 透 明 、

ナデ、山形押型文 ケズ リ 暗 灰 黄 ≠1金 光 沢 雲 母

95 L ・8 Ⅵ b 山 形 押 型 文 山 形 押 塑 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄橙 暗 灰 黄 移 5 日、 移 5金 色

96 E ・26 Ⅶ 山 形 押 型 文 ナデ 浅 黄 にぷい 黄 ≠2灰 白、 微 細 灰 褐

97 F ・25 Ⅶ 山 形押 型 文 ナデ にぷい黄 橙 にぷい 黄橙 ≠5灰、≠5薄褐、西日不透明、≠5黒鋭光沢

98 J ・5 Ⅶ 山 形 押 塑 文

杉 葉 文

山 形押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい褐 にぷい褐

≠6 日、 拉 5黒 、 拉 5 日不 透

明 、 拉 5透 明 光 沢

60、63と同一個体か・99 E ・2 5 Ⅶ 山 形押 型 文 ナデ にぷい黄 橙 灰 黄 褐 声灰、材 白、声赤褐、声 自半透明、榊 黒

100 G ・14 Ⅶ 山 形押 型 文
ナデ 、 ケ ズ リ状

ナデ
にぷい褐 にぷい褐

≠3淡黄、≠2黄灰、≠2明褐、仕 5金光沢、

仕 5にぷい橙不透明、微細黒鋭光沢

101 J ・4 Ⅶ 杉 菓 文 杉葉文、ケズリ状ナデ にぷい黄 褐 にぷい橙 ≠1灰 白、微 細 赤 褐 、微 細 黒 褐

102 K ・4 Ⅵ b 沈 線 状 刻 み 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナデ
にぷい黄 褐

にぷい黄 褐 、

にぷい黄 橙

≠2黄 橙 、 ≠2浅 黄 橙 、 ≠1灰

自不 透 明 、 ≠1金 光 沢 雲 母

103 L ・5 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

灰 黄褐 、

にぷい橙
灰 黄褐

≠4灰 褐 、 ≠2金 色 鱗 片 状 、

≠1灰 自

104 I ・10 Ⅵ 山形 押 型 文

山形 押 型 文

山形 押 型 文 山形押型文 、ナデ にぷい黄 褐 にぷい黄 褐 棒 5日 、 ≠3透 明 光 沢

105 L ・5 Ⅵ b 山形 押 型 文 ナデ、ケズリ状ナデ にぷい褐 明褐 、褐 灰 仕 5黒鋭光沢、仕 5日半透明、微細灰褐

106 K ・5 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押型文 、ナデ にぷ い橙 にぷい橙 ≠1灰 白 、微 細 黒褐

107 L ・7 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形 押型文 、ナデ にぷ い褐 に ぷ い黄 橙 声 ・5薄褐 、 声 ．5透 明 光 沢

108 K ・4 Ⅵ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄

に ぷ い黄 橙 、

灰 黄 褐

≠4 ．5日 、 ≠4 ．5黒 光 沢 、

≠4 ・5金 色
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表3　土器観察表（5）

番 号 出 土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

109 0 ・5 Ⅶ 山 形押 型 文
ナ デ 、 山 形 押

型 文

山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい褐 にぷ い 橙

≠2・5日、移 5灰、移 5赤褐、≠1金光沢

雲母、≠1日半透明、 ≠1やや黄透明
（内）黒 変

110 M ・4 Ⅵ b ナデ、山形押型 文 ナデ、ケズ リ状ナデ にぷい黄 橙 にぷ い 黄 橙 棒 5日半透明、声赤褐、声白、酬 黒鋭光沢

111 I ・6 Ⅶ 山形 押 型 文 山 形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

暗 灰 黄 、

黒 褐
黒

拉 5 に ぷ い 黄 橙 、 ≠4褐 灰 、

≠3 にぷ い 橙

112 M ・7 Ⅶ 山形 押 型 文 山形押型 文、ナデ ナデ、ケズリ状ナデ にぷい褐 にぷ い 橙 ≠6赤褐、移 5日、移 5褐、≠1金光沢雲母

113 K ／L ・5 Ⅶ
山形押型文の後ナデ

消し、山形押型文

山形押 型文の後ナ

デ、ケズリ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷ い 黄 橙

拉 5灰 白、 ≠3灰 、 ≠3褐 、

移 5 日不 透 明 、 ≠1黒 鋭 光 沢
SI37内 出土

114 K ・5 Ⅶ 短 沈線 文 山形押型 文、ナデ 山形押型 文、ナデ にぷい橙 にぷ い 黄 橙 拉 5黒、拉 5薄褐 、待 5白半透明

115 F ・27 Ⅶ 列 点 文 山 形 押 型 文 山形押型 文、ナデ にぷい黄、黄灰 にぷい黄、黄褐 ≠3褐灰、≠2淡黄、≠1橙、≠1金光沢雲母

116 Ⅶ 山 形押 型 文 山 形押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
褐 灰 褐 灰 ≠2赤 褐 、 ≠1褐

117 I ・7 Ⅵ 山 形押 型 文 山 形押 型 文 山形押型 文、ナデ にぷい赤褐、灰褐 褐 灰 ≠2赤褐、≠1黒鋭光沢、微細黒～黒褐

118 M ・5 Ⅶ 山形 押 型 文 ナ デ
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

暗 灰 黄 、

黄 灰
にぷ い 黄 橙 声 ．5 日不 透 明 、 微 細 灰

119 L ・4 Ⅵ b ナ デ 山形押型 文、ナデ 褐 灰 褐 灰 ≠1灰 自

120 H ・．3 b 山 形押 型 文 山形押型 文、ナデ にぷい黄 橙 浅 黄 橙 、褐 灰 声灰白、声白、仕 5黒鋭光沢、声無色透明

121 Ⅵ b 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナ デ

山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷ い 黄 橙

≠3灰 、 ≠3 日、 ≠3透 明 光 沢 、

≠3金 色
穿 孔

122 I ・7 Ⅶ 山形 押 塑 文 ナデ、ケズ リ状ナデ 黒褐 、 灰 褐 黒 褐 、灰 黄 褐 声褐灰、仲 こぶい橙、仕 5灰、≠1金光沢雲母

123 J ・8 Ⅵ 山形 押 型 文
ナ デ 、山 形 押 型 菱 臼状 山形 押 型 に ぷ い 黄 、

にぷ い 黄 橙
≠2灰 白、 ≠1黒 鋭 光 沢 、 微 細 1 24 と 同 一 個

文 文、ケズリ状ナデ 黄灰 自不 透 明 体 か

124 J ・8 Ⅵ 山形 押 型 文
ナ デ 、山 形 押 型 菱 臼状 山形 押型 にぷ い 黄 褐 、 にぷ い 黄 褐 、 ≠3灰 自不 透 明 、 ≠2黄 橙 、

文 文、ケズリ状ナデ 灰 黄褐 褐灰 ≠1淡 橙 、 微 細 無 色 透 明

125 I ・8 Ⅶ 短 沈 線 文
山 形 押 型 文 、 山 形 押 型 文 、

褐 褐 、 黄 褐
≠4黄橙 、≠3橙 、声 ．5 日半透 明、 38 4 と 同 一 個

ナ デ ケズ リ状 ナ デ 仕 5黒鋭光 沢、≠1褐灰 不透明 体 か

126 L ・4 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナ デ
にぷい黄 橙 にぷ い 黄 橙 移 5 日、移 5埠 、移 5金 色

127 L ・7 Ⅵ b 山形 押 型 文 ナ デ 山形押型文 、ナデ にぷい橙 明 黄 褐 移 5黒、≠2白透明、≠1黒褐、微細灰白

128 K ・7 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙

にぷ い 黄 橙 、

暗 灰 黄

≠3黄 白、 声 ・5無 色 透 明 、

≠1褐 、 微 細 黒 鋭 光 沢

129 J ・9 Ⅵ 山形 押 型 文 ナ デ
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい褐

褐 灰 、

にぷ い 黄 橙
≠4灰 白、 ≠3赤 褐 、 ≠1灰 自

130 L ・7 Ⅵ b 山形 押 型 文 山 形押 型 文
山 形 押 塑 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷ い 黄 橙

≠3灰 白、 声 ．5無 色 透 明 、

声 ・5黒 褐

131 J ・7 Ⅵ 山形 押 型 文 ナ デ 山 形 押 型 文 にぷい褐 にぷ い 橙 声自不透明、画 調 叫 赤褐、声金光沢雲母 穿 孔

132 L ・5 Ⅵ b 山 形押 型 文 山 形 押 型 文 褐 灰 灰 褐 ≠2赤褐、仕 5黒半透 明、≠1灰 自

133 I ・8 Ⅵ 山形 押 型 文 山 形押 型 文 山 形 押 型 文 にぷい黄 褐 明 赤 褐 ≠2日半透明、≠1赤褐、≠1灰白、微細褐

134 K ・4 Ⅶ 山形 押 型 文 山 形押 型 文 山 形 押 型 文 にぷい褐 暗 褐 ≠1黒鈍光沢、≠1黒鋭光沢、≠1日透明

（外 ・内 ）黒 変

礫 群 3 付 近

SI64内出土（外）黒変

135 G ・4 b 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナ デ

山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
橙 橙

≠4金 色 鱗 片 状 、 ≠3黄 灰 、

≠3褐 、 ≠3乳 自

136 a 短 沈 線 文 山 形押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい橙 にぷ い 黄 橙 ≠3褐 、≠3 日、≠3金 色 鱗 片 状

137 K ・9 Ⅷ 山形 押 型 文 山 形押 型 文 山形押型 文、ナデ 浅 黄 橙 明 黄 褐 ≠2灰白、≠2黒鋭光沢、≠1淡黄、≠1灰自

138 － 山形 押 型 文
ナ デ 、 山 形 押

型 文

山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい橙 にぷ い 黄 褐

≠7褐 、 ≠1無 色 透 明 、 ≠1 日、

微 細 黒 鈍 光 沢

139 H ／I ・8 Ⅶ 山形 押 型 文 ナ デ 山 形 押 塑 文 褐 にぷ い 褐 声黄灰、≠2灰、榊 無色透明、制 黒鋭光沢

140 H ・3 Ⅵ 山形 押 型 文 山 形 押 型 文 山形押型 文、ナデ 灰黄褐、にぷい黄橙 にぷ い 黄 橙 拉 5 日、 拉 5黒 光 沢 S I28 内 出 土

141 H ・7 Ⅵ 山形 押 型 文 ナ デ
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 褐 にぷい橙 ≠2 日、 ≠2褐 、 ≠2金 色

142 H ・10 Ⅵ 山形 押 型 文 山 形押 型 文
山形押型文、ナデ、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 褐 橙

仕 5灰、頼 5日、頼 5薄褐、移 5半透

明、移 5日不透明、移 5黒鋭光沢

143 M ・5 Ⅵ b 山形 押 型 文 山 形押 型 文 ナデ にぷい赤 褐 灰黄褐、にぷい黄褐 移 5黒 、声 ・5灰 白、≠1黒 褐

144 b 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、丁

寧 なナデ
にぷい黄 橙 明黄褐、暗灰黄 ≠4灰 白、≠2暗 褐 、≠1褐灰 自
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表3　土器観察表（6）

番 号 出土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

14 5 N ・6 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形 押 型 文 明 褐 、 灰 褐 明 褐 、 褐 灰
≠3 明赤 褐 、 ≠3暗 赤 褐 、

≠3 にぷ い褐 、 ≠1黒 鋭 光 沢

14 6 J ・．6 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文 ナデ にぷい 黄橙 にぷい 黄橙 西灰、≠2透明光沢、声黒光沢、声自半透明 （外・内）黒臥 穿孔

14 7 H ・7 Ⅵ 山 形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押型 文、ナデ 黄 褐 、 黄 戻 にぷい黄橙、褐灰 ≠5薄褐、≠2日、≠2褐、≠2灰、≠2黒光沢

148 L ・6 Ⅵ b 山 形 押 塑 文 山 形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷい橙

≠3赤 褐 、 声 ．5 日半 透 明 、

≠1灰 自

149 K ・8 ． Ⅵ b 山 形 押 型 文 山 形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナデ
にぷい黄 橙

褐 灰 、

灰 黄褐

≠9浅 黄 橙 、 ≠3淡 黄 不 透 明 、

≠3明 黄 褐 、 ≠1褐 灰 不 透 明

150 L ・7 Ⅵ b 山 形 押 型 文 ‘ 山 形 押 型 文 山形押型文、ナデ ？ 灰 黄褐 、褐 灰 黒 棒 5明褐、≠5浅黄橙、≠2にぷい黄橙

15 1 L ・6 Ⅶ 山 形 押 塑 文 山 形 押 型 文 山形押型文 、ナデ 褐 灰 にぷい褐 ≠3灰 白、≠2日辛透眈 仕 5赤褐

152 L ・5 Ⅵ b 山 形押 型 文 山 形押 型 文
山 形 押 型 文 、短

沈線 文 、ナデ
にぷい橙 にぷい橙 声 ・5褐 、微 細 黒 褐 、微 細 灰 自

153 N ・5 Ⅵ b 山 形押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
橙 、 黒褐 橙 、 黒褐

≠4褐灰、拉 5浅黄橙、拉 5灰自半透明、

≠2黒鋭光沢、≠1赤褐、≠1無色透明

154 M ・7 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 ナデ、ケズリ状ナデ 橙 にぷい橙 移 5金色鱗片状、≠1灰白、≠1日半透明

155 J ・5 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 r 山形押型文 、ナデ にぷい黄 橙 灰 黄褐 ≠4赤褐 、1仕 5灰 白、微細灰褐 ～黒

156 J ・4 Ⅵ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄 褐 にぷい黄 褐

≠2灰 白 、 ≠2褐 、 ≠0 ．5金 色

雲 母 、 仲 5浅 黄橙

157 K ・10 Ⅶ 山形 押 型 文 丁 寧 な ナ デ
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ ？
にぷ い橙 にぷ い橙

≠2褐 、≠2黒 鋭 光 沢 、≠1無色 透

明、微細 白、微 卿 灰 、微 細 赤褐

158 M ・7 Ⅶ 山形 押 型 文
ナ デ 、山形 押 型

文

山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い赤 褐 灰 黄 褐

≠6赤 褐 、 微 細 無 色 透 明 、 微

細 黒 鋭 光 沢 、微 細灰 自

159 K ・1 1 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押 型文、ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い褐 ≠2褐、声黄灰、声金色鱗片状、御 自半透明

16 0 I ・7 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い橙 にぷ い橙

≠4 日、≠4灰 、≠4 薄褐 、≠4透 明

光 沢 、≠4日半 透 明 、≠4黒光 沢

16 1 J ・5 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押 由文、ナデ にぷ い黄橙 にぷ い黄 橙 ≠4・5 薄褐 、 移 5 日 穿 孔

162 H ・4 ．b 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナデ

にぷ い黄 橙 、

にぷ い黄褐
にぷ い黄 橙 ≠3 日 、微 細 透 明 光 沢

163 L ・9 Ⅶ 山形押 型文、ナデ 山形押 型文、ナデ にぷい黄橙、褐灰 にぷい黄橙、褐灰 頼 措 、声灰白、声黒鋭光沢、声灰自不透明 未 貫 通穿 孔

164 N ・5 Ⅵ b 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押 型文、ナデ にぷい 黄橙 にぷ い黄 橙 ≠3灰白、≠1無色透明、微細黒鈍光沢

165 M ・5 Ⅵ b 山形 押 型 文 ナ デ
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
‘にぷい 黄橙 黄 灰 ≠1日 、微 細 金 色 鱗 片 状

166 A 区 b 山 形 押 型 文
山 形 押 型 文 、

ナデ
にぷい黄 橙

にぷい黄橙 、暗

灰黄、明黄褐
≠4 にぷ い黄 橙 、 ≠3灰 黄 褐

167 H ・6 Ⅵ 山 形 押 型 文 山 形 押 型 文 山形押型 文、ナデ 灰 黄 浅 黄 、 灰 黄 ≠5灰白、≠2無色透明、微細黒鋭光沢

168 L ・G Ⅵ b 山 形 押 型 文 山 形押 型 文 山形押型 文、ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠9褐 、 ≠6褐

16 9 J ・8 Ⅵ 山 形押 型 文 山形押型文 、ナデ 褐灰、にぷい黄橙 灰 黄褐 ≠2黒 光 沢 、≠1灰 白、微 細 黒 褐

170 L ・4 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押型文、丁寧なナデ 明褐 、灰 褐 灰 黄褐 、黒褐 頼 鯉 橙、材褐灰、≠1金光沢雲母、声赤褐

171 L ・7 Ⅵ b 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷい黄 褐

≠3金 色 鱗 片 状 、 ≠2灰 、

≠2黄灰 、 ≠2黒 、 ≠2褐

17 2 H ・8 Ⅷ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押型文 、ナデ 灰 黄褐 灰 黄 褐 声白、≠3灰、声 自不透明、≠3金色鱗片状 礫 群 4 付 近

SI6 4 内 出 土 、

（外 ・内 ） 異 変

77 と同一個体か、

173 J ・5 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄 褐 灰 黄 褐

≠2灰 褐 、≠1黄 橙 、≠1無 色 透

明

174 L ・5 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 ナ デ にぷ い黄 褐 にぷ い橙 西日～自半透明、声赤褐、微酌 、金光沢（黒雲母）

175 H ／I ・8 Ⅶ

b

山形 押 型 文 山形 押 型 文
山形押型文、ケズリ

状ナデ、指押さえ
にぷ い褐 褐 灰

≠5灰 白 、 ≠3 に ぷ い橙 、

≠1黒 鋭 光沢 、微 細 無 色 透 明

176 I ・3 山形 押 型 文 ナ デ 山形押 型文、ナデ にぷい黄橙、灰黄褐 に ぷ い橙 ≠4日 、≠4薄褐 、≠4灰 、≠4金 色

177 A 区 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
灰 黄 褐 、黒 褐 橙 、灰 褐

≠9黄 橙 、≠2黒 鋭 光 沢 、≠2 や

や黄 透 明 、≠2 日透 明 、≠1赤褐

178 K ・4 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

にぷ い黄 褐
にぷ い黄 褐 、 ≠4灰 、 ≠2 日 、 ≠2 半 透 明 光

ケズ リ状 ナデ 黄 橙 沢 、 ≠1赤 褐 （外）黒変、（内）黒変

穿 孔

179 N ・6 Ⅵ 楕 円 押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い橙 褐 灰 微 細 白、 微 細 光 沢

180 A 区 b 楕 再 押 型 文 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 の

後 ナデ、 ナ デ
にぷい褐 灰 褐

微 細 白、 微 細 金 色 、微 細 黒 鈍

光 沢
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表3　土器観察表（7）

番 号 出土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

181 I ・8 ／9 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナ デ
橙 にぷ い 黄 橙 ≠3 日、 微 細 自半 透 明

182 K ・5 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押型文 、ナデ 楕円押型文、工具ナデ にぷい黄 褐 にぷい黄橙、黒褐 ≠3黒 褐 4 3 日、≠1 白鈍 光 沢 （内 ）異 変

183 M ・4 Ⅵ b 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 塑 楕 円 押 型 文 、 にぷい褐 、 にぷ い褐 、 ≠3無 色 透 明 、 ≠3 日不 透 明 、 （外 ・内 ）黒 斑 、

文 ケズ リ状 ナ デ にぷい黄 にぷ い 黄 ≠2金 色 鱗 片 状 穿 孔

184 K ・4 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナ デ
暗灰 黄 灰 黄褐

≠3 や や 灰 白 、 自 半 透 明 、 や

や 黄 透 明

185 K ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押型文 、ナデ 暗褐 暗褐、にぷい黄褐 ≠5茶 褐、≠3乳 白、微 細黒鋭光沢

186 J ・6
楕 円 押 塑 文 楕 円押 型 文 の後 楕 円 押 型 文 、 に ぷ い 橙 、 灰 黄 、にぷ い ≠6 浅 黄 橙 、 ≠5灰 白、 ≠3 ・5

S I7 9 内 出土
の後 ナ デ ナデ、楕 円押型文 ケズ リ状 ナ デ 黄灰 、灰 黄 橙 、 灰 黄 褐 淡 橙 、 ≠3明 赤 褐

187 H ・8 Ⅶ 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ナ デ

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷ い 黄 橙

≠2 ・5 淡 黄 、 ≠2灰 白 、 ≠1や

や 黄 透 明

188 H ・8 Ⅶ 楕 円押 塑 文 ナ デ
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
黒 褐 黒 褐

≠2黒 、 ≠1金 色 鱗 片 状 、 微 細

自 ～乳 自
SI5 7 内 出土

189 H ・4 b 楕 円押 型 文 ナデ、楕 円押型文 楕 円 押 型 文 明 黄 褐 、褐 灰 明 黄 褐 、 橙 ≠3 にぷ い 黄 橙 、 ≠2浅 黄 橙

190 H ／I ・8 Ⅶ 連続 押庄刻 み 楕 円押型文 、ナデ 楕 円押型 文、ナデ 橙 、 暗 褐 灰黄褐、にぷい黄橙 ≠5灰白、声自鈍光沢、声 白、≠2黒光沢 SI64内出土、（外）異変

191 D ・25 Ⅶ 楕 円押型文 、ナデ 楕 円押型 文、ナデ にぷい赤 褐 にぷ い 橙 ≠2無 色 透 明 、 ≠1褐 、 微 細 黒

192 I ・7 Ⅷ 楕 円押 型 文 ナ デ
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
暗灰 黄 にぷ い 黄

≠2金 光 沢 、 ≠2黒 光 沢 、

≠2黄 灰 、 ≠2灰

S I8 1 内 出 土 、

（外 ・内 ）黒 変

193 L ・8 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 耳
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナ デ
にぷい黄 橙 にぷ い 黄 橙

≠5 日 、 ≠2 金 色 （黒 雲 母 ）、

≠1 日、 ≠1褐
（内 ）黒 変

194 K ・9 Ⅶ 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、 楕 円押 型文 、ケズ 明 赤 褐 、 明 赤 褐 、 ≠4黄 褐 、 ≠3半 透 明 光 沢 、

S I50 内 出土
ナ デ リ状ナデ、ナデ 明 黄褐 にぷ い 橙 ≠2黒 、 微 細 赤 褐

195 K ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕円押型文、工具ナデ 暗灰黄、にぷい黄橙 にぷ い 黄 褐 材自半透明、材黒鋭光沢、声灰、声黒、声薄褐 穿 孔

196 N ・4 Ⅵ b 楕 円押 型 文 ‘ 楕 円押 型 文
楕 円 押 ．型 文 、

ケズ リ状 ナ デ
にぷい黄 褐 明 褐

拉 5灰 、 拉 5褐 、 拉 5 日不

透 明 、 拉 5金 色

197 L ・4 Ⅵ b 楕 円押 型 文
楕 円押 型 文 の後 楕 円 押 型 文 、

暗灰 黄
暗 灰 黄 、 ≠4灰 白、 移 5 日不 透 明 、

ナデ、楕 円押塑文 ケズ リ状 ナ デ にぷ い 褐 ≠2金 色 鱗 片 状

198 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円押 型

文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 褐 にぷ い 黄 褐 ≠2 日、 ≠2金 色

粘 土 紐 接 合 部

が 観 察 可

199 D ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ナ デ

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
灰 褐 にぷ い 褐 ≠4赤 褐 、 褐 灰 、 ≠1灰 自

200 K ・4 Ⅶ 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円押 型

文

楕 円 押 塑 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい 黄橙 にぷ い 黄 ≠3灰 、 声 黄褐 、微 細 金雲 母 ？

201 J ・4 Ⅶ ナデ、楕 円押型 文 楕 円押 型文、ナデ にぷい 黄褐 にぷい黄褐、黒 ≠4褐、≠2赤褐 、≠2光沢、≠1黄褐 （内）異 変 ？

202 K ・8 Ⅵ b 楕 円押 型 文 ナ デ
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
暗 灰 黄 黄 褐 、暗 灰 黄

≠3黒 透 明、 声 ・5黄 味 、

声 ・5褐 、 ≠1金 色

203 L ・5 Ⅵ b 楕 円押 塑 文 ナ デ
楕円押型文、ナデ、 にぷい 黄 褐 、

明 赤 褐
≠2灰 白 、 ≠2 日不 透 明 、 262 と同一 か 、

ケズ リ状 ナデ 黒 褐 声 ．5無 色 透 明、 ≠1黒 鋭 光 沢 （外 ）黒 変

204 J ・7 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 ケズ リ状 ナデ 明 黄 褐 、褐 灰
明黄褐 、にぷい

黄褐、灰黄褐

≠3浅黄 蝉 、≠2褐 灰 、≠1日半 透

明 、≠1黒鋭 光 沢 、≠1無色 透 明
（外 ）異 変

S I4 0内 出 土

205 L ・5 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 、

工 具 ナデ
橙 明 黄 褐

≠3無 色 鋭 光 沢 、≠2 日不 透 明 、

≠1黒 鋭 光 沢 、≠1灰 、≠1黄 灰

206 M ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 楕円押型文、工具ナデ 淡 黄 淡 黄 ≠6 日不 透 明 、 ≠3黒 、 ≠3灰

20 7 M ・4 Ⅶ a 楕 円押 型 文 ナ デ 楕 円押 型 文 にぷ い黄褐 にぷ い褐 声黄灰、樽 潮 時 金色断 状、声黒鋭光沢 （外 ）異 変

（内 ）黒 変

（内 ）異 変 ？

208 I ・8 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 、ナ

デ、ケズ リ状 ナデ

にぷ い黄 橙 、

にぷ い黄
にぷ い黄 橙

．≠3淡 黄 、 ≠1や や黄 透 明 、

≠1に ぷ い黄 褐

209 I ・5 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ にぷ い黄 橙 橙 樺 色透軋画 半透町 2黒鋭光町 2灰、樺 灰

2 10 M ・6 Ⅵ a 楕 円 押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い橙 にぷ い黄 褐

≠5厚 白 、 ≠5褐 灰 、 ≠5 暗褐 、

≠2無 色 透 明 、微 細 黒 鈍 光 沢

2 11 H ・11 Ⅶ 楕 円 押 塑 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い褐 にぷ い褐

≠4金 光 沢 、 ≠4 日鈍 光 沢 、

≠3赤 褐 、 ≠1黄 褐

2 12 I ・7 Ⅵ 楕 円 押 型 文 楕 円押 型 文
楕円押型文、ナデ、

ケズ リ状 ナデ
橙 にぷ い黄 橙

≠8灰 白 、 ≠8 薄褐 、 ≠3 日半

透 明 、 ≠3黒
（外 ）赤 彩 か ？

2 13 ．K ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
暗 灰 黄 暗 灰 黄

≠2金 色 鱗 片 状 、 ≠2黄 灰 、

≠2褐 、 ≠2灰

S I4 2 内 出 土 、

（内 ）黒 斑
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表3　土器観察表（8）

番 号 出土 均 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 ． 内 外 内

2 14 L ・8 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円押 型文 、 ナ

デ、ケズ リ状 ナデ
褐 、灰 褐

明褐 、

にぷ い褐

≠3 に ぷ い褐 、 ≠2褐 鋭 光 沢 、

≠2 に ぷ い黄 橙 、 ≠1黄 橙

2 15 H ・9 Ⅵ 楕 円 押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
橙 ． にぷ い橙

≠4灰 白 、 ≠2 日半 透 明 、

≠1黄 褐

2 16 M ・．5 Ⅵ b 楕 円 押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい 黄橙 にぷ い黄橙 ≠3灰 、 ≠3灰 白 、 ≠3金 色 ・

2 17 I ・4 b 楕 円 押 型 文 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
灰 黄 褐 にぷい 黄褐 ≠3 日、 ≠2 日半 透 明 、 ≠1灰

2 18 K ・6 Ⅶ 楕 円 押 型 文
楕 円 押 型 文 、 楕 円 押 型 文 、 に ぷい 黄 橙 、

にぷい 黄橙
≠3灰 白、声 ・5やや 黄透 明、声 ・5

（内 ）黒 変
ナ デ ケズ リ状 ナデ 黄 灰 黒鋭 光沢、≠1白半透明、≠1黒褐

219 Ⅵ a 楕 円 押 型 文 楕 円押 型 文
楕円押 型文、ナデ、

ケズ リ状 ナデ
にぷい褐 にぷい褐

≠2 日不 透 明 、≠2 赤 褐 、≠1．5

日半 透 明、 声 ・5金 色 鱗 片 状

220 L ・7 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕円押型文 、ナデ、

ケズリ状 ナデ
明 赤褐 オ リー ブ黒 ≠2透 明 光 沢 、 ≠2金 色

221 D ・2 5 Ⅵ b
山 形押 型 文

（連珠 文様 ）

山 形押 型 文

（連珠 文様 ）
ケズ リ状 ナ デ にぷい褐 灰 褐

≠4黄 白 、 移 5金 色 鱗 片 状 、

声 ・5黒 鋭 光 沢 、 ≠1無 色 透 明

222 I ・5 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 塑 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナ デ
にぷい褐 にぷい褐 ≠3金 色 、 移 5 日

22 3 H ・4 b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 褐

・にぷ い 黄 褐 、

褐 灰

≠3黒 褐 鈍 光 沢 、 ≠2黄 橙 、

≠1黒 鋭 光 沢 、 微 細 無 色 透 明

224 I ・7 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
灰 黄 、灰 にぷい黄 橙

≠2日不透明、仕 5浅黄橙、仕 5金色

鱗片状、仕 5日半透明、≠1褐鉄鉱

225 M ・8 Ⅶ 楕 円押 塑 文 楕 円押型文 、ナ デ 楕円押型文後、ナデ 橙 、灰 にぷい褐 ≠3日不透明、≠3灰白、≠2金色鱗片状

226 H ・7 Ⅵ 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 型

文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷい黄 ≠3灰 、 ≠2金 雲 母 、 ≠2黄 褐

2字7 L ・7 Ⅵ b 楕 円押 型 文 ナデ 明褐 明褐 ≠4灰白、≠1灰褐、微細自～半透明

228 K ・8 Ⅵ 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 型

文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 褐 にぷい黄 褐

≠4褐 灰 、 ≠2無 色 透 明 、

≠1黄橙

229 K ・7 Ⅶ 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 型

文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷい黄 褐

≠5褐 、 ≠5乳 白 、 ≠5黄 灰 、

微 細 透 明
（内）黒 変

230 M ・5 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷい黄 橙

≠5 日、 ≠1日半 透 明、微 細 黒 、

微 細 赤褐

231 J ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 型

文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ？
にぷ い黄 褐 にぷい褐

≠2褐 、 ≠2 黄 灰 、 ≠1金 色 鱗

片 状 、 ≠1無 色 透 明
（外 ）黒 変

232 K ・’4 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄 にぷい黄

≠2金色鱗 片状 、 ≠2黒鋭 光沢 、

≠2黄灰 、 ≠2灰 、微細 無色透 明

233 H ・4 b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ナデ
にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙

≠2灰、≠2黄灰 、仕 2灰、微細無色

透明、微細 白半透明、微細黒鋭光沢
（口 唇 ）異 変

234 L ・4 Ⅶ 楕 円押 塑 文 ナ デ
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄 橙 灰 黄 褐

移 5灰 褐 、 ≠2黄 味 、 声 ．5日

半 透 明 、 声 ．5薄 金 光 沢

235 J ・5 Ⅶ 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ナ デ

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
灰 黄 褐 にぷ い黄橙 ≠2 日 、 ≠2 日 半 透 明

236 L ・7 Ⅵ a 楕円 押 型 文 ナ デ
楕 円 押 型 文 、ケ

ズ リ状 ナデ
にぷ い黄橙 暗 灰 黄

移 5黒 褐 、 ≠2日不 透 明 、

≠1金 色 鱗 片 状 、 ≠1赤 鱗 片 状

237 K ・5 Ⅶ 楕 円押 型 文

楕 円押 塑 文

楕 円 押 型 文

楕 円 押 型 文 、

ナ デ

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい 黄褐 にぷ い黄 褐

≠2灰 、 ≠2黄 灰 、 ≠2褐 、 微

細 自半 透 明
（外 ）黒 変

S I5 0 内 出土

SI22内出土、（外・内）異変

（外 ）黒 変

238 E ・26 Ⅶ
山 形 押 型 文 山 形 押 型 文 （連

浅 黄
浅 黄 、 ≠5 日、 ≠5黄 灰 、 ≠2 黒 鋭 光

（連 珠 文 様 ） 珠 文 様 ）、 ナデ 灰 オ リーブ 沢 、 ≠1日半 透 明

239 K ・9 Ⅶ
楕 円押 型 文 の 後

・ナデ、楕円押型 文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
灰 黄 褐 にぷい褐

≠3 日 、 ≠3乳 白 、 ≠3 透 明 光

沢 、 ≠3金 色

240 K ・8 Ⅵ b ナ デ
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
灰 褐 灰 黄 褐

≠3 日、 ≠3灰 、 ≠3黒 鋭 光 沢 、

≠3 日不 透 明

≠2金 光 沢 、 微 細 自24 1 D ・4 ナ デ
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
黄 褐 暗 灰 黄

242 J ・2 Ⅵ 楕 円 押 型 文

楕 円押 型 文

ナデ、楕 円押型文 楕 円押型 文、ナデ にぷい 黄橙 にぷい 黄橙 声自半透明、声無色透明、≠2黒鈍光沢、≠2褐

24 3 E ・26 Ⅶ 山形押型文（連珠文様） 連点文、山形押型文、げ 浅 黄 にぷい黄 ≠3 日、 ≠3 日半 透 明

244 K ・9 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 にぷい黄 橙 にぷい黄 橙 ≠4褐、≠1日半透明、≠1光沢、微細自
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表3　土器観察表（9）

番 号 出土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

245 J ・5 Ⅵ 短 沈 線 文
楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

にぷ い黄 褐 にぷ い褐 ≠2赤 褐 、 ≠2 日 、 ≠2 日半 透

明 、 ≠2金 色 ・

246 I ・．10 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕円押型文、ナデ ？ にぷ い橙 橙 樽 牒 褐鉄鉱、声無色透明、嘩 鋭光沢、西 日

247 D ・4 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 塑 文 楕 円押 型文、ナデ 黄 橙 にぷ い黄 橙 声 ．5無 色 透 明、≠1褐 、≠1黒褐

248 J ／K ・8 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ 浅黄橙、にぷい黄橙 にぷい黄橙、灰 材白、材褐、材灰白、担黒鈍光沢、担黒鋭光沢 S IlO l内 出 土

249 L ・7 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ にぷ い橙 灰 黄 褐 仕 5乳白、≠1半透明、微細黒 ～褐

250 L ・5 Ⅶ 短 沈 線 文
ナ デ、 沈 線 文 楕 円 押 型 文 、ナ

デ、ケズ リ状 ナデ

橙 、 黒 褐 に ぷ い 褐 、

黒

≠4黒 鈍 光沢 、 ≠4 日半 透 明 、

≠4金 色 、 ≠4 日 、 ≠4赤 褐

（内 ）黒 斑

25 1 J ・7 Ⅶ 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 型

文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

にぷ い褐 にぷ い黄 褐 ≠3 白 、 ≠3褐 、 ≠3金 色

252 K ・4 Ⅶ 楕円押型文、ナデ 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ 灰 褐 、褐 灰 にぷ い赤 褐 声灰白、画 半透明、画 不透明車 5金色断 状 （内 ）黒 変

253 I ・4 － ナ デ、楕 円押 塑文 丁寧なナデ、工具ナデ にぷ い橙 橙 、黒 褐 ≠7黄褐、≠3無色透明、微細黒鋭光沢

254 N ・5 Ⅵ b
楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

灰 黄 褐 にぷ い褐 ≠4一 部赤 色 自透 明、 ≠1黄 味 、

微 細 灰

255 L ・5 Ⅵ b ナ デ、楕 円押 型文 楕円押型文、ケズリ状げ にぷ い黄 褐 にぷ い黄 ≠2 日鈍 光 沢 、≠2 光沢 、≠2 日 （内 ）黒 変

256 M ・7 Ⅵ b
ナ デ 楕 円 押 型 文 、ナ

デ、ケズリ状 ナデ

黄 褐 黄 褐 ≠3黒 半 透 明 、 移 5金 色 鱗 片

状 、 ≠1白

257 I ・9 Ⅶ 楕 円 押 型 文 ナ デ 楕 円押 型 文 にぷ い橙 にぷ い橙 ≠1透 明 光沢 、微 細 自 S I69内 出 土

258 K ・7 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ

楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 、ナ

デ、ケズリ状 ナデ

橙 にぷ い橙 ≠3黒 褐 色 、 ≠2無 色 透 明

259 J ・6 Ⅵ b 楕 円押 塑 文 ナデ、楕 円押 型文 楕円押型文、工具ナデ にぷ い褐 橙 移 5 日 、拉 5灰 、拉 5 薄褐 穿 孔

260 K ・6 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ 暗 灰 黄 浅 黄 揮 白、揮 黒、揮 灰、頼 自半透明車 5透明光沢

261 M ・7 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 ≠4 薄褐 、微 細 白 、 自半 透 明 穿 孔

262 L ・5 Ⅵ b
楕 円押 型 文 、 ナ デ 楕 円 押 型 文 、ナ にぷい 黄 褐 、 に ぷ い 褐 、 ≠2灰 白 、 ≠2 白不 透 明 、 （外 ）黒 変

ナ デ デ、ケズ リ状 ナデ 黒 褐 暗 褐 ≠1黒 鋭 光 沢 、 ≠1無 色 透 明

263 H ・7 Ⅶ 楕 円押 型 文
楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

灰 黄 褐 にぷ い黄 褐 ≠2金 色 鱗 片 状 、 ≠2黄 灰 、

≠2褐

（内）黒 変

264 N ・4 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ 浅 黄 浅 黄 ≠2黒、≠2灰、≠2黄灰、微細自半透明 （内 ）異 変

265 K ・5 Ⅶ 楕 円押 型 文 楕 再押 型文、ナデ 明 赤 褐 ＿ 明赤 褐 声灰白、声無色透明、声自不透明、声黒鋭光沢

266 L ・9 Ⅵ b 楕 円押 型 文 枝 回転 文 、ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 ≠2黄灰、≠2茶、≠2褐、微細無色透明 （外 ・内 ）黒 変

267 N ・5 Ⅶ 楕 円 押 型 文
ナ デ 楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

黄 褐 褐 ≠1灰 、 ≠1黄 灰 、微 細 透 明光

沢 、黒 鋭 光 沢 、

（外 ・内 ）異 変

268 F ・24 ，Ⅶ

楕 円 押 型 文

ナ デ、楕 円押 型文 楕 円押 型文、ナデ にぷ い赤 褐 ‘ にぷ い橙 ≠5灰 白、微細灰、微細黒、微細光沢

（外 ）黒 変

269 I ・7 Ⅵ
ナ デ、楕 円押 型文 楕 円 押 型 文 、ナ

デ、ケズリ状 ナデ

褐 黒 褐 微 細 無色 透 明 、微 細 自

270 M ・4 Ⅵ b 楕 円 押 塑 文 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ 灰 黄 褐 にぷ い黄 橙 ≠3乳 白 、≠3灰 、≠3褐 、≠1日

271 I ・4 b 楕 円 押 型 文

楕円押型文、ナデ

ナ デ 、楕 円 押 型

文

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

にぷ い褐 暗灰 黄 ≠3灰 白 、 ≠2金 色 鱗 片 状

272 L ・5 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ 黒 褐 浅 黄 ≠1黒 鈍 光 沢 、微 細 自

273 K ・4 Ⅵ 楕 円押型 文、ナデ 楕 円押 型文、ナデ 褐 褐 微 細 灰 白 、微 細 無 色 透 明

274 J ・9 Ⅶ 楕 円 押 型 文
．ナ デ 、楕 円 押 型 楕 円 押 型 文 、 暗 灰 黄

にぷ い黄 褐

に ぷ い 黄 、 ≠2灰 白 、 ≠1浅 黄 橙 、微 細 無

文 ケズ リ状 ナデ 暗 灰 黄 色 透 明

275 L ・7 Ⅵ b 楕 円 押 型 文

楕 円押 型 文

楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

にぷ い黄 褐 拉 5灰 白、仕 5灰 、声 ・5赤褐 、

仲 5無 色 透 明

276 H ・7 Ⅵ 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 ≠8褐 、 ≠8茶 、 ≠8灰 （外 ）黒 変

（内 ）黒 変

277 H ／K ・5 Ⅶ
楕 円押 型 文

楕 円押 型 文

楕 円 押 型 文 、

ケ ズ リ状 ナデ？

赤 褐

にぷ い褐

明赤 褐

橙

≠2無 色 透 明 、 ≠2赤 褐 、

≠1日半 透 明 、 ≠1灰 自

278 K ・9 Ⅵ b 楕 円押 型 文
楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

≠2灰 自不 透 明 、 ≠1黄 、

≠1赤 褐

279 M ・5 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押 型 文 楕 円押 型文、ナデ にぷい黄橙、黒 にぷ い黄 褐 ≠8黄 褐 、 ≠3 日 、微 細 黒 光沢

280 I ・2 b 楕 円 押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 型 楕 円 押 型 文 、 にぷ い黄 橙 、 にぷ い黄

にぷ い橙

≠4灰 黄 褐 、≠4褐 灰 、≠2褐 灰 、

文 ナデ にぷ い橙 ≠1黄 橙 、 ≠1や や黄 鋭 光 沢

281 K ・2 Ⅵ b
楕 円押 型 文 楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ

にぷ い黄 橙 声 ．5無 色 透 明光 沢 、 ≠1 日不

透 明 、 ≠1黒 鈍 光 沢
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表3　土器観察表㈹

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

282 M ・5 Ⅶ 楕 円押型文 楕円押型文
楕 円押型文、

ケズリ状ナデ
にぷい橙 にぷい黄橙

≠4 日、 ≠3日半透 明、 ≠1透

明光沢

283 L ・8 Ⅶ 楕 円押型文
楕 円押型文、

ナデ、工具ナデ

にぷい黄橙、

にぷい橙
にぷい黄橙

≠5灰 白、 ≠5灰 、 ≠5黒褐、

≠1黒鋭光沢、 ≠1無色透 明
（外・内）異変

284 H ・7 Ⅵ 楕円押型文 楕円押型文、山形押型文 ナデ 灰黄褐 にぷい褐 ≠5灰、≠3黄褐、微細自半透明、微細黒 （外）黒変

285 M ・6 Ⅶ 楕 円押型文 楕円押型文 楕円押型文、ナデ 浅黄、．黄灰 浅黄、暗灰黄 ≠5日

286 H ・7 Ⅶ 楕 円押型文 楕円押型文
楕円押型文、

ケズリ状ナデ
にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠3日、 ≠3灰、 ≠3日半透明、

≠3黒光沢

287 H ・4 b 楕 円押 型文 楕円押塑文
楕 円押型文、ナ オリーブ黒、 にぷい黄橙、 ≠5灰、≠5赤褐、≠5日、≠5黒鋭

デ、ケズリ状ナデ 浅黄橙 褐灰 光沢、≠5黒鈍元沢、≠5無色透明

288 B 区 楕 円押型 文
ナデ、楕円押型

文

楕 円押 型文、

ケズリ状ナデ
黄褐 黄褐

≠3日、 ≠3灰、 ≠3黒、 ≠2日

半透明、 ≠2透明光沢

289 N ・4 Ⅶ 楕 円押型文 楕円押型文
楕 円押型 文、

ケズリ状ナデ
にぷい黄褐 黄褐

≠4灰 、 ≠4薄褐 、 ≠4日半透

明、 ≠4透明、 ≠4黒鋭光沢

290 H ・8 Ⅵ 楕 円押型文 楕円押型文
楕 円押塑文 、

ケズリ状ナデ
黄褐 黄褐

≠3金色 鱗片状、≠2灰 、≠2黄

灰 、 ≠2褐 、 ≠1日半透明

（外）黒変、

（内）異変

2＿91 J ・9 Ⅶ 楕 円押型文 楕円押型文 楕円押型文、ナデ にぷい褐 にぷい褐 ≠5褐 ～赤褐 、微細乳自

292 K ・7 Ⅶ 楕 円押型文 楕円押型文 楕円押型文、ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠4日、 ≠4金色 穿孔

293 A 区 楕 円押型文 楕円押型文
楕円押型文、ナ

デ、ケズリ状ナデ
黄褐 黄褐

≠7淡黄 、≠3日不 透 明、≠3灰

白、 ≠2無色透 明

294 I ・10 Ⅶ 楕円押型文 楕円押型文 楕円押型文 にぷい褐 褐灰 ≠1灰褐、≠1日不透明、≠1灰 自 S I69内 出土

295 J ・4 Ⅶ 楕円押型文 ナデ、楕円押型文 楕円押型文 にぷい褐 にぷい黄褐 移 5日、移 5褐、移 5黒鈍光沢

296 K ・4 Ⅵ 楕円押型文 楕円押型文 楕円押型文、ナデ にぷい黄橙 灰黄褐、にぷい橙 陣灰、陣黒、西日、声黒鋭光沢、声黒鈍光沢

297 L ・4 Ⅵ b 楕 円押 塑文 楕円押型文 楕円押型文、丁寧なナデ 暗灰黄 浅黄 ≠5薄褐、≠2日、≠2透明光沢

298 I ・6 Ⅵ 楕 円押 型文
丁寧なナデ、

楕円押型文

楕 円押型文、ナ

デ、ケズリ状ナデ
暗灰黄 黄褐

≠3明褐 灰、 ≠2淡 黄、 ≠2明

褐灰 不透明、 ≠1褐

299 A 区 Ⅳ 楕 円押型文 楕円押型文
ナデ、楕 円押型

文、工具ナデ？
にぷい橙 にぷい褐 ≠4灰 白、 ≠4灰、 ≠1黒

300 I ・5 Ⅵ b 楕 円押型文
ナデ、楕円押型

文

楕円押型文、ナ

デ、ケズリ状ナデ

暗灰黄、 黄

灰
暗灰黄

≠8日半透明、≠2金光沢、≠2灰、

≠2黒褐、仕 5灰白、仕 5無色透明

301 H ・6 Ⅶ 楕 円押型文
ナデ、楕円押型

文

楕円押型文、ナ

デ、ケズリ状ナデ
にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠2日～乳白、 ≠2灰 褐、微 細

褐

302 b 楕 円押型文 楕円押型文
楕 円押型文、

ナデ
にぷい黄橙 暗灰黄

≠4褐 、≠4乳 白、≠4灰 、≠4黄

灰 、≠2黒鋭光沢 、≠2日半透明
（外・内）黒変

303 K ・5 Ⅶ 楕 円押型文
楕 円押型文、

ナデ

楕 円押型文、

ケズリ状ナデ
にぷい橙 にぷい褐

声 ・5赤褐、 ≠3金雲母 ？、 ≠

1日半透 明、 ≠1黄褐 、 ≠1灰

304 J ・8 Ⅶ 楕円押型文 楕円押型文 楕円押型文 にぷい褐 にぷい褐、灰褐 ≠1黄橙、≠1灰白、≠1金光沢雲母 礫群 1付 近

305 K ・7 Ⅵ 楕 円押型文
ナデ、楕 円押型

文

楕 円押型文、

ケズリ状ナデ
にぷい褐 橙

≠2日半透明、 ≠1日不透明、

≠1金色鱗片状
S Ill内出土

306 L ・4 Ⅶ 楕 円押 型文 楕円押型文 楕円押型文、ナデ 灰黄 にぷい黄 ≠3灰、≠3黄灰、≠3褐、≠1日不透明 （外）異変、（内）黒斑

307 J ・3 Ⅵ 短沈線 文

山形押型文

楕円押型文 楕円押型文、ナデ 明赤褐 明赤褐、黒褐 拉 5褐 、 拉 5無色透明 （内）黒斑

SI60内出土、（外・内）黒変

308 M ・4 Ⅶ ナデ 楕 円押型文 にぷい黄 浅黄、黄灰 微細灰白、微細自光沢、微細黒鈍光沢

309 I ・7 Ⅶ 山形押型文、ナデ ナデ、ケズリ状ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠2褐、声黄灰、≠2灰、声黒鋭光町 1金色鱗片状

310 I ・9 Ⅵ 枝 回転文 ナデ 枝回転文、ケズリ状ナ手 灰黄褐、明黄褐 灰黄褐、褐灰 榊 こぶい黄橙、声明黄褐、声黄橙、声黒鋭光沢 （外・内）異変

311 L ・5 Ⅵ b 枝 回転文 ナデ、枝回転文
枝 回転 文、 ケ

ズリ状ナデ
橙

橙

にぷい橙 －
≠2日不透明、 仕 5黒鈍光沢、

微細白、微細茶、微細やや黄
（外・内）異変

（外）異変、（内）黒斑

（内）黒斑

312 L ・5 Ⅵ b 枝 回転文 枝 回転文 枝回転文、ナデ にぷい橙
仕 5灰白、頼 5日、声 自重透明、作

目、≠1赤褐、≠1灰、≠1黒鈍光沢

≠2金色鱗片状、≠2黄灰、≠2灰、≠2褐313 M ・7 Ⅶ 枝 回転文 ナデ、枝回転文 枝回転文、ケズリ状ナデ にぷい橙 にぷい黄褐

3 14 N ・4 Ⅶ 枝回転文

枝回転文

枝回転文

枝回転文 枝回転文、ナデ 橙 にぷい橙 ≠2金色鱗片状、声黄灰、凪 ≠2褐、酬 無色透明

3 15 H ・11 Ⅶ 枝回転文、丁寧なナデ？ 枝回転文、ケズリ状ナデ 明褐 にぷい褐 9ぼ 5無色透明、≠1灰白、微細赤褐

3 16 M ・6 Ⅶ 枝回転文 枝回転文 灰黄褐 にぷい黄褐 ≠2金色鱗片状、声黄灰、≠2灰、榊 無色透明

3 17 M ・5 Ⅵ b 枝回転文 ナデ、ケズリ状ナデ にぷい褐、褐灰 にぷい褐、褐灰 ≠5灰 白、微細無色透明

3 18 K ・9 Ⅶ 枝 回転 文 枝回転女、ケズリ状げ にぷい黄 暗灰黄 声黄灰、≠2灰、≠1金色鱗片状、榊 無色透明
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表3　土器観察表（11）

番号 出土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考

口唇 部 外 内 外 内 ＿

3 19 I ・ 7 Ⅶ 枝 回転 文 ナ デ 、硯 回転 文 枝回転文、ケズリ状ナデ にぷい褐 にぷい黄 褐 ≠2金 色鱗 片状 、≠2黄 灰 、≠2灰 SI59内出土、（内）黒斑

3 20 K ・ 4 Ⅶ 枝 回転 文 枝 回転 文
枝 回転 文 、

ケズ リ状 ナ デ
にぷい黄 褐 にぷい黄 褐

≠2灰、≠2黄灰、≠2乳白、微細金色鱗

片状、微細無色透明、微細白半透明
（内 ）黒 斑

3 2 1 L ・ 8 Ⅶ 枝 回転 文 ナ デ 、枝 回転 文 枝 回転 文 、ナデ
に ぷ い 褐 、

褐 灰

にぷ い 橙 、に

ぷい褐 、明褐

拉 5灰白、≠4明褐灰、≠4褐灰、拉 5暗

赤褐、微細無色透軋 微細黒鋭光沢
（外 ・内 ）異 変

3 2 2 K ・ 4 Ⅶ 枝 回転 文 枝 回転 文 枝 回 転 文 、ナデ にぷい黄 褐 にぷい黄 褐
≠2灰、≠2黄灰、≠2乳白、微細金色鱗

片状、微細無色透明、微細自半透明
（内 ）黒 斑

3 2 3 N ・ 5 Ⅵ b 枝 回転 文 ナ デ 、枝 回 転 文
枝 回 転 文 、

ケズ リ状 ナデ
褐 にぷい褐

≠3金 光沢 、≠2明褐灰 、≠2褐 灰 、

仕 5灰 白、≠1褐灰 、≠1褐灰光沢

3 2 4 J ・8 ‘Ⅵ a ナデ後・枝回転文 ナ デ 、 沈 線 文 ナデ 、枝 回転 文 にぷい 黄褐 にぷ い褐 ≠2金色鱗片状、声黄吋 2灰、≠2褐、画 半透明 （口唇 部 ）黒 変

3 2 5 L ・ 5 Ⅵ b 枝 回 転 文 ナ デ ナデ、ケズリ状ナデ 橙 橙 ≠1金鋭光沢、声黒鈍光沢、声自半透明、声灰自

3 2 6 I ・8 Ⅶ 枝 回 転 文 ナ デ 、枝 回転 文 枝 回転 文 にぷ い黄 褐 灰 黄 褐 ≠3灰 白、仕 5黄褐 、声 ・5赤褐

3 2 7 L ・ 6 Ⅶ ナ デ 、枝 回転 文 枝回転文、ナデ、ケズリ 黒 褐 にぷ い褐 ≠2灰 白、≠2金色鱗片状、微細黒褐

3 2 8 M ・．5 Ⅵ b 刻 目
ネ ガ テ ィ ブ 楕 ネ ガテ ィブ楕 円 褐 灰 、

にぷ い黄 褐
声 ・5乳 白、 ≠1黒 、 微 細 に ぶ

円文 文 、 ナ デ にぷ い橙 い黄 橙 不 透 明 、微 細 無色 透 明

3 2 9 F ・2 4 Ⅶ 平 行 押 型 文
列 点文、平行 線押

型文、ケズリ状ナデ
明褐 にぷい黄 橙

≠1黒鋭 光 沢 、 ≠1褐 灰 光沢 、

≠1褐 灰 鈍 光 沢
（内 ）黒 変

3 3 0 L ・ 7 Ⅶ 短 沈 線 文
ナ デ 、平 行 押 型 浅 い 短 沈 線 文 、

褐 灰
にぷ い 黄 褐 、 ≠2灰 白 、 微 細 黒 褐 、 微 細 黒

（外 ）黒 斑
文 ？ ケズ リ状 ナデ 褐 灰 鋭 光 沢

3 3 1 C 短 沈 線 文
ナ デ 、平 行 押 型 短 沈 線 文 、ケズ

にぷい褐 にぷい黄 褐
≠2黒 鈍 光 沢 、 ≠2黄 灰 、 ≠2 （外 ）異 変 、

文 ？ リ状 ナデ 灰 、微 細 無 色 透 明 、 自 半 透 明 （内 ）黒 変

3 3 2 M ・ 5 Ⅵ b 平行 押型文 ？ 平 行 押 型 文 ？ ナデ、ケズリ状ナデ にぷい黄 褐 黒褐 声 ・5灰 白、 ≠1金 色 鱗 片 状

33 3 J ・ 7 Ⅶ 短 沈 線 文 ナ デ
短沈 線 文 、ナ デ、

ケズ リ状 ナ デ

にぷ い 黄 褐 、

明 黄褐
にぷい黄 橙

≠．5灰 白 、 移 5褐 灰 不 透 明 、

≠2や や 黄 透 明 、 ≠1浅 黄 橙

3 34 J ・ 7 Ⅶ 短 沈 線 文
ナ デ 、平 行 押 型

文 ？

短沈 線 文 、ナ デ、

ケズ リ状 ナ デ
にぷい黄 暗 灰 黄 、黄 灰

≠3 日半 透 明 、 声 ・5灰 白、

仕 5灰 褐
（内 ）黒 斑

3 3 5 J ・ 2 b 短 沈 線 文
ナ デ 、平 行 押 型 短 沈線 文 、ナデ、 にぷ い 黄 橙 、 褐 灰 、 頼 責黄 橙 、≠3灰 自半透 明 、≠3

（内 ）黒 変
文？ ケズ リ状 ナデ 明 黄 褐 にぷい 黄橙 褐灰 、≠2金光沢 、≠2やや黄透 明

3 3 6 I ・ 2 b 短 沈線 文 ナ デ
短 沈 線 文 、工 具

ナデ
橙 明 黄 褐

≠3 黄 灰 、 ≠3灰 、 ≠3褐 、微

細 透 明、 微 細 半 透 明、 微 細 黒
（内）黒 斑

3 3 7 L ・6 Ⅵ b
ナ デ 、平 行 押 型 平 行 押 型 文 ？ナ

明 黄 褐
にぷ い黄 褐 、 軽 に ぷ い黄 橙 、・頼 夷黄 橙 、

文 ？ デ 褐 灰 ≠3褐 灰 、≠3浅 黄 橙 、≠1灰 自

3 3 8 H ・ 7 Ⅶ 短 沈 線 文 ナデ
平 行 押 型 文 ？ナ

デ
にぷ い褐 にぷ い褐

≠3褐、≠3乳白、≠3灰、≠3黄灰、≠1黒

鋭光沢、微細無色透明、微細自半透明

（外 ）黒 変 、

（外 ・内 ）黒 変

3 3 9 L ・ 5 Ⅵ 短 沈 線 文 ナ デ
平 行 押 型 文 ？ナ

一．‾や7●
にぷ い褐 にぷい褐

≠2金色鱗片状、≠2黒鋭光沢、≠2黄

灰、≠2灰、≠2褐色、微細無色透明
（外 ・内 ）異 変

3 4 0 I ・ 9 Ⅵ 山形 押 型 文 山形 押 型 文
山 形 押 型 文 、ナ

デ、ケズ リ状 ナデ
にぷ い赤 褐 灰 黄 褐

≠4灰 白 、 ≠1無 色 透 明 、微 細

黒 鋭 光 沢

3 4 1 H ・ 7 Ⅶ 楕 円押 型 文
ナ デ 、楕 円 押 型

文 一

楕 円 押 型 文 、

ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 にぷい華 橙

≠3金 色 鱗 片 状 、 ≠1黄灰 、

≠1灰
（外 ・内 ）黒 斑

3 4 2 E ・2 3 Ⅶ

楕 円押 型 文

楕 円 押 型 文

ナ デ 、楕 円 押 型

文 （連 珠 文 様 ）

楕円押型文（連珠文

様）、ケズリ状ナデ
浅 黄 浅 黄

≠2無 色 透 明 、 ≠2黒 鋭 光 沢 、

≠2灰 、 ≠2黒 黄 灰
（内 ）異 変

（内 ）黒 変

34 3 J ・ 7 Ⅵ b 楕 円押 型 文 楕 円押型文 、ナデ にぷい橙、黄灰 にぷい橙、黄灰 ≠5灰 白、≠5褐 、≠5 日半 透 明

34 4 M ・ 7 ． Ⅶ 楕 円押型文 、ナデ 楕 円押型文 、ナデ にぷい黄 橙 にぷい黄 橙 ≠1黒 、 微 細 自

34 5 A 区 b 楕 円押 型 文 楕 円押型 文、ナデ にぷい黄 橙 にぷい 黄 ≠2日半 透 明、微 細 光沢 、微細 黒 （内）黒 変、鉢形

3 4 6 C ・2 5 Ⅶ
ナ デ 、楕 円押 型

文 （連 珠 文様 ）？
ナデ 橙

にぷい橙 、

にぷい 黄橙

≠2日半透明 、≠1日、≠1灰 、≠1赤

褐、微細黒鋭光沢、微細無色透明
鉢 形

S I6 9内 出 土 、

（内）黒 斑

（外 ）黒 変 、

（内 ）異 変

3 4 7 H ・4 b ナ デ ナデ にぷい 黄褐 灰黄褐、明黄褐 声無色透明、声灰自半透明、声橙、声黒鋭光沢

3 4 8 I ・8 ／9 Ⅶ
楕 円押 型 文 、山

形 押 型 文 、ナ デ
ケズ リ状 ナデ

にぷ い 褐 、

にぷ い赤 褐

に ぷ い 褐 、

褐 灰
≠3灰 白 、 ≠3灰 白 、微 細 灰 褐

3 4 9 I ・8 Ⅵ
ナ デ 、山形 押 型

文
ナデ

にぷ い黄 褐 、

黒 褐
褐

≠3にぷ い黄橙 、≠3橙 、≠1黄橙 、

≠1赤褐 、≠1褐灰 、≠1無色透 明

3 5 0 A 区 b 山 形 押 型 文 ナデ にぷ い黄 褐 にぷ い橙 拉 5橙 、≠3黒褐、≠2微細、微細褐

3 5 1 M ・ 5 Ⅵ b 山形 押 塑 文 ナデ 明赤 褐 にぷ い黄 橙
≠4褐 、≠4灰 、・≠4黒 、≠4黄 灰 、

≠1黒 鋭 光沢 、微 細 無 色 透 明

3 5 2 H ・ 9 Ⅶ 山形 押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい褐 、褐灰 にぷ い褐 樟 うすい褐、≠7日、≠7灰 ≠7日不透明 （外 ）黒 斑
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表3　土器観察表（1勿

番号 出土地点 出土層
文様及 び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

353 H ・9 Ⅵ 山形押型文 ケズリ状 ナデ
黒褐、

にぷい黄褐

黒褐、灰黄褐、．

にぷい黄褐

≠2灰 黄褐 、≠2 区 黒褐 、≠1浅

黄橙、≠1金 色
（外）黒変

354 H ・2 Ⅵ 山形押型文 ケズリ状ナデ？ にぷい黄
にぷ い黄 、

黄褐

移 5淡 黄、移 5灰 白、≠1褐 、

≠1や や黄透明、微細金色
S I23 内 出土

355 M ・6 Ⅶ 山形押型文 ナデ ？
にぷ い黄 、

黄灰

にぷい黄褐 、

灰黄褐

≠3浅 黄橙、 ≠3褐 灰不透明、

≠2金 色、 ≠1橙 不透明
S I40 内 出土

356 F ・27 Ⅶ 山 形押 型文 ナデ 橙 にぷい黄
≠2黒 鋭光沢、 ≠2褐 、 ≠2灰 、

≠2黄灰 、微細 自半透明

357 M ・5 Ⅶ
ナデ 、山形押 塑 ケズ リ状 ナデ、 にぷい黄褐、灰黄 にぷい黄砲 、 声赤褐、頼 こぶい橙不透明、声やや黄半透

（内）黒変
文 ナデ 褐、暗灰黄、黄灰 褐、黒 明、≠2淡橙、≠2灰白、≠2金色、酬 無色透明

358 I ・7 Ⅶ 山形押 型文 ケズリ状ナデ にぷい黄褐 灰 黄褐 ≠5黄灰 、 ≠5灰 、 ≠5褐 （外）黒変、（内）黒斑

359 D ・27 Ⅶ 山 形押 型文 丁寧なナデ 明黄褐 にぷい黄橙、褐灰 ≠3黒鋭光沢、≠3赤褐、仕 5褐灰

360 K ・5 Ⅶ 山形押塑 文 ナデ 明黄褐
にぷい黄橙 、

灰 黄褐

≠0 ．5灰 白、微細 黒鋭 光沢 、微

細無色鋭光沢

361 K ・6 Ⅶ 山形押型 文 ケズリ状ナデ にぷい褐 にぷい褐 ≠2黄灰 、≠2灰 、微細無色透明 （内）黒変

362 G ・6 Ⅵ 山形押型 文 丁 寧なナデ
褐灰 、

にぷい黄橙

にぷい黄褐、に

ぷい橙、灰黄

≠5灰 白、 ≠4 ・5淡 黄 、 ≠3黒 、

≠2黒 鋭光沢、 ≠2赤 褐

363 J ・4 Ⅵ 山形押塑 文 丁 寧なナデ 暗灰 黄 暗灰黄 微細 黒、微 細灰 SIlO3内出土（外）黒変

364
－ － ナデ、山形押型文 ケズ リ にぷい黄褐 黒 ≠1金色鱗片状、微細無色透明、微細自 （内）黒斑

365 H ・7 Ⅶ 山形押型 文 ナデ
にぷい黄橙 、

オリーブ黒
黄褐

≠7 日 、 ≠7黒 、 ≠2黒 光 沢、

≠1透 明光沢

36年 F ・27 Ⅶ 山形押型文 ナデ 浅黄橙 にぷい黄橙 1
≠5灰 、≠5乳 白、≠5黄灰、≠5褐 、

≠1白半透明、微細黒鋭光沢
（外）黒変

367 N ・7 Ⅶ 山形押型 文 ナデ にぷい黄橙 明黄褐 ≠3黄灰、≠3灰、≠3褐、≠2黒鋭光沢

368 K ・8 Ⅶ 山形押型 文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1白 、 ≠1日 不透明

3彿 L ・6 Ⅶ 山形押型 文 ケズリ状ナデ、ナデ にぷい褐 灰褐 ≠1金色鱗片状、微細無色透明、微細灰自

370 A 区 b 山形押型文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙、灰黄褐 仲こぶい黄橙、声黒鋸 汎 ≠2灰叫 2灰黄褐

371 L ・6 Ⅵ b 山形押型文、ナデ ナデ にぷい黄橙 灰 黄褐 ≠3灰 、 ≠3黄 灰、 ≠3褐 （外 ・内）黒変

372 K ・4 Ⅶ 山形押型文、ナデ ケズリ状ナデ にぷい褐 黒褐 ≠3薄 褐、≠3黒 、≠3戻 、≠3金色 （外）黒変

373 I ・8 Ⅵ 山形押型文 ケズ リ状ナデ 灰 にぷい黄 移 5灰白、仕 5金色鱗片状、≠1無色透明

374 L ・7 Ⅵ b 山形押型文、ナ デ ケズ リ状ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠2黄灰、≠2灰、≠1金光沢、≠1黒 （外）異変、（内）黒斑

375 K ・6 Ⅶ 山形押型文 ケズ リ状ナデ にぷい褐 にぷい橙 移 5赤褐、微細金色鱗片状、微細灰白

376 H ・2 b 山形 押型文 ナデ 浅黄 浅黄
≠3黄 灰 、 ≠3灰 、 ≠3褐 、微

細 無色透明、微細黒鋭光沢

377 C
山 形 押 型 文 、

ナデ
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠2褐、≠2灰、卓，2黄灰、≠2乳白、≠2

黒鋭光沢、微細無色透明、自半透明
（外）黒変 ．

378 Ⅵ
山 形 押 型 文 、

ナデ
ケズリ状ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠5黄灰、≠5灰、≠5褐、≠3黒鋭光沢、

≠2日不透明、微細無色透明光沢
（外 ）黒変

379 M ・6 Ⅶ 山形押型文 ナデ 橙 、にぷい橙
橙 、 褐 灰 、

にぷい黄橙

≠2浅黄橙、≠2橙 、≠2黒鋭光沢、≠

1・5褐灰、仕 5半透明、≠1無色透明

380 J ・9 Ⅶ 山形押型文 ケズリ状ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 材黄吋 侃 岬細 金色鱗片状、声自不透明 S I70 内 出土

38 1 J ・6 Ⅷ 山形押型文 ケズリ状 ナデ にぷい橙 黒褐 ≠1灰 白、微細 自半透明 S I79 内 出土

12 5 と 同 一 個

382 0 ・4

G ・27

Ⅵ a 山形押型文 ケズリ状 ナデ 褐 黒褐
≠3灰 黄褐 、 ≠2浅 黄橙 、 ≠1

灰 自不透 明、微細 無色 透明

383 C 山形 押塑文 ケズリ状ナデ
明褐、

にぷい褐
明褐

拉 5浅 黄橙 、 ≠5 にぷい黄褐 、

≠1無 色透 明、 ≠1黒 鋭 光沢

384 Ⅶ
山形押型文の後ナデ

ナデ
褐 灰 、 褐 、

褐 、褐
頼緒 、材明褐、声赤褐、仕 5やや黄透明、

消し、山形押型文 明赤褐 仕5明褐灰、声黒鋭光沢、仲 5日半透明 体 か

385 － C 山形押型文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 樽 声黄灰、≠2褐、微細無色透明、榊 黒鋭光沢 （外 ）異変

（外 ・内）黒変

386 L ・4 Ⅶ 山形押型文、ナデ ケズリ状 ナデ にぷい黄褐 褐灰 ≠2金 色鱗片状 、微細灰 自

387 F ・24 Ⅶ 山形押型文 ケズリ にぷい橙 暗灰黄 微細無色透明、微細金色鱗片状

388 L ・6 Ⅶ 山形押型文 ケズリ 黒褐、にぷい褐 黒褐、灰黄褐 声灰叫 2褐灰鋭光沢、榊 雄 橙、榊 金色

389 M ・6 Ⅶ 山形押型文 ナデ にぷい橙 暗灰黄
≠2黄 灰、≠2灰 、≠2褐 、微細 透

明、微細半透 明、微細黒 光沢
（外 ・内）黒変
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表3　土器観察表（ゆ

番号 出土地点 出土層
文様及 び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

390 K ・4 Ⅵ 山形押型文 ナデ 暗灰黄、明褐 灰黄褐 、褐灰 榊 規程、仲こぶい褐、≠2金光沢、声黒褐

39 1 L ・4 Ⅶ 山形押型文 丁寧 なナデ にぷい黄橙 灰黄褐 、黒褐 ≠4灰黄褐、≠2浅黄橙、≠2褐、仕 5黒鋭光沢

392 H ・2 b 山形押型文 ナデ にぷい黄橙、橙 灰黄褐 微細黒 、微細 自

393 L ・6 Ⅵ b ナデ、山形押型文 ナデ にぷい黄橙 橙 声 ．5乳 白、≠1灰 白、微細黒褐

394 M ・5 Ⅵ 山形押塑文 ナデ
にぷい黄褐 、

褐灰

灰黄褐 、

にぷい黄褐

≠1黄橙 、 ≠1やや黄透 明、

仲 5灰 自
S I4 内出土

395 K ・6 Ⅵ 山形押型文 ケズリ状 ナデ にぷい褐 にぷい黄褐 ≠2褐、声黄灰、≠2灰、微細無色透明、御 黒鋭光沢 S I 8 内出土

396 M ・6 Ⅶ 山形押型文 ケズリ状 ナデ 橙 にぷい褐 声黄吋 2吋 2褐、微細無色透明、御 黒鵬 沢 （内）黒斑

397 山形押型文 ケズリ状 ナデ にぷい褐 にぷい黄橙
≠3 黄灰 、 ≠3灰 、 ≠3褐 、微

細金色鱗片状 、微細 自半透 明
（内）黒斑

398 L ・5 Ⅵ b 山形押型文 ケズリ状ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 ≠1黄橙 、 ≠1褐灰

399 J ・4 Ⅶ 山形押型文 丁寧 なナデ 暗灰黄、浅黄 黄褐、黒褐 ≠5薄灰 、 ≠1透 明光沢 （内）異変

400 － － 山形押型文 丁寧 なナデ にぷい黄橙 褐灰、黒褐 ≠3浅黄橙、≠2黒鋭光沢、≠2黄橙

401 H ・8 Ⅵ 山形押型文 ケズ リ状ナデ にぷい褐 にぷい褐、灰褐 ≠3金光沢、≠2灰白、≠2浅黄橙、≠2褐

402 K ・5 Ⅶ 山形押型文 ケズリ状ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠4金色鱗片状、≠1日不透明、微細金色

403 山形押型文 ケズリ状ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐
≠2黄灰、≠2灰、≠1金色鱗片状、

微細無色透明、微細自半透明
S I87内出土

404 J ・5 Ⅵ 山形押型文 ケズリ状ナデ、ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1灰白、≠1日半透明、微細金色

405 F ・24 Ⅶ 山形押型文 ナデ 橙 灰黄褐、黒褐
頼 真黄橙、≠3黄橙、≠3暗赤褐、≠2

灰黄褐、≠2無色透明、≠2黒鋭光沢

406 L ．・5 Ⅵ b ナデ、楕円押型文 工具ナデ 橙、灰黄褐 にぷい黄橙 仕 5無色透明、微細黒光沢、微細灰、微舶旨

407 J ・8 Ⅵ 山形押型文 ケズリ状 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠3褐灰、 ≠1黄橙、微細透明

408 K ・6 Ⅵ 楕 円押型文 ナデ にぷい褐 にぷい褐 ≠1金色、微細 白半透明

409 A 区 b 楕 円押型文 工具ナデ、ナデ 橙 にぷい黄褐
≠9灰、≠9黄灰、押 し目、≠9褐、≠2黒

鋭光沢、≠2日不透明、微細無色透明
（内）黒斑

410 I ・6 Ⅶ 楕円押型文 ナデ にぷい褐 にぷい赤褐
移 5黄灰 、移 5乳 白、移 5褐、

≠2金色鱗片状
（外 ・内）異変

411 I ・7 Ⅵ 楕円押塑文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠4黄灰、≠4灰、≠4褐、≠1金光沢 （外）黒変

412 I ・6 Ⅶ 楕円押型文 ナデ にぷい赤褐 褐 ≠2黄褐、≠2褐、声金色（黒雲母 ？） （外）黒変

4 13 J ・9 Ⅶ 楕円押型文 ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 ≠3 日∴　≠2 白、 ≠2黒、 ≠2褐 S I70内出土

414 M ・5 Ⅵ 楕円押型文 ナデ 灰褐 にぷい赤褐
≠4 日鈍光沢、 ≠3褐鈍光沢、

≠1金色 （黒雲母）、 ≠1赤褐
S I 5 内出土

4 15 H ・7 Ⅵ 楕円押型文 ケズリ状 ナデ にぷい褐 褐 ≠3日、≠1灰、微細光沢、微細赤褐 （外）異変

4 16 L ・5 Ⅵ b ナデ、楕円押型文 サ ズリ状 ナデ にぷい褐 にぷい褐 軽薄褐、材白、≠4金色、≠2透明、声半透明

4 17 I ・4 Ⅶ 楕円押型文 ナデ、ケズリ状ナデ 黒褐 にぷい黄橙 ≠3灰、≠1赤褐、≠1金色（黒雲母）、≠1日 （内）黒変

4 18 H ・3 b
楕円押型文、

山形押型文
丁寧なナデ 灰黄 にぷい黄、暗灰黄 拉 5灰白、微細無色透明、微細黒鋭光沢

419 H ・7 Ⅵ
楕 円押型文、

山形押塑文
ナデ 橙 黒褐

移 5黄白、移 5灰、1ほ 5黒鈍光沢、

移 5無色透明、1ほ 5黒鋭光沢

420 H ・8 Ⅵ
楕 円押塑文、

山形押型文
ナデ

灰 黄褐 、 褐

灰
暗灰黄

声 ・5灰 白、声 ．5黒褐、≠1無色

透明、微細黒鋭光沢

421 J ・9 Ⅶ 楕 円押型文 ナデ 黒褐 褐 ≠4赤褐、≠3灰褐、≠3淡黄、≠1金光沢雲母 S I71内出土

422 H ・10 Ⅵ 楕 円押型文 ケズリ状 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠2灰、≠2黄灰、≠2褐、≠1金色鱗片状 （内）異変

（外）赤彩か ？

（外）異変 ？

423 C
楕 円押型文、

山形押型文
ケズリ にぷい橙

にぷい黄橙 、

褐灰

≠2 黄 白、 自半透 明、金 色鱗

片状

424 K ・7 Ⅶ 楕 円押型文 ナデ にぷい黄橙 暗灰黄 ≠5 日、 移 5 日不透明

425 H ・4 b
楕 円 押 型 文 、

ナデ
ナデ、工具 ナデ にぷい橙

にぷい黄橙 、

黒褐

≠4 黄褐、≠3 日、≠3黒、≠2黒

光沢、≠1 日鈍光沢、≠1赤褐

426 H ・8 Ⅵ 楕 円押型文 ナデ、ケズリ状ナデ 橙 灰黄褐 ≠6灰白、≠6薄褐、≠3日半透明、≠3黒

427 K ・7 Ⅶ 楕 円押 型文 ナデ にぷい橙 暗オリーブ褐 ≠6灰黄褐、≠2黄灰、≠2灰、微舶 半透明

428 L ・4 Ⅵ b 楕 円押 型文 ナデ にぷい褐‘、黒褐 にぷい褐、黒褐 声 ・5灰 白、 ≠1金色鱗片状

429 J ・4 Ⅵ 楕 円押 塑文
ケズ リ状 ナデ、

ナデ
褐 赤褐

仕 5灰白、仕 5橙、仕 5赤不透明、≠1

金色鱗片状、≠1日半透明、≠1日不透明

－144－



表3　土器観察表（14）

番 号 出土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

4 3 0 L ・．4 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナ デ にぷ い橙 にぷ い黄 橙 ≠2黒 褐 、 ≠1黄 褐 、微 細 光沢

4 3 1 L ・ 9 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ にぷ い黄 暗 灰 黄 ≠1日半 透 明 、 ≠1黒 鋭 光 沢

4 3 2 M ・ 4 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ 明 赤 褐 にぷい褐、灰褐 声灰白、仕 5やや黄透明、声褐鉄、声黒鋭光沢

4 33 K ・ 7 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい 黄橙 にぷい 黄褐
≠3黄灰 、≠3灰 、≠3褐 、微細 無色

透 明、微細金 色、微 細黒鋭 光沢
（内）黒 斑

4 3 4 G ・ 6 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ にぷい黄 褐 明 褐 ≠1 白半 透 明 、 ≠1茶 褐

4 3 5 I ・ 8 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ にぷい褐、灰黄褐 にぷい黄 褐 ≠1淡黄、声やや黄透明、頼 こぶい黄褐

4 3 6 K ・ 7 Ⅶ ナデ 、楕 円押型 文 ケズ リ状 ナデ 灰 黄 褐 灰 黄 褐 拉 5日、拉 5薄褐 、≠2半透明光沢

4 3 7 K ・ 5 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい褐、黄灰 灰 黄 褐 ≠3灰白、≠1無色透明、≠1日半透明 （外 ）黒 変 ？

4 3 8 K ・ 7 Ⅶ 楕 円 押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい褐 にぷい褐 ≠4 日、≠4薄 褐 、≠1透 明光 沢

4 3 9 A 区 b ナデ、楕円押型 文 ナデ 灰 黄褐 にぷい黄 橙 移 5金 色 、 ≠2 日

4 4 0 K ・4 Ⅵ 楕 円押 型 文 丁 寧 なナデ 灰 黄褐 灰 黄 褐 移 5 日、 移 5透 明 光 沢 SIlO3内出土（外）黒変

4 4 1 L ・4 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナ デ にぷい黄橙、褐灰 暗灰 黄 、黒 褐 ≠3灰褐、仕 5浅黄橙、仕 5金光沢雲母

4 4 2 － －
楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナ デ にぷい黄 褐 黄褐 ≠2金光沢、≠2灰、≠2黄灰、≠2褐

4 4 3 I ・7 Ⅵ
楕 円 押 型 文 、

山形 押 型 文

ナデ 、 ケ ズ リ状

ナデ
にぷい褐 にぷい褐

≠3灰 白 、 声 ．5無 色 透 明 、 微

細 黒 鋭 光 沢 、 微 細 金 色

4 4 4 K ・5 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ 褐 にぷい褐 ≠4褐 、声 黄褐 、≠1金色 （黒雲母）？

4 4 5 J ・ 2 b 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい黄 褐 にぷい黄 褐 ≠2灰、声黄灰、≠2黒、≠2褐、≠1金色鱗片状 （外 ）黒 変

4 4 6 H ・ 7 Ⅶ ナデ、楕 円押型文 ケズ リ状 ナデ にぷい褐 にぷい赤 褐 ≠4黒褐、≠2無色透明、≠2赤褐、≠1灰自 S I5 8 内 出土

4 4 7 I ・ 8 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷ い褐 橙
≠2褐 、 ≠2 日、 ≠2 日半 透 明 、

≠2黒鈍 光 沢 、 ≠2金 色 鱗 片 状
S I6 8 内 出土

4 4 8 K ・ 5 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズリ状 ナデ、ナデ 橙 にぷい褐 声白、声灰、≠3褐、声黒鋭光沢、声無色透明 S I3 8 内 出土

4 4 9 K ・ 9 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ 橙 、 明褐 にぷい黄橙、橙 ≠4淡橙、頼 責黄橙、頼 美黄、仲 5黒 S I5 0 内 出土

4 5 0 I ・ 9 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ 橙 にぷ い橙 ≠8灰白、≠1やや黄透明、≠1黒鋭光沢 S I6 9 内 出土

4 5 1 J ・ 9 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ にぷ い黄 橙 灰 黄 褐 微 細 白 、微 細 透 明 光 沢 S I7 0 内 出土

4 5 2 H ・ 7 Ⅵ 楕 円押 型 文 ナ デ にぷ い黄 褐 にぷ い褐 ≠2黄 灰 、 ≠2日 、 ≠2褐

4 5 3 G ・2 7 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナ デ にぷ い褐 にぷ い黄 橙 ≠1日不 透 明 、 ≠1茶 褐

4 54 H ・ 3 Ⅵ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ
にぷ い黄 橙 、

褐 灰
褐

≠2淡 黄 、 ≠2灰 自不 透 明 、

≠2浅 黄 橙 、 ≠1金 光 沢 雲 母
（外 ）黒 変

4 5 5 J ・ 6 Ⅵ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷ い橙 にぷ い褐 ≠4 日半 透 明 、 ≠2 透 明 光 沢

4 5 6 J ・ 3 a 楕 円押 型 文 ナデ にぷ い橙 にぷ い黄褐 微 細 白、微 細 黒 、微 細 透 明 光 沢

4 5 7 I ・ 8 ．Ⅵ 楕 円押 型 文 ナデ にぷ い褐 にぷ い黄橙 ≠3戻、仕 5灰 白、≠1金色鱗 片状

4 5 8 K ・ 7 Ⅵ 楕 円 押 型 文 ナデ にぷい 黄橙 黄 褐 ≠3黄灰、≠3灰、≠3褐、微細無色透明 S Il O内 出土

4 5 9
楕 円押 型 文 の 後

ナデ、楕 円押型文
ナデ

に ぷ い 褐 、

褐 灰
明 褐 、灰 黄 褐

移 5金 光 沢 雲 母 、 移 5褐 灰 、

≠2橙 、 ≠1淡 畢

4 6 0 － －
楕 円 押 型 文 ナデ にぷい黄褐、褐灰 にぷい 黄褐 ≠1金 色 鱗 片 状 、 ≠1日不 透 明

4 6 1 J ・ 7 Ⅵ 楕 円 押 型 文 ナデ にぷい橙 にぷい黄 褐
≠2金 色 鱗 片 状 、 ≠2黄 灰 、

≠2灰 、 ≠2褐 、 微 細 無 色 透 明

樟褐、声自半透明、声無色透明、声黒鋭光沢

S I1 3内 出 土

（内 ）黒 変

（外 ）黒 変

（外 ）黒 変 、

（内 ）黒 斑

（外 ）黒 変 、

4 6 2 K ・4 Ⅵ 楕 円押型文 、ナデ ナデ にぷい橙 黒 褐

4 6 3 N ・ 5 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ にぷい橙 橙 ≠2 日半 透 明 、 ≠2褐 、 ≠2 日

4 6 4 十 ・5 Ⅵ 楕 円押型文 、ナデ ナデ にぷい黄 橙 にぷい黄 橙 移 5灰 、 移 5 日

4 6 5 L ・7 Ⅵ b 山形押型文 、ナデ ケズ リ状 ナ デ 橙 にぷい褐 声自不透明、≠2褐鉄、≠2金色鱗片状、声自

4 6 6 L ・ 7 Ⅶ 楕 円押型文 、ナデ ナデ にぷい褐 暗灰 黄 ≠2 日、 ≠2黒 光 沢

4 6 7 L ・ 5 Ⅵ b 楕 円押型文 、ナデ ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠2日 不 透 明

4 6 8 L ・ 5 Ⅵ b 枝 回転 文 ケズ リ状 ナ デ 暗灰 黄 暗灰 黄 ≠3金光沢雲母、≠1褐灰、≠1灰 自

4 6 9 L ・ 8 Ⅶ 枝 回転 耳 ケズ リ状 ナデ 灰黄褐、にぷい黄褐 にぷい褐 ≠1黄橙 、 ≠1灰 白 、 ≠1赤 褐

4 7 0 J ・ 4 Ⅵ 枝 回転 文 ケズ リ状 ナデ にぷい黄 橙 にぷい黄 褐
≠4褐 、・≠2 黄灰 、≠2灰 、≠2褐 、

≠2金 色 鱗 片 状 、微 細 無 色 透 明

≠2灰自、．≠2黒褐、仕 5金色鱗片状4 7 1 I ・ 8 Ⅵ 枝 回転 文 ケズ リ状 ナデ にぷい赤褐、褐灰 褐 灰

4 7 2 G ・ 6 Ⅵ
枝 回 転 文 の 後 、

条 痕 褐 灰
に ぷ い 褐 、 ≠1・5や や 黄 透 明 、 半 透 明 、

一 部 ナ デ 灰 黄 ≠1日半 透 明 、微 細灰 自 （内 ）黒 斑
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表3　土器観察表（鴫）

番 号 出土 地 点 出土層
文様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

473 L ・6 Ⅵ b 枝 回転 文 ナデ にぷい褐 にぷい橙
≠3 黄灰 、≠3灰 、≠3褐 、≠2金

色 鱗 片 状 、 微 細 無 色 透 明
（内）黒 斑

474 H ・9 Ⅵ 枝 回転 文 ケズ リ状 ナデ 灰 褐 褐 榊 こぶい褐、移5渇灰、≠2浅黄臥 ≠2金色

475 I ・9 Ⅶ ナ デ 、枝 回転 文 ケズ リ状 ナデ にぷい褐 にぷい褐、渇灰 ≠4灰白、≠2無色透明、微細赤渇、微細灰自 S I6 9内 出 土

476 H ・7 Ⅵ 枝 回転 文 ケズ リ状 ナデ にぷい橙 にぷい黄橙、褐灰 拉 5暗渇、≠2赤渇、≠2金色、頼 芙黄橙 （内）黒 変

477 N ・6 Ⅶ ・ 枝 回転 文 ケズ リ状 ナデ
にぷい黄 橙 、

にぷい褐
褐 、 黒 褐 ≠2黒 渇 、≠1灰 白、微 細 鱗 片 状

478 J ・9 Ⅷ 枝 回 転 文 、ナ デ ケズ リ状 ナデ
灰 黄 褐 、

にぷい 黄

黄 灰 、

にぷい 黄橙

．≠8灰 白、拉 5渇灰 、≠3灰白、≠3黄

橙、微細無色透明、微細黒鋭光沢
SI8 2 内 出土

479 S C 13 7 内 －
枝 回転 文 ケズ リ状 ナデ 声 ・5 やや 黄 、微 細 灰 自

480 G ・6 Ⅵ 短 沈線 文 平行押型 文、ナデ 平行押型 文、ナデ む±ぷい 渇 暗灰黄、にぷい黄褐 ≠5黒鋭 光 沢、≠5 日透 明、≠3渇 （内）黒 斑

481 H ・7 Ⅵ 平 行 押 型 文 ナ≠ にぷい褐、灰黄褐 にぷ い褐 ≠2渇、≠1黒鋭光沢、≠1無色透明、≠1灰自 （外）黒変、（内）黒斑

482 K ・7 Ⅶ
平 行 押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナデ にぷ い褐 にぶ い黄褐

≠2無 色 透 明 、 仕 5 日半 透 明 、

≠1金 色 鋭 光 沢 、 ≠1灰 自
（内 ）黒 変

483 M ・7 Ⅵ b 平 行 押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷ い黄褐 にぷ い褐 ≠黄灰、≠灰白、≠赤渇、≠金色、≠淡黄

484 A 区 b 平 行 押 型 文 ナデ にぷ い黄 橙 灰 黄 褐 声自半透明、≠1黒鋭光沢、≠1無色透明 （内 ）黒 斑

485 L ・8 Ⅶ 平 行 押 型 文 ナデ にぷ い渇 灰 黄 褐 、黒 褐 榊 こぶい黄渇、≠2金色、≠2灰白、仲 5淡黄

486 H ・3 Ⅵ 平行押型 文、ナデ ナデ 橙 にぷ い橙 ≠2乳白、≠2やや黄透明、微細黒鋭光沢

487 K ・7 Ⅶ
平 行 押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナデ にぷ い褐

に ぷ い 褐 、

黒 褐

≠5黒鋭光沢、≠1黄透明、≠1日透明、

半透明、≠1灰 白、微細金色鋭光沢
（内 ）黒 変

488 H ・7 Ⅵ 平 行 押 型 文 ナデ 橙 にぷ い黄 橙
≠1渇 、 ≠1黄 灰 、 ≠灰 、微 細

白半 透 明 、微 細 黒 鋭 光 沢

（内）黒 斑　 489

と同一個体 か

489 J ・．4 Ⅶ 平 行 押 型 文 ナデ 橙 暗 灰 黄 ≠8渇、≠8黄灰、≠8灰、微細自不透明

490 K ・7 Ⅵ 平 行 押 型 文 ナデ にぷ い黄 渇 にぷ い黄 渇
≠3 日、≠3灰 白、≠1金色 、仲 5日、

仲 5やや黄、仲 5灰 自

49 1 L ・5 Ⅵ b 格 子 目押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷ い褐 灰 黄 褐 ≠1金色鋭光沢、≠1日、≠1渇、微細灰自

492 L ・4 Ⅵ b
格 子 目押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ にぷ い黄 渇 にぷ い赤 渇

．≠3灰白、≠3やや黄、≠3赤渇、仕 5金色、

仕 5白半透明、科白、≠1赤渇、声やや黄

493 0 ・5 Ⅶ 山形押 型文、ナデ ナデ にぷ い黄 橙 にぷい黄 橙 ≠3黒、≠3灰、≠3黄灰、≠2黒鋭光沢 （外）異変、（内）黒変

494 K ・5 Ⅶ 楕 円押 型文、ナ デ ナ デ にぷ い黄 橙 にぷい黄 渇 綽白、5灰、声白、≠2灰、声赤渇、酬 光沢

4 95 L ・5 Ⅵ b 山形押型文、沈線文 ナデ 黒褐、にぷい褐 黒褐、にぷい赤渇 ≠4灰白、≠4橙、≠2黒鋭光沢、声自半透明

4 96 K ・12 Ⅶ 山形 押 型 文 ナデ 橙 橙
≠2灰、≠2渇、≠2黄灰 、微細黒鋭光

沢、微細無色透明、微細自半透明

4 97 H ・2 Ⅵ 山形 押型文 、ナ デ ナデ 灰 黄褐 にぷい黄 褐 ≠3灰、≠3黄灰、≠3渇、≠1金色鱗片状 SI23内出土（内）黒斑

4 98 K ・8 Ⅵ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナ デ にぷい黄 渇 にぷい黄 渇 ≠7赤 渇 、 ≠4乳 白、 2 日
733、734と同一個

体か、（内）黒変

4 99 G ・24 Ⅶ
楕 円 押 塑 文 （連

珠 文 様 ）、 ナ デ
ナデ にぷい赤 褐 褐灰

≠1赤 渇 、 ≠1灰 白 、 ≠1金 色

鱗 片 状

500 L ・4 Ⅶ
山 形 押 型 文 、

ケズ リ状 ナ デ
に ぷ い 黄 、 に ぷ い 黄 、 ≠5 日 、 ≠5 渇 ～赤 褐 、 ≠3 日

（外 ）異 変
ナ デ 暗灰 黄 黒 渇 半 透 明

501 N ・6 Ⅵ 山形 押 型 文 ナデ にぷい黄 橙 褐 灰 ≠3灰白、微細無色透明、微細黒鋭光沢 （外 ・内 ）黒 変

502 L ・5 Ⅶ
山 形 押 型 文 、

ケ ズ リ
ケズ リ状 ナ デ にぷい渇 褐

≠6灰、≠3金色鋭光沢、≠3日不透明、

≠3褐鈍光沢、仕 5日半透明、≠1黄灰、

≠1黄褐、≠1黒、微細黒鋭光沢

（外 ）異 変

（外 ）異 変

503 L ・5 Ⅵ b 山形押型文 、ナデ ケズ リ状 ナ デ 灰 黄 褐 灰 黄 褐 ≠1灰 白、 微 細 金 色 鱗 片 状

504 M ・9 Ⅵ 山 形 押 型 文 ケズ リ状 ナデ

ケズ リ状 ナデ

にぷい黄 暗 オリーブ褐 ≠3金 色 鱗 片 状 、 ≠1 日

50 5 A 区

M ・7

b
山 形 押 型 文 、

ナ デ
明 褐

に ぷい 黄 橙 、

灰 黄 褐 、 褐

≠4浅黄橙、≠3灰 白、≠1無色透明、

≠1灰 自半透明、仲 5黒鋭光沢

506 b
山 形 押 型 文 、 にぷ い 黄 橙 、 灰 黄 褐 、 ≠5 日、≠1 白半 透 明、微 細 黒 鋭

ナ デ 暗 灰 黄 にぷい 黄橙 光 沢

507 Ⅶ
山 形 押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナデ にぷい褐 にぷい褐

≠2金 色 鱗 片 状 、 ≠2黄 灰 、

≠2灰 、 ≠2褐 、 微 細 無 色 透 明
（内）異 変

508 K ・8 Ⅶ 山形押型 文、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷい橙 にぷい 黄褐 ≠2赤褐、仕 5灰白、≠1金色鱗片状

509 － C 山形押型 文、ナデ ナデ にぷい 黄橙 にぷ い黄橙 仕 5日不透明、≠1黒鋭光沢、≠1灰自
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表3　土器観察表（16）■

番 号 出土 地 点 出土層
文 様 及 び調 整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

5 10 J ・7 Ⅶ 山形押型 文、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷ い褐 褐 ≠2灰 白 、 ≠1金 色 鱗 片 状 （内 ）黒 変

5 1 1 K ・7 Ⅶ
山 形 押 塑 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナデ にぷい褐

灰 黄 褐 、

にぷい 黄褐

≠2 浅 黄 橙 、≠1灰 白 、≠0 ．5黄

褐 、 微 細 無 色 透 明

5 12 L ．・5 Ⅵ b 山形押型 文、ナデ ナデ にぷい黄 橙 にぷい 黄橙 ≠2灰 白、 微 細 自不 透 明 （内）黒 変

5 13 H ・4 b
山 形 押 型 文 、

ナ デ
ナデ 橙 橙

≠3灰 、 ≠3黄 灰 、 ≠3褐 、

≠2黒 鋭 光 沢 、 微 細 無 色 透 明

5 14 A 区 －
山形押型女 、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷい黄 橙 にぷい 黄橙 ≠1金 色 鱗 片 状 、 ≠1灰 自

5 15 E ・2 5 Ⅶ 山形押型文 、ナデ ケズ リ状 ナデ 橙 にぷい 黄橙 声褐、声黄灰、声灰、声無色透明、声黒鋭光沢 （内 ）黒 斑

5 16 K ・7 Ⅶ 山 形押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい褐 にぷい褐
≠3日半 透 明 、 ≠1金色 鋭 光 沢 、

≠1褐 鈍 光 沢 、 ≠1灰 自

5 17 K ・6 Ⅵ b 山 形押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい赤 褐 赤 褐
樟 白、≠7灰、≠7赤褐、≠3灰白、声 自半透

明、微細やや黄透明、微細やや黄不透明

51 8 J ・5 Ⅶ
山 形 押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナデ にぷい黄 橙 にぷい 黄褐

≠3灰 、≠3 黄 灰 、≠3褐 、≠1金

色 鱗 片 状 、 微 細 無 色 透 明

（外 ）黒 変 、

（内）黒 斑

51 9 L ・5 Ⅵ b 山形押型文 、ナデ ナデ にぷい褐 にぷい褐 仕 5黒鋭光沢、≠1白半透明、≠1灰自

52 0 J ・7 Ⅶ’ 山形押型文 、ナデ ケズ リ状 ナ デ にぷい褐 褐 、 黒褐 仲 こぶい黄橙、頼矧 町 1金色、声無色透明

52 1 工 ・7 Ⅶ
山 形 押 型 文 、

ナ デ
ナデ

にぷい黄 橙 、

にぷい黄 褐
灰 黄 褐

≠2灰 褐 、≠1 にぷ い黄 橙 、

仲 5明 褐 、微 細 無 色 透 明

52 2 K ・7 Ⅵ 山形 押 型 文 にぷい黄 褐 にぷい黄 褐
≠2．5 日半 透 明 、 声 ．5灰 白、

≠1赤 褐 、 微 細 金 色 鱗 片 状

（外 ）自色 物 付

着

52 3 K ・4 Ⅶ 山形押型文 、ナデ ナデ にぷい橙 灰褐 ≠2透 明 光 沢 、 ≠2黒 光 沢

52 4 J ・4 Ⅶ 工 具ナデ、ケズ リ ケズ リ状 ナデ にぷい黄 橙 にぷい黄 褐 ≠5灰白、≠3金鋭光沢、≠3日不透明 （外）異変、（内）黒斑

52 5 N ・6 Ⅶ 山形 押型文 、ナ デ ケズ リ状 ナデ にぷい黄 黄褐 声黄灰、≠3褐、榊 無色透明、榊 黒鋭光沢

52 6 H ・7 Ⅵ
山 形 押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナデ 明 赤褐 にぷい褐

≠1無 色 透 明、 ≠1やや 黄 透 明、

≠1灰 白 、 ≠1黒 、 ≠1赤 褐
（外 ・内）黒 斑

52 7 0 ・4 Ⅵ’b 山形 押 型 文 ナデ にぷい橙 にぷい黄 褐 ≠3黄灰 、≠3褐 、≠2金色 鱗片状

52 8 K ・7 Ⅵ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい黄 橙 にぷい黄 褐
≠2黄 灰 、≠2灰 、≠2黒 、≠2褐 、

≠2金 色 鱗 片 状 、微 細 無 色 透 明

S Il l内 出 土 、

（内）黒 変

52 9 I ・9 Ⅶ 楕 円押 型 文 ナデ にぷい橙 浅黄 ≠12灰 白、≠1日不透明、≠1黒鋭光沢 SI69内出土、（内）異変

53 0 H ・2 Ⅵ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ナデ

にぷ い 黄 橙 、

黒

に ぷ い 黄 、

黒
微 細 無 色 透 明 光 沢 、 黒 鈍 光 沢

S I2 3 内 出 土 、

（外 ・内）黒 斑

53 1 K ・5 Ⅶ
楕 円 押 塑 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナデ にぷい黄 褐 にぷい黄 褐

≠5橙、≠5赤褐、≠3金色鱗片状、移 5灰白、

仕 5灰、仕 5日不透明、仕 5日半透明
S I3 8内 出 土

53 2 K ・5 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ナデ 明赤 褐 褐 、灰 黄褐

≠2灰 白 、 ≠1黒 鋭 光 沢 、

≠1無色 透 明

SI38内出土、（外）

自色物付着

53 3 K ・6 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ナ デ ？ にぷ い褐 褐

≠2赤 、 ≠2橙 、 ≠2日半 透 明 、

≠1無色 透明 、 ≠1金 色 鱗 片 状

534 I ・3 b
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ナ デ にぷ い橙 橙

≠8黒 褐 、 ≠4 日 、 ≠1赤 褐 、

微 細 光 沢

（外）黒変、自色物

付着 ？（内）黒変？

53 5 H ・6 b
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ナ デ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙

≠3赤 褐 、≠2 日半 透 明 、≠2黒

鈍 光 沢 、≠2灰 白 、≠1無 色 透 明

53 6 J ・5 Ⅵ 楕 円押 型文、ナデ ナ デ にぷ い黄 浅 黄 ≠3黄褐 、≠2金色 （黒雲母？）、≠1褐 （外 ・内 ）黒 変

53 7 H ・6 Ⅵ 楕 円押 型文、ナデ ナ デ にぷ い橙 にぷい褐 ～ほ 5日、拉 5日不透明、拉 5金色 （内 ）黒 変

（内 ）黒 変

（内 ）黒 変

53 8 L ・8 Ⅶ 楕 円押 型文、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷ い黄 橙 褐 灰 ≠1灰 白、≠1灰 白、微細 自半透 明

53 9 I ・7 Ⅵ 楕 円押 塑文、ナデ ケズ リ、 ナデ にぷ い黄 橙 にぷい黄 橙 ≠2やや黄透明、仕 5黒鋭光沢、微細灰自

54 0 N ・6 Ⅶ 楕 円押 型文、ナデ ナ デ にぷ い黄 橙 灰 黄 ≠4赤褐、≠3褐、微細黒光沢、微細自光沢

54 1 K ・8 Ⅶ 楕 円押 塑文、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷ い褐 褐 灰 声灰町 2灰自車 5半透明、榊 灰白、御 光沢

54 2 L ・6 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

丁 寧 な ナ デ
ナ デ にぷ い黄 橙 にぷい黄 褐

≠3灰 、 ≠3黄 灰 、 ≠1・3褐 、

≠1黒 鋭 光沢 、微 細 無色 透 明

54 3 L ・5 Ⅵ b
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄

≠2金色鱗 片状 、≠2無色 透 明、≠

2 日半透 明、≠2黒 、≠2灰、≠2褐

54 4 L ・5 Ⅵ b 楕 円押 型文、ナデ ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 微 細 自

54 5 L ・6 Ⅵ b 楕 円押 塑文、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷ い黄 褐 褐灰、にぷい黄褐 移 5浅黄橙 、移 5褐 、≠2褐 灰

54 6 J ・4 Ⅶ 楕 円押 型文、ナデ ナ≠ にぷ い褐 暗 灰 黄 ≠5灰 白 、 ≠1黄 褐 、 ≠1灰
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表3　土器観察表（17）

番 号 出 土 地 点 出土層
文 様 及 び 調 整 色　　 調

胎　　 土 備 ．考
口 唇 部 外 内 外 内

54 7 F ・26 Ⅶ
楕 円押 型 文 （連

珠文 様 ？）、ナ デ
ナデ にぷい褐 にぷ い褐

≠3褐 、 ≠3黄 灰 、 ≠3灰 、 ≠1

金 色 鱗 片 状 、 微 細 無 色 透 明

54 8 A 区 Ⅳ 楕 円押型 文、ナデ にぷい 黄橙 にぷい 黄橙 ≠3灰 白、≠1金色 鱗 片状 、≠1黄

5 4 9 I ・ 7 Ⅵ 楕 円押型 文、ナデ 橙 痩 声白、声灰、≠1金色鱗片状、微細無色透明

55 0 K ・ 5 Ⅶ 楕 円押型 文、ナデ ケズ リ 灰 黄 褐 黒褐 移 5日不透明、声 白、≠2灰、≠1透明光沢

55 1 K ・ 5 Ⅵ b 楕 円押型 文、ナデ ナデ にぷい橙 にぷい黄、暗灰黄 ≠4灰、≠3黒光沢、≠2日鈍光沢、≠1日 （内 ）異 変 ？

55 2 L ・ 9 Ⅶ 楕 円押型 文、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷい黄 橙 にぷい橙、暗灰黄 ≠1無色透明、微細黒鋭光沢、微細灰自

55 3 H ・ 4 b 楕 円押型 文、ナデ ナデ にぷい黄 橙 浅 黄 微 細 黄 褐 、 微 細 黒 、 微 細 光 沢 （外 ・内）黒 変

55 4 － －
楕 円押型 文、ナデ ナデ 橙 にぷい 黄橙 声赤褐、声灰、仕 5日不透明、≠1金色鱗片状

55 5 K ・ 8 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナ デ

に云い 黄褐 、

灰 黄 褐
黒 、 褐

・拉 5 金 光 沢 雲 母 、 ≠3乳 白、

≠3赤 褐 、 ≠3灰 褐
（内）異 変

55 6 J ・ 8 Ⅵ 楕 円押型文 、ナデ ケズ リ状 ナデ にぷい橙 にぷい 黄褐 ≠3日、≠3日不透明、≠3透 明光沢

55 7 M ・ 8 Ⅶ
楕 円 押 型 文 、

ナ デ
ケズ リ状 ナ デ 灰 黄 褐 灰 黄 褐 ≠2褐 、≠1無 色 透 明 、≠1灰 自

（外 ）白色 物 付

着 、（内）黒 変

55 8 J ・ 5 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ 灰 黄 灰 黄 ≠3日不透明、≠3灰白、微細やや黄透明

55 9 J ・ 4 Ⅶ 楕 円押 型 文 ケズ リ状 ナデ 灰 黄褐 にぷい黄 橙 ≠3やや黄透明、仕 5黒鋭光沢、微細灰自

56 0 L ・ 8 Ⅶ 枝 回転 文 、ナ デ ナデ にぷい褐
にぷ い 黄 褐 、

黒 褐 ．
≠1黄 橙 、≠1灰 白、微 細 黒 光 沢

（外 ）白色 坤 付

着 、（内 ）黒 斑 ？

56°1 K ・7 Ⅶ
枝 回 転 文 、工 具

ナ デ
ケズ リ状 ナ デ 赤褐 明 赤褐

≠3金光沢、≠3日、≠3灰、≠3赤褐、≠2

黒鋭光沢、≠1日、≠1やや黄、≠1赤褐

（外 ）自色 物 付

着

5 62 L ・ 6 Ⅵ b
枝 回 転 文 、 ナ

ナデ 暗灰 黄
に ぷ い 褐 、 ≠3淡 黄 、 ≠3黄 灰 、 ≠1や や （外 ）自色 物 付

デ 、工 具 ナ デ 黒 褐 黄 透 明 、微 細 金 光 沢 着 、（内 ）異 変

56 3 J ・ 2 b 枝回転文、工具ナデ ケズ リ状 ナデ にぷい黄褐 、褐 にぷい褐、黄灰 仲 5褐灰、微細黒鋭光沢、微細無色透明 （内 ）黒 変

56 4 I ・ 7 Ⅵ 枝 回転 文 、ナ デ ケズ リ状 ナデ ． 赤 褐 赤褐
≠3や や 黄 、≠2日 、≠2灰 白、≠

1．5白 半 透 明 、微 細 白 、微 細灰

56 5 L ・ 6 Ⅵ b 枝 回転 文 、ナ デ ナ デ 橙 明 赤橙 、黄褐 待5日、声黒鈍光沢、声白、声やや黄、≠1褐

5 6 6 N ・ 6 枝 回転 文 、ナ デ
ケ ズ リ状 ナ デ、

ナデ
暗赤 褐 にぷい黄 褐

押 白、≠3褐、移 5日、拉 5灰、≠2．5赤褐、

≠2黒、≠2金色、微細白、微細灰、微細やや黄
（内 ）黒 変

56 7 I ・ 7 Ⅶ 枝 回転 文 、ナ デ ケ ズ リ状 ナデ 赤 褐 灰 黄褐

≠4灰 白 、 ≠3赤褐 、 ≠3金 色 、

≠2黄 、 ≠2日 、 ≠2赤 褐 、 ≠2

灰 、 ≠2黒 鋭 光 沢

SI59内出土、（外）

自色物付着、47 1

と同一個体か

56 8 K ・ 5 － 枝 回転文、ケズ リ ケズ リ状 ナデ にぷい橙 にぷい黄 褐 ≠3褐、声黄凪 声灰、声乳白、≠2金色鱗片状

56 9 I ・ 8 ＿ Ⅵ
枝 回 転 文 、 ナ

デ 、工 具 ナ デ
ケズ リ状 ナデ 灰 黄褐 にぷい褐

≠2灰 白 、 声 ・5 白半 透 明 、

≠1金 鋭 光 沢
（外 ）黒 斑

57 0 L ・ 5 Ⅵ b 枝 回転 文 、ナ デ ケズ リ状 ナデ 赤 褐 赤褐
≠3半 透 明 、 ≠1 日 、 ≠1褐 、

≠1や や 黄 、 ≠1灰 、微 細 金 色

（外 ）黒 変 、

（内 ）黒 斑

57 1 J ・ 4 Ⅶ 枝 回転 文 、ナ デ ケズ リ状 ナデ にぷ い褐 にぷい黄 褐 移 5日 半 透 明 、．≠1灰 自 （内 ）黒 斑

57 2 H ・ 7 Ⅶ

山形 押 型 文

枝 回転 文 、ナ デ ナデ 灰 黄 褐 にぷい黄 褐 担やや勘 2金色、仕5日車 5褐、頼 やや黄 （外 ）異 変

（外 ）黒 変

（外 ）黒 変

S I6 9 内 出土 、

（外 ・内） 黒 変

57 3 H ・1 3 Ⅶ 山形 押 型 文 ナデ 浅 黄 灰 黄褐 ≠2日 、 ≠2黒 鋭 光 沢

57 4 L ・ 6 Ⅵ a 山形押 型文、ナ デ 山形押型文、ナデ 黄 灰 にぷい橙、黄灰 ≠3褐、声灰、声黒、声透明光沢、声自不透明

57 5 I ・1 0 Ⅶ 山形 押 型 文 山形 押 型 文 山形押型文 、ナデ にぷ い褐 にぷい褐 ≠2黄灰、≠2灰白、頼 真黄橙、≠1金光沢

57 6 J ・＿6 Ⅶ 山形 押 型 文 丁 寧 なナデ 褐 灰 にぷい黄 橙
≠5灰 白 、≠3 黒 鋭 光 沢 、≠2 浅

黄橙 、≠2明褐 、微 細 灰 白 透 明

57 7 L ・ 5 Ⅶ 山形 押 型 文 丁 寧 なナデ にぷ い橙 にぷい黄 橙 声灰白、材赤褐、声黒鋭光沢、声無色透明

57 8 N ・ 5 Ⅶ 山形 押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷ い赤 褐 明褐 微 細 自不 透 明

57 9 M ・ 6 Ⅶ
山 形 押 型 文 、

枝 回転 文 ？
ケズ リ状 ナデ 明褐 、灰 褐 灰 褐 、 黒褐

仲 こぶい赤褐、仲 こぶい橙、≠3褐灰、移

5灰白、≠2無色透明、≠1明黄褐、≠1赤褐

58 0 M ・ 5 Ⅶ 山形 押 型 文 ケズ リ状 ナデ 灰 黄 、褐 灰 灰 黄 、褐 灰 位 5褐灰、声明黄褐、声無色透明、≠1金色

58 1 J ・ 7 Ⅶ 山形 押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 褐
≠3灰 自不 透 明 、≠2黄 橙 、≠2浅

黄橙 、仲 5金色、仲 5黒鋭光沢

58 2 I ・ 9 Ⅶ 山形 押 型 文 ナデ にぷ い褐 にぷ い褐
≠3灰 、 ≠3黄 灰 、 ≠3褐 、 微

細 白 半透 明 、微 細 黒 鋭 光 沢

58 3 G ・ 9 Ⅵ
山 形 押 型 文 、

ナ デ
ナデ

にぷ い赤 褐 、

にぷ い黄 橙
にぷ い黄 橙

≠2 日 、 ≠2赤 褐 、 ≠1日 、

≠1赤 褐 、微 細 黒
（内）異 変
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表3　土器観察表（18）

番 号 出 土 地 点 出土層
文様 及 び 調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇 部 外 内 外 内

58 4 M ・ 6 Ⅶ 山形 押 塑 文 ナデ にぷい赤 褐 褐灰、にぷい黄褐 ≠1日 、微 細 金 色 、微 細 茶 褐

58 5 M ・ 6 Ⅵ b 山形 押 型 文 ケズ リ状 ナデ にぷい褐 にぷ い褐 ≠1黒 鈍 光 沢 、微 細 自 不 透 明

58 6 G ・2 7 Ⅵ 撚 糸 文 ？ ナ デ 橙 明黄 褐 ≠5日、拉 5日、移 5灰 、≠1黒光沢

58 7 G ・2 6 Ⅶ 撚 糸 文 ？ ナ デ にぷ い橙 にぷ い橙 ≠5黄 褐 、 ≠3黒

5 8 8 C
山 形 押 型 文 、

ナ デ、 庄 痕 文
ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙

移 5日 、 移 5 薄褐 、 移 5黒

鋭 光 沢 、 移 5 日半 透 明
（内 ）異 変

589 N ・ 8 Ⅶ 縄 文 縄 文 、 ナデ 褐 灰 にぷ い黄 橙 ≠1黒 、 ≠1日半 透 明 （外 ）黒 変

590 C 縄 文 縄 文
縄 文 、ケ ズ リ状

ナデ
灰 黄 褐 褐 灰

≠1黒 光沢 、 ≠1無色 透 明 光 沢 、

≠1日半 透 明、 ≠1灰 自

（口 唇 部 ・内 ）

黒 斑 ？

59 1 L ・ 7 Ⅵ b 縄 文 ナ デ、 縄 文
縄 文 、丁 寧 な ナ

デ
にぷ い橙 灰 褐

≠2灰 白 、≠1金 光 沢 、≠0 ．5 に

ぷ い黄 橙 、仲 5 ガ ラ ス質 光 沢
（内 ）黒 斑 ？

59 2 I ・ 7 Ⅵ 撚 糸 文 ナデ 、撚 糸 文 暗 褐 灰 黄 褐 ≠4浅 黄 橙 、 ≠4褐 灰 （外 ・内）黒 変

59 3 J ・3 Ⅵ 縄 文
ナデ後 縄 文 、 ナ

デ
にぷ い黄橙 灰 黄 褐

≠5褐 灰 、 ≠2 ガ ラス 質黒 光沢 、

≠2黒 褐 、 仲 9 にぷ い黄 橙
（外 ・内）黒 斑 ？

59 4 F ・2 8 Ⅶ ナ デ 、 撚 糸 文 ナデ、 工 具 ナ デ にぷい黄 橙 にぷい 黄橙 ≠2 にぷ い黄 橙 、 ≠1褐 灰 （外 ・内）異 変

59 5 K ・4 Ⅵ 連 点 文 ナ デ 、縄 文 丁 寧 なナデ にぷい黄 褐 灰 黄 褐 ≠2灰 自 （外 ）黒 変

59 6 J ・4 Ⅶ ナ デ 、縄 文 縄 文 、 ナデ にぷい黄 橙 にぷい黄 橙 ≠6灰褐、≠3灰白、微細 ガラス質光沢 （内）黒 斑 ？

59 7 E ・2 6 Ⅶ ナ デ 、撚 糸文 ナデ、 工 具 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠2灰、声乳自4 2褐、声黒、榊 半透明光沢 （外 ）黒 変

59 8 D 区 縄 文 ナデ 橙 、褐 灰 橙
≠4赤 褐 、 ≠3 日、 ≠3灰 白 、

≠1無 色 透 明 光 沢 、 ≠1金 光 沢

（外 ）黒 変 、71 3

と 同一 個 体 か

59 9 S C 13 7 － 縄 文 縄文、ケズリ状ナデ にぷい黄橙 、黒 褐 灰 ≠1浅 黄 、 ≠1黒 光 沢

60 0 H ・ 7 Ⅵ 縄 文 ？ナ デ 縄 文 ？ナ デ 縄文 ？、ケズリ状ナデ 明褐 にぷい褐 ≠2浅 黄橙 、 ≠2褐 灰

60 1 J ・ 3 a 短 沈 線 文 ナ デ、 撚 糸 文 撚 糸 文 、 ナデ にぷい褐 灰 褐 声 ・5日 透 明 、 仲 5黒

6 0 2 I ・1 0 Ⅵ ナ デ 、撚 糸 文
撚 糸 文 、 ナ デ 、

ケ ズ リ状 ナ デ

撚 糸 文 、 ケズ リ

状 ナ デ
黄 灰 黄 灰

≠2金 光 沢 、 ≠2黒褐 、

声 ・5灰 白

60 3 K ・ 5 Ⅶ 撚 糸 文 撚 糸 文 撚 糸 文 、 ナデ にぷい黄橙、褐灰 にぷい黄橙、褐灰 仕 5日不透明、≠1日透 明、仲 5黒 （外 ）黒 斑

60 4 M ・ 5 Ⅵ b 撚 糸 文 撚 糸 文 撚 糸 文 、 ナ デ にぷ い黄 褐 褐 灰
≠4灰 褐 、≠3ガ ラ入 質 黒 光 沢 、

≠2灰 白、≠1ガ ラス質 透 明光 沢
（外 ・内 ）黒 変

60 5 H ・ 7 Ⅶ 撚 糸 文 ナ デ、 撚 糸 文
撚 糸 文 、工 具 ナ

．・．‾ヾlフ‾
にぷ い黄 橙

にぷ い黄 橙 、

黒 褐
≠2灰 白 、 声 ．5金 光沢

SI5 8 内 出 土 、

（外 ・内 ） 黒 変

60 6 J ・ 6 Ⅵ a 撚 糸 文 撚 糸 文 撚 糸 文 、 ナデ
にぷ い黄 橙 、

灰 黄 褐

にぷ い黄 橙 、

灰 黄 褐
≠2 日、≠2透 明光 沢 、≠1灰 自 （外 ・内 ）黒 変

60 7 L ・4 Ⅶ 網 目撚 糸 文 網目状撚糸文、ナデ 褐 灰 褐 灰 伸 二ぷい臥 移 5橙、移 5褐灰、≠2浅黄橙

60 8 J ・1 8 － 連 点 文 ナ デ 、 撚 糸 文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠1ガラス質光沢、柳 にぷい橙、微細明褐灰 （外 ・内 ）黒 変

60 9 D －

撚 糸 文

沈 線 文

ナ デ 、撚 糸 文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 仕 5黄灰、≠1ガラス質光沢、微細黒褐 （外 ）異 変

61 0 J ・10 Ⅶ ナ デ 、撚 糸 文 撚 糸 文 、 ナデ にぷい橙 にぷい橙、褐灰 ≠1 日透 明 、仲 5黒 、微 細 灰 自 （内）黒 斑 ・

61 1 H ・8 Ⅳ 縄 文 ？、 ナ デ ケズ リ状 ナ デ 橙 にぷい褐
≠3褐 、≠3 乳 白、≠3黄 灰 、≠3

灰 、微 細 透 明 、微 細 黒 光 沢
（内）黒 斑

61 2 N ・ 7 Ⅵ b ナ デ、撚 糸 文 ？ 条痕 文 、 ナデ 橙 、褐 灰 にぷい橙
移 5日半透 明、移 5透明光沢、≠2

明赤褐、≠2褐、≠2灰 白、≠2黒光沢

（外）異変、（内）風化

613と同一個体か

61 3 N ・ 6 Ⅶ 撚 糸 文 ？ ナデ
にぷ い 黄 橙 、 にぷ い 黄 橙 、 ≠3黒 、 移 5 日半 透 明 、 （外）黒変、（内）黒変、

褐 灰 黒褐 ≠1灰 白、 ≠1黒 光 沢 612と同一個体か

61 4 H ・ 6 Ⅵ 変 形 撚 糸 文 ナデ、 工 具 ナデ
にぷ い 黄 橙 、 にぷい黄 褐 、 ≠3灰 褐 、 ≠2 日不 透 明 、 （外 ）黒 変 、

褐 灰 褐 灰 ≠1無 色 透 明 （内 ）黒 変

61 5 L ・ 4 Ⅶ 変 形 撚 糸 文 ナ デ、 工 具 ナデ にぷい黄 橙 黒 褐
≠4褐 、 移 5薄 茶 半 透 明 、

移 5日 半 透 明

（外）黒変 、焼 き

むらによる変色？

61 6 A 区 Ⅲ 変 形 撚 糸 文 変形撚 糸文 、ナデ にぷい黄 橙 にぷい黄 橙 ≠10石、声無色半透明、≠2茶褐、声自不透明 （内 ）黒 変

61 7 H ・ 6 Ⅵ 撚 糸 文 ナ デ 浅黄 にぷ い黄 橙 ≠2日半透明、≠2灰、仕 5薄茶半透明 （口唇部・内）黒変

61 8 I ・ 3 b 変 形 撚 糸 文 工 具 ナ デ、 ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 ≠2日透明、≠2黒、≠1無色透明、≠1黒 （外 ）異 変 、

61 9 M ・ 4 Ⅵ b ナ デ、 撚 糸 文 ナデ にぷい褐 、褐灰 灰 褐 移 5白不透明、≠2金光沢、微細灰 自 （外 ）黒 変

62 0 G ・2 8 Ⅵ 沈 線 文 ナデ 橙 浅 黄 橙
≠8浅 黄 橙 、 ≠3灰 白 、 ≠3橙 、

≠2 日半 透 明 、 ≠2黒 光沢

≠1黒 鋭 光 沢 、微 細 乳 白62 1 C 山形押 型文 ？ 沈 線 文 ナデ 浅 黄 浅 黄 橙
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表3　土器観察表（1鎚

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

622 － b 山形押型文？ 沈線文 ナデ にぷい黄 浅黄 ≠2黒鋭光沢、 ≠2赤褐 621と同一個体か

623 － C 沈線文 ナデ 浅黄 浅黄 微細黒鋭光沢、微細黒鈍光沢．621・622と同一個体か

624 － C 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠3黄白、≠1黒鈍光沢、≠1黒鋭光沢 62ト623と同一個体か

625 b

沈線文、貼り付け突
帯上に棒状工具によ
る庄痕文、工具ナデ

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2黒鋭光沢、 ≠1乳白、微細

黒鈍光沢
621～624と同

一個体か

626 K ・5 Ⅵ b 並行沈線文 ナデ 灰黄褐 にぷい褐 声臥声赤町 帆 ≠2・5無色透明、声黒鈍光沢

627 F ・27 Ⅶ 沈線文 沈線文 ナデ 橙、黒褐 ‘橙 材灰白、声自不透明、仕5橙、仕 5黒光沢 （外）黒変

628 I ・4 b 連点文 並行沈線文 ナデ にぷい褐 にぷい黄褐 ≠2灰白、≠2褐、仕門 黄透明、担無色透明

629 H ・4 b 連点文 並行沈線文 ナデ 浅黄橙 にぷい黄橙 ≠1褐～灰白、微細黒褐

630 H ・4 b 沈線文 並行沈線文 ナデ にぷい橙 褐
≠2日透明、≠1黒鋭光沢、≠1淡黄、≠

1赤褐、≠1灰白、≠1黒褐、≠1明黄褐
（内）異変

631 L ・8 Ⅶ 沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠1灰白、微細黒鋭光沢

632 J ・5 Ⅶ 連点文、沈線文 ナデ
にぷい橙 、
褐灰

黄灰
≠3明赤褐、声 ．5灰白、声 ．5白

半透明、声 ・5金色
（外）黒変？、
（内）黒斑？

633 H ・14 Ⅵ 並行沈線文 ナデ、条痕文？ 浅黄 暗灰黄 ≠3黒褐、仕 5日～半透明、微細灰自～黒

634 K ・10 Ⅶ 連点文
並行沈線文、
沈線文、凹点

ナデ、凹点 にぷい橙 にぷい黄褐
≠2黄灰、≠2灰、微細透明、
微細黒光沢

635 L ・10 － Ⅶ 短沈線文 沈線文 ナデ 灰黄 黄灰、浅黄
≠2日半透明、微細黒鋭光沢、
微細灰自

（口唇部・外）異
変、（内）黒斑

636 N ・4 Ⅶ 勧梯文、七脱文？ ナデ ナデ 浅黄橙 にぷい黄橙 微細灰白、微細黒褐

637 A 区 Ⅳ 並行沈線文 ナデ にぷい黄橙、橙 にぷい黄橙
声 ・5明赤褐、声 ・5日不透明、

≠1黒光沢、≠1無色透明

638 L ・4 Ⅵ b 連点文 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2灰白、声黒鈍光沢、声明赤褐、声灰叫 1
黄橙、頼緒橙、仲5黒鋭光沢、微舶 半透明

（口唇部）黒変

639 A 区 Ⅳ 連点文 ナデ、沈線文 丁寧なナデ にぷい黄橙、灰黄褐 にぷい黄橙、灰黄褐 ≠2灰黄褐、≠1黒、≠1無色透明

640 A 区 Ⅳ
ナデ、並行沈線
文、連点文

ナデ にぷい橙 褐灰 微細自二黄、微細黒褐

641 G ・2 6 Ⅶ 沈線文、並行沈線文 ナデ 橙 明黄褐 拉 5灰白、拉 5黒、拉 5日

642 H ・3 b ナデ ナデ にぷい橙 にぷい橙 頼輯橙、≠3灰黄褐、声自半透明、声黒光沢

643 L ・．5 Ⅵ b 短沈線文 ナデ、沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠2日半透明

644 A 区 a 短沈線文 ナデ、沈線文 ナデ にぷい褐 にぷい黄褐 ≠2白、≠2灰、≠2日不透明、≠2透明光沢 （内）黒変

645 N ・4 Ⅶ 短沈線文 並行沈線文 ナデ 浅黄橙 浅黄橙
≠2無色透明、声・5日不透明、微
細黒鋭光沢、微細灰白、微細赤褐

646 I ・4 b 短沈線文 並行沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 微細無色透明、微細褐

647 H ・3 b
短沈線文（ヘラ状工

具による浅い刻目）
並行沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠2やや黄白、 ≠2赤褐、

≠1黒鋭光沢、 ≠1無色透明

648 K ・5 Ⅶ 短沈線文・刻目 並行沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠1日半透明、≠1無色透明、≠1黒鋭光沢

649 L ・5 Ⅵ b 短沈線文
沈埠、ヘラ状工具

による刻目、ナデ
ナデ

にぷい黄橙、
灰黄褐

灰黄褐
≠1金色、 ≠1赤褐、微細無色

透明

（口唇部・外 ・
内）異変

650 D ・21 Ⅶ 短沈線文
ナデ、連点文、
沈線文

ナデ にぷい黄褐
にぷい黄褐、にぷ

い黄、にぷい黄橙

≠2灰半透明、≠2日、≠2褐、≠2日、

≠2やや黄、≠2炭色、≠1黒鋭光沢

651 N ・7 Ⅶ
短沈線文（ヘラ状工
具による浅い刻目）

沈線文、 貼付
突帯 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠2褐、 ≠1赤線 ‖ 細 5灰自

652 子・4 Ⅵ 短沈線文 並行沈線文 ナデ 浅黄橙 黄灰
≠2ガラス状、 ≠1褐・、微細ガ

ラス状光沢、微細灰自

653 H ・8 Ⅵ 並行沈線文 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐
≠4灰、 ≠4黄灰、 ≠4褐、微
細半透明、微細黒光沢

654 A 区 b
貼付突帯、丁寧
なナデ、連点文

丁寧なナデ にぷい黄橙
にぷい黄橙、
褐灰

≠2・5赤褐、微細黒鋭光沢、
微細無色透明、微細灰自

（内）黒変

（外）黒変

655 N ・4 Ⅵ b 貼付突帯（刻目）、ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠2褐灰、微細ガラス質光沢

656 K ・4 Ⅵ 貼付突帯（刻目）、ナデ ナデ にぷい橙 にぷい橙 仕5黒光沢、微師こぶい橙、御 ガラス質光沢

657 I ・5 Ⅵ 貼付突帯（刻目）、ナデ ナデ 浅黄橙、喝灰 浅黄橙 ≠2明赤褐、声灰白、声黒光沢、≠1透明光沢 （外）黒変

658 I ・5 Ⅵ 貼付突帯（刻目）、ナデ ナデ にぷい黄橙、褐灰 にぷい黄橙 仕5透明光沢、≠1灰白、≠1黒、≠1黒光沢 （外）異変
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表3　土器観察表餉

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 ・外 内

659 H ・4 b 貼付突帯（刻目）、ナデ ナデ にぷい黄橙、褐灰 にぷい黄橙 ≠2赤褐、≠1黒鋭光沢、≠1灰自 （外）黒変

660 K ・5 Ⅵ
配 線文（八ラ状工

具による浅い刻目）

微隆起突帯 （刻

目）、輝線文
工具ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠3薄褐

66 1 I ・4 Ⅵ
短沈線文（ヘラ状工

具による浅い刻日）

微隆起突帯 （刻

目）、沈線文
工具ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠1灰、 ≠1薄褐

662 H ・4 b
短沈線文（ヘラ状工

具による浅い刻目）

微隆起突帯（刻目）、

沈線文、ナデ
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1灰、 ≠1日

663 N ・7 Ⅵ b
短沈線文（ヘラ状工

具による浅い刻目）・

微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ にぷい黄橙 灰黄

≠1日半透明、≠1黄橙、≠1灰 白、

≠1黒褐、≠1赤褐、≠1黒鋭光沢

664 A 区 a
微 隆起突帯（刻

目上沈線文
丁寧なナデ にぷい橙 にぷい褐

≠3日半透明、≠2黒鋭光沢、≠1明

赤褐、頼 責黄橙、≠1灰白、≠1褐灰

665 J ・4 Ⅵ 連点文、縄文、結節縄文 ナデ にぷい褐 にぷい橙、褐灰 ≠1日半透明光沢、微細黒、微細灰自 666と同一個体か？

666 J ・4 Ⅵ 縄文、結節縄文 ナデ にぷい橙 灰褐 ≠1黒光沢、仲 5無色透明光沢、微細灰自 （外）黒変 ？

667 H ・3 b ナデ ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠1透明光沢、≠1黒光沢、≠1灰自

668 D 区 ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
移 5にぷい黄橙、 ≠2半透明

光沢、 ≠1黒光沢、 ≠1浅黄橙

669 M ・8 ナデ ナデ 明灰黄 にぷい黄褐
≠4乳 白、≠3黒、≠3金色光沢、

≠2黒光沢（雲母）、≠2半透明
（外）黒変

670 E ・24 Ⅶ 癌状突起・撚糸文、刻目 ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠3日、 ≠2灰

671 E ・24 Ⅶ 撚糸文 ナデ、撚糸文 ナデ にぷい橙、明褐灰 にぷい橙、灰黄褐 ≠4日、 ≠2灰 （口唇部・外内）黒変

672 D 区 － 短沈線文 病状突起・撚糸文、刻目 ナデ にぷい黄褐 にぷい褐 ≠2灰 白、 ≠1黒褐

673 D 区 －
連点文 貼付突帯（連点文）、ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄 ≠2日、微細黒

6 74 G ・24 Ⅶ 短沈線文
貼付突帯 （連点

文）、縄文
丁寧なナデ にぷい橙 にぷい黄橙 移 5灰 白、 移 5褐灰

7 19 と同一個

体か

675
貼付 突帯 （押庄

縄文）、縄文
ナデ にぷい褐 にぷい黄橙

≠4・5灰 白、 声 ・5褐灰、

≠1黒光沢 （カクセン石）

676 H ・5 b 連点文 貼付突帯（連点文）、ナデ ナデ 褐灰 黒褐、にぷい黄渇 仲こぶい黄褐、声無色透明、≠＝こぶい黄橙

677 C 区 Ⅶ 貼付突帯（連点文）、ナデ ナデ 浅黄 にぷい黄橙 ≠3黄橙、微細灰白、微細赤褐、微細黒光沢

678 D 区 －
短沈線文 縄文 ナデ 橙 浅黄 ≠2明赤褐、－≠2淡黄、≠1黒光沢

679 D 区 － 貼付突帯（連点文）、縄文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠1黒光沢、仲 5褐 、仲 5日 （外）黒変

680 G ・12 Ⅶ
貼付突帯（押圧

縄文）、縄文
ナデ 橙 にぷい黄橙

≠3半透明、≠3黒光沢（カクセ

ン石）、≠3黄灰、≠3灰 、≠3黒
（内）黒斑

68 1 D 区 － 連点文 貼付突帯（連点文）、ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐・ ≠4半透明、微細黒鋭光沢、微細灰自 （外）黒変？

682 G ・14 Ⅵ
貼付突帯（押庄

ナデ
にぷい黄橙、 にぷい黄橙、 ≠4灰 白、 ≠2赤褐、 ≠2黒 、

（外 ・内）黒変
縄文）、ナデ 黒褐 褐灰 ≠2日半透明、 ≠2黒 光沢

683 H ・12 Ⅵ
貼 付突帯（押庄

縄文）、ナデ
ナデ 灰黄褐 にぷい黄橙

≠5褐灰、 ≠3黒褐、≠3灰 白、

≠2黒光沢、 ≠2浅黄橙

684 D 区
癌状突起、縄文のち

連点文、沈線文、ナデ
縄文、ナデ 橙 橙 ≠3橙、 ≠2灰 白、≠1黒光沢

685 C ・22 Ⅶ
連 点文 ・沈

線文

貼付突帯 （連点

文）、ナデ
丁寧なナデ にぷい黄橙 褐灰

≠1浅黄橙、 ≠1褐 、 ≠1灰 白

不透明、微細無色透明

（外・内）黒変

（外・内）黒変

（外・内）異変

686 M ・4 Ⅵ b 短沈線文

短沈線文

短沈線文、沈線文、ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 微細自半透明、微細無色透明、微細黒鋭光沢

687 K ・8 Ⅵ b 貼付突帯（連点文）、ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 声灰白、声白、≠2灰、声赤褐、≠1透明光沢

688 K ・4 Ⅵ
連点文、沈線文、微隆

起突帯（連点文）、ナデ
工具ナデ 由赤褐 褐

≠2灰 白、 声 ．5黒鋭光沢、

≠1橙

≠1灰 白、守 1褐灰689 M ・4 Ⅵ b
癌 状突起、連点

文、沈線文、ナデ
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐

690 K ・5 Ⅵ b

Ⅵ b

微隆起突帯（浅い刻

目）、．沈線文、ナデ
沈線文、ナデ にぷい橙 にぷい橙

声 ・5灰 白、 ≠1無色透明、

≠1褐 灰

691 D 区
貼付突帯、竹管状工具に

よる連点文、沈線文、ナデ
ナデ にぷい褐 灰褐

≠1黒鋭光沢、 ≠1赤褐、

仲 5無色透明、微細灰自

692 L ・8
貼付突帯 （連点

文）、沈線文
工具ナデ にぷい橙 にぷい橙

声 ・5黒、 ≠1日半透明、微細

自透明光沢

693 L ・4 Ⅵ b
癌状突起、浅い刻

目、沈線文、ナデ
ナデ にぷい褐 灰黄褐 ≠1淡黄
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表3　土器観察表¢1）

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

694 D 区 沈線文
沈線文、竹管状工具

による連点文、貼付
突帯文（連点文）

ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐
≠3金色鱗片状、≠3黄灰、

≠3灰、≠3褐
（外・内）異変

695 I ・5 Ⅶ 連点文 貼付突帯（浅い刻目）ナデ にぷい褐 にぷい褐 ≠2白

696 M ・8 Ⅵ b
貼付突帯（連点
文）、沈線文

ナデ 浅黄橙、灰自 にぷい橙
仲 15褐、 頼 15灰白、微細
透明光沢

（外）黒変

697 H ・5 b
ヘラ状工具に
よる浅い刻目

癌状突起（短沈線文）、
工具ナデ、並行沈線文、
微隆起突帯（刻目）

ナデ にぷい赤褐 にぷい黄褐
声 ・5無色透明、 声 ・5黒鋭光
汎　 ≠1灰自

（外 ・内）黒変

698 D 区 連点文
貼付突帯 （連点
文）、ナデ

ナデ
にぷい黄橙、
にぷい橙

にぷい橙、
にぷい黄橙

微細黒

699 b 区 短沈線文
沈線文、貼付突
帯 （刻 目）

工具ナデ、ナデ にぷい赤褐 明赤褐
声黒鈍光沢、声赤褐、担自半透明、声灰叫 1

にぷい歓声灰オリザ、声黄橙、声黒鋭光沢

700 E ・22 Ⅶ 短沈線文
痛状突起、沈線

文、連点文
ナデ 明赤褐

明赤褐、

にぷい赤褐

≠1灰白、 ≠1浅黄、 ≠1透明、

≠1半透明、 ≠1褐灰

70 1 H ・15 Ⅶ 短沈線文 癌状突起、撚糸文 ナデ にぷい褐 にぷい黄橙 ≠2無色透明、≠1灰白、≠嘩 褐

702 L ・8 Ⅵ
病状突起のち押圧、
連点文、沈線文

ナデ 浅黄 浅黄
≠2透明、 ≠2黒光沢、 ≠2灰、

≠2乳白、 ≠2褐
（外）黒変

703 D 区
病状突起、微隆起突帯（連

点文）、沈線文、連点文
ナデ にぷい橙 にぷい黄橙

≠2黄灰、 ≠2灰、微細透明、
微細黒光沢

（外 ・内）異変

704 D 区 － 短沈線文 撚糸文、沈線文 ナデ にぷい褐 にぷい黄褐、褐灰 ≠3やや黄透明、≠2浅黄橙、≠2褐灰鋭光沢 672・701と同一個体か

705 D ・20 Ⅶ 短沈線文
貼付突帯（連点文）、

沈線文、連点文
ナデ にぷい赤褐 にぷい橙

仕 5日、≠4・5灰、≠4月やや黄、≠3赤

褐、仕 5金光沢、≠1灰、≠1やや黄

706 F ・21 Ⅶ
短沈線文 の
ち連点文

沈線文、ナデ ナデ 明赤褐 明赤褐
声赤褐、≠2灰白、≠2やや黄、声白、声黒、≠2

金光沢、微細やや黄、微細赤褐、微細白、微細灰

707 D 区 － 刻目 貼付突帯、撚糸文 ナデ 灰黄 灰黄 ≠1灰、≠1褐、微細透明、微細黒光沢 （外 ・内）黒変

708 F ・21 Ⅶ
貼付突帯（連点文）、

沈線文、連点文
工具ナデ にぷい褐 明褐 ≠4灰白、 ≠4褐、 ≠2黒光沢 （外）黒変

709 D 区 沈線文
癌状突起、沈線

文
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠6灰黄褐、≠2灰白、≠2半透明、≠2や

や黄透明、≠2日不透明、≠2黒鈍光沢

7 10 G ・27 Ⅶ 刻目
病状突起、ナデ、
紐の庄痕 ナデ にぷい橙 にぷい橙

声 ．5無色透明光沢、 ≠1黒元

沢、 ≠1灰 自

711 H ・10 Ⅶ 連点文
櫛措 き様 の沈
線文、ナデ ナデ にぷい橙 にぷい褐

≠3黄灰、 ≠3灰、 ≠3褐、

≠2金色、 ≠2黒

712 D 区 短沈線文
貼り付け突帯．（連
点文）、沈線文

短沈線文、ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐
≠3褐、 ≠3うすい肌色、

≠3日、微細半透明光沢

713 D 区 縄文
痛状突起、微隆
起突帯、縄文 ナデ 橙 橙

≠3赤褐、 ≠1灰白、 ≠1褐灰、

≠1透明光沢

714 H ・14 － 貼付突帯（連点文）、縄文 ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠2日、≠2黒、≠2灰白、≠1透明光沢

715 D 区 － 貼付突帯（押庄縄文）、縄文 ナデ、指頭痕 にぷい橙 にぷい赤褐 ≠1褐灰

716 D 区 － 縄文 ナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐 ≠3黒褐 （外）黒変

717 G ・12 Ⅶ 羽状の縄文 結束縄文、洗練文 工具ナデ にぷい橙 庚黄 ≠2半透明光沢、≠2灰、≠2黄灰、≠2黒

（外・内）黒変

（外）異変、
（内）黒斑

7 23 と同一個
体か ？

718 G ・13 Ⅶ 縄文

連点文、沈線文

ナデ、結束縄文、沈線文 工具ナデ 灰黄褐 灰黄褐 ≠3にぷい黄橙

719 F ・23 Ⅵ 縄文 丁寧なナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠3褐灰、 ≠3灰褐

720 K ・9 Ⅶ
微隆起突帯（連

．点文）、縄文

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠4灰白、≠2黒光沢、≠2褐灰、≠
2ガラス質半透明（カクセン石）

721 H ・4 ／5 b ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠4褐、 ≠4黄灰、 ≠4灰

722 D 区

Ⅵ b

短沈線文 連点文、沈線文 工具ナデ にぷい黄橙
にぷい黄橙、

にぷい黄

≠5茶、≠3黄味、≠2日不透明、

≠1黒鋭光沢、≠1灰鈍光沢

723 J ・6
短沈線文、
連点文

連点文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2黒鋭光沢、≠2日半透明、≠2無色透明、
声自不透明、≠1灰白、微細金色鱗片状

724 M ・6 Ⅶ
短沈線文、
連点文

連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
声自半透明、声自不透明、声無色透明、≠2
黒鋭光沢、声金色鱗片状、≠2灰白、声赤褐

725 H ・11 Ⅶ 短沈線文 短沈線文、連点文 ナデ にぷい赤褐、褐灰 にぷい赤褐、褐灰 声赤褐、≠2灰白、仕 5無色透明、待5黒鈍光沢 （外・内）異変

726 A 区 Ⅳ 連点文、沈線文 ナデ ナデ 橙 にぷい褐 ≠6赤褐、≠5黄味、≠3灰白、≠1黒鈍光沢 （外）黒変 ？

727 K ・7 Ⅵ b 連点文、沈線文 ナデー ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 声黄灰、声灰、酬 黒鋭光沢、榊 無色透明
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表3　土器観察表㈲

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

728 K ・9 Ⅶ 短沈線文 ナデ、沈線文 ナデ、工具ナデ にぷい黄 にぷい橙 ≠2日

729 J ・4 Ⅶ 連点文 沈線文、連点文、ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠2灰 白、≠1黒鋭光沢、≠1褐灰 （外・内）異変

730 K ・9 Ⅶ 沈線文 沈線文 ナデ にぷい褐 にぷい褐、褐灰 ≠1日透明、≠2灰白、微細黒光沢

73 1 K ・9 Ⅶ
連点文、沈線

文
連点文、沈線文 ナデ 橙、にぷい橙 にぷい黄橙

≠4橙、微細橙、微細灰白、微細淡黄

半透明、微細自半透明、微細黒光沢
（外）黒変 ？

732 D 区 － 羽状の短沈線文 ナデ ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠1灰 白、≠1黒鋭光沢、≠1褐灰

733 L ・9 Ⅵ a 連点文、沈線文 ナデ 橙、褐灰 にぷい褐、褐灰 ≠1橙、≠1灰白、科白半透明、≠1黒光沢 （外・内）黒変

734 G ・25 Ⅶ 縄文 縄文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠5褐、≠5黄灰、≠5乳白、微細半透明光沢

735 D 区 短沈線文

ナデ、短沈線文、

沈線文、連点文、

貼付突帯（連点文）

ナデ にぷい黄橙 橙
拉 5灰 、 ≠3やや黄、 ≠1黒、

≠1灰、 ≠1やや黄、 ≠1日

736 D 区 短沈線文
ナデ、短沈線文、

沈線文、連点文
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1黒褐、微細無色透明

737 F ＿・2 2 Ⅶ
連点文、沈線

文
連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠2日、≠2うすい肌色、≠2灰、

≠2日不透明、 ≠2黒光沢
（外）黒変

738 E ・22 Ⅶ
連点文、沈線文、

撚糸文
ナデ にぷい橙 灰黄褐

≠3浅黄橙、 ≠3金光沢、

移 5褐灰
（外）黒変

739 K ・10 Ⅵ b 沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠1黒、≠1透明光沢、≠1黄灰、≠1灰 （内）黒斑

740 J ・4
ナデ、微隆起突

帯 （連点文）
丁寧なナデ 橙 橙

≠2黄灰、≠2灰、≠2乳白、≠2黒、

≠2褐、微細透明、微坤黒光沢
（外）黒変

74 1 K ・4 Ⅵ 沈線文、連点文、ナデ 条痕、ナデ にぷい赤褐 にぷい褐 ≠1黒鋭光沢、 ≠1日不透明

74 2 K ・4 Ⅵ 刻 目
沈線文、連点文、

癌状突起
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠1黒鋭光沢、 ≠1日不透明、

≠1半透明、 ≠1日、 ≠1灰 自

（外）黒変、

（内）黒変

74 3 J ・4 Ⅵ
微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ にぷい橙 にぷい橙

≠1黒鋭光沢、 ≠1灰半透明、

≠1日

744
羽 状 の短沈

線文

微隆起突帯 （刻

目）、沈線文
ナデ にぷい褐 にぷい褐 微細黒鋭光沢、微細無色透明

穿孔、（外）黒

変、（内）黒斑

74 5 M ・5 Ⅵ b
刻 目、沈線文、

連点文
ナデ 橙、にぷい橙 にぷい黄橙

≠2無色透明、≠1黒鈍光沢、

≠1日半透明、≠1黒、≠1灰 自

（外）黒変 ？

（内）黒斑

746 － － 刻 目 連点文、沈線文 丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1黒鋭光沢、 ≠1灰 半透明 （外）黒変

747 H ・4 b 刻 目 連点文、沈線文 ナデ
褐灰、 褐灰、 錘真黄橙、仕 5灰褐半透明、≠‖こぶ （口唇部 ・外・

にぷい黄樟 にぷい褐 い黄臥 ≠1暗褐、微細黒鋭光沢 内）黒変

748 K ・5 Ⅶ 短沈線文 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠3日、≠3灰、≠2黒鋭光沢、≠2無色

透明、≠2日半透明、仕 5金光沢雲母

749 A 区 Ⅳ 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2日、≠2やや黄、≠2赤褐、仲

5赤褐、仲 5日、仲 5やや黄
（内）黒変

750 M ・4 Ⅵ b 刻 目 沈線文 ナデ にぷい褐 にぷい橙
≠2半透明光沢、≠2黒 光沢、≠

2黄灰、≠2灰 、≠2乳 白、≠2褐

（口唇部・外）

異変

751 J ・5 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 暗灰黄 ≠2やや黄透明、≠2黒鋭光沢、微細灰自

752 － －
刻目 連点文、沈線文 丁寧なナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐、橙 ≠5にぷい黄橙、 ≠2灰 自

（内）黒変

（口唇部 ・外 ・

753 I ・4 － 刻目 連点文、沈線文 ナデ、工具ナデ 灰オリーブ 灰オリーブ ≠3日

754 I ・4 b 刻 目 沈線文 工具ナデ、ナデ 浅黄 にぷい黄橙 ≠1灰不透明、 ≠1黒、 ≠1日

755 I ・3 b 刻 目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 ≠3灰、≠3黄灰、≠3褐、微細黒鋭光沢

756 M ・4 Ⅵ b 刻 目 沈線文 丁寧なナデ 淡黄 淡黄、灰自
≠1無色透明、 仲 5褐灰、．

仲 5褐 、微細黒鋭光沢

757 J ・7 Ⅵ 刻 目 連点文、沈線文 ナデ
にぷい黄橙、 明黄褐、にぶ ≠3浅 黄、 ≠3暗灰黄、 ≠2灰

灰黄褐、褐灰 い黄橙、褐灰 白、 ≠1黒、微細黒鋭光沢 内）黒変

758 H ・4 b 刻 目
連点文、沈線文、

貝殻腹緑庄痕文
ナデ にぷい橙 にぷい橙

移 5赤褐、 移 5やや黄、

≠1やや黄、 ≠1白、 ≠1黒

759 A 区 Ⅲ 刻 目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐
≠2金色鱗片状、≠2灰、≠2黄

灰、 ≠2乳白、 ≠1黒鋭光沢

錘真黄橙、≠3褐灰、≠3透明、≠2金雲母760 M ・5 Ⅵ b 刻 目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐

761 － 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 ≠1黒褐、≠1黒鋭光沢、微細無色透明

762 H ・5 b 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 黄灰
≠2無色透明、 ≠2黒鋭光沢、

≠2灰 白、 ≠2黒褐
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表3　土器観察表の

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内・

763 J ・4 Ⅵ 短沈線文 沈線文 ナデ 褐灰、褐 褐灰、褐
≠4にぷい黄褐、微細無色透明、
微細黒鋭光沢、微細浅黄橙

（外）黒変

764 b 短沈線文 沈線文、ナデ ナデ にぷい黄橙 灰黄褐
≠2無色透明、≠2やや黄透明、

≠1灰白、≠1赤褐・、≠1黒鋭光沢
（外）黒変

765 A 区 短沈線文 沈線文 ナデ 浅黄橙 浅黄橙
≠1灰、≠1黒、≠1褐、微細
半透明光沢

766 J ・4 Ⅵ 刻目
微隆起突帯（刻

丁寧なナデ
にぷい褐、 にぷい褐、 声．5黒、声 ・5灰白色、微細

（外）黒変
目）、工具ナデ 灰褐 黒褐 無色透明

767 A 区 b 短沈線文 沈線文 ナデ にぷい黄橙 黒褐色 ≠1日、微細黒褐色

768 K ・5 Ⅶ 短沈線文 連点文、沈線文 丁寧なナデ
にぷい橙、 灰黄褐、 ≠1．5黒鋭光沢、微細浅、黄 （口唇部・外・
橙、褐灰 明黄褐 橙、微細無色透明 内）黒変．

769 H ・6 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙、褐灰 褐灰、にぷい黄褐 ≠1黒褐色、微細灰白、橙 （外）異変

770 J ・4 Ⅵ 短沈線文 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 微細黒褐色

771 I ・3 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ
にぷい黄橙、
明黄褐

にぷい黄橙、
灰黄褐

≠1無色透明、≠1灰白、

≠1浅黄橙
（内）黒変

772 H ・4 b 刻目 連点文、沈線文 丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄
≠2灰オリーブ、≠2金雲母、≠1黒鋭
光沢、≠1黒鋭光、≠1灰自」淡黄、黄橙

773 A 区 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠4日、灰色、≠1無色透明、≠1黒 （内）黒変

774 H ・4 b 刻目
連点文、沈線文、
撚糸文

ナデ、黒斑 にぷい黄橙
にぷい黄橙、
褐灰

≠1黒、≠1白色半透明、微細
灰自

775 J ・10 Ⅵ 刻目
連点文、沈線文、
短沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい黄橙

≠3白色不透明、白色半透明、

黒鋭光沢、移 5灰白、褐

776 A 区 b 短沈線文 沈線文 ナデ にぷい黄橙 黒褐 ≠1日、微細黒褐 （内）黒斑か？

777 K ・6 Ⅶ
刻み目、沈線文、
貝殻刺突文、ナデ

工具による丁寧
なナデ

にぷい黄橙 にぷい褐
≠5黄橙、≠2・5浅黄橙、≠1明

褐、≠1灰白、≠1鋭光沢
（外）黒変

778 K ・4 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 ナデ 橙 橙 ≠2灰、≠2黄灰、微細黒鈍光沢 （内）黒斑

779 H ・4 b 刻目 連点文、沈線文 丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄
≠2灰オリーブ、≠2金雲母、≠1黒鋭光沢、

≠1黒鈍光沢、≠1灰白、≠1淡黄、≠1黄橙

780 I ・7 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 貝殻条痕文
にぷい褐、
褐灰

にぷい褐、灰
黄褐、黒褐、褐

≠4浅黄橙、≠2褐灰、微細無
色透明、微細金光沢

781 M ・5 Ⅵb 刻目 連点文、沈線文 丁寧なナデ 浅黄橙 灰黄褐
声・5灰白、≠1無色透明、

≠1日半透明、≠1黒鋭光沢
（外）黒変

782 I ・5 b 刻目
連点文、沈線文、
短沈線文 ナデ 褐灰 にぷい褐 微細灰自、．微細黒褐

783 L ・6 Ⅵb 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 ≠1褐灰 （内）異変、黒変？

784 K ・8 Ⅵb 刻目
微隆起突帯（刻

目）、工具ナデ
ナデ にぷい褐 にぷい黄褐

≠1灰白、≠1白半透明、

≠1黒鈍光沢
（内．）黒変

785 H ・2 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 声・5褐灰、≠1灰白、≠1黒褐 （外）黒変

786 K ・4 Ⅵ 刻目
連点文、沈線文、
短沈線文 ナデ にぷい黄橙

にぷい黄橙、
褐灰 ＿

≠2無色透明、≠1灰白、

≠1黒褐

787 I ・6 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい褐 仕 5褐灰、≠1黒鈍光沢、≠1金雲母

788 J ・4 Ⅵ 短沈線文 沈線文
ヘラ状工具による
連続刻み目、ナデ

にぷい黄橙 にぷい黄褐
≠2黄灰、≠2灰、微細黒、微
細金色

（内）黒斑

（外）黒変、

789 J ・4 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 ナデ 明赤褐 橙 ≠2灰白、≠2にぷい黄橙、≠2黒褐

790 J ・2／K ・6 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ 浅黄橙 浅黄橙 微細灰白、微細黒褐

791 M ・7 Ⅵ b 刻目 連点文、沈線文 ナデ
にぷい橙、 にぷい橙、 ≠2日、 ≠1黒鋭光沢、≠1無
にぷい黄橙 にぷい黄橙 色透明鋭光沢、≠1灰半透明 （内）黒変

792 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2無色透明、 ≠2黒、≠1黒
鋭光沢、≠1灰自

793 I ・9 Ⅵb 短沈線文 沈線文 丁寧なナデ 淡黄、黄灰 淡黄、黄灰 仕 5褐、≠1無色透明、微細黒鋭光沢

794 H ・6 Ⅵ
工具による
連続押庄文

沈線文、ナデ ナデ 浅黄 ＿ 浅黄 声・5灰

795 J ・5 Ⅶ
羽状の短沈 微隆起突帯（刻

丁寧なナデ 灰黄褐、褐灰
にぷい黄橙、 ≠3明黄褐、≠2灰白、≠1黒

線文 目）、・沈線文 褐灰、灰黄褐 鋭光沢、微細無色透明

796 H ・9 Ⅵ
棒状工具によ
る押庄刻み目

ナデ∴　棒状工

具による沈線
ナデ 浅黄橙、橙 にぷい黄橙

≠2茶褐、≠2黒鈍光沢、

≠2日不透明、≠1無色透明
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表3　土器観察表糾

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 r 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

797 L ・10 Ⅵa 刻目 沈線文 ナデ 明褐 にぷい黄褐 ≠1灰白、褐灰、黒

798 G ・4 刻目
微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ にぷい褐 にぷい黄褐

≠1灰白、≠1白色半透明、黒
色鈍光沢

（内）黒変

799 I ・4 b 刻目 連点文、沈線文 横ナデ 橙、にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1黒鋭光沢、≠1灰色半透明、≠1日 （外）黒変

800 I ・2 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ 橙 橙
≠3日、赤褐、やや黄、≠2黒鋭光沢、

仕 5黒鋭光沢、微細白、やや黄

801 A 区 b ナデ、沈線文 ナデ、沈線文 橙 橙 ≠1無色透明、≠1赤褐色、微細灰褐色

802 L ・4 Ⅷ ナデ、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2黒、灰、黄灰、褐色、

≠1透明、黒

SIlO8内出土（口
唇部・外）黒変

803 J ・2 b ．刻目
連点文、沈線文、
突帯状？ ナデ にぷい黄橙 黒褐 ≠3透明光沢 穿孔

804 H ・3 b 刻目 連点文、沈線文 工具ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2灰色半透明、≠1黒鋭光沢、

≠1日、≠1やや黄
（外）黒変

805 I’・10 Ⅶ 刻目 連点文、沈線文 ナデ 灰黄 浅黄
≠2黒鋭光沢、≠1黒鈍光沢、
微細黄灰、灰、乳白色

（外）黒変

806 I ・3 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ、押圧痕 にぷい橙 にぷい橙 移 5褐色 （外）黒変

807 J ・3 Ⅵ
短沈線文（浅

い刻目）

沈線文、浅い刻

目、突帯状？
ナデ 褐灰 にぷい橙

≠2灰白、褐色、≠2やや黄、

≠2白色不透明、≠2白色透明
（外・内）黒変

808 J ・4 Ⅵ 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 微細黒褐色

809 K ・4 Ⅵ 短沈線文 沈線文、連点文 ナデ にぷい黄嘩 にぷい黄橙
≠3白色半透明、≠2灰、≠2灰白、黄橙、浅
黄橙、褐灰、＿≠1黒鋭光沢、≠1黒鈍光沢

810 H ・4 b 刻目
微 隆 起 突 帯
（刻目） ナデ 明黄褐 にぷい黄橙

≠2褐灰、≠2黄橙、微細無色
透明、微細黒鋭光沢

811 K ・4 Ⅵ
微隆起突帯（刻
目）、沈線文

横ナデ 明赤褐 にぷい褐
≠2杯、黒、乳白色、≠1黒、・
透明光沢

（外）黒変

81寧 K ・5 Ⅵb 刻目 連点文、凹線文 横ナデ に率い黄橙 灰黄橙 ≠頒橙、仲5黒鋭光沢、仲5灰白、淡黄．（外）黒変

813 H ・4 b 刻目
微隆起突帯（刻目）、
沈線文、癌状突起

ナデ、黒斑 にぷい褐 にぷい黄褐 ≠2黄灰、灰、褐

814 G ・4 b
微隆起突帯（刻

目）、ナデ
ナデ、黒斑 橙 にぷい黄橙

微細半透明色、黒色光沢、灰、
黄灰、乳白色、褐

（外）異変

815 K ・4 Ⅶ
微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ にぷい褐 にぷい褐

≠3灰、黄灰、乳白、褐、

≠2透明、黒色光沢
（外）黒変

816 Ⅵ
微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ

にぷい橙、
褐灰

にぷい褐
≠3橙、≠1灰白、白色半透明、

黒
（外）黒変

817 K ・5 Ⅵb
微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ 橙、褐灰 褐灰

≠2白色半透明、透明光沢、

≠1灰乱 黒

818 L ・5 Ⅵb 刻目
微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ にぷい黄橙 にぷい褐

≠2金雲母、≠2灰色半透明、

≠2日、苓

（外）黒変、（内）異
変（焼きむら？）

819 L ・4 Ⅵb
微隆起突帯（刻

目）、沈線文
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1褐灰 （外）黒変

820 L ・4 Ⅵb 沈線文、連点文 工具ナデ にぷい橙 にぷい赤褐
≠2灰黄褐、 ≠2灰白、 ≠1ガ

ラス状光沢、≠1浅黄橙

821 F ・25 Ⅶ

知日

沈線文、連点文 工具ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠3灰白、≠2黄橙 （外）異変

822 I ・3 b 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠2黒、≠2透明光沢 （内）異変

（口唇部・外・内）黒変

（外）黒変

（外）黒変

823 H ・4 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ 橙、にぷい橙 にぷい黄橙
≠2にぷい黄橙、声 ・5灰白、

≠1無色透明、≠1黒光沢

824 A 区 － 刻目 短沈線文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 ≠1灰褐

825 J ・4 Ⅵ 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 褐灰 ≠1日

826 J ・4 Ⅵ 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい橙
≠2赤褐、≠1黒鋭光沢、仲 5黒、

仲 5灰、仲 5やや黄、仲 5日

827 K ・6 Ⅶ 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠1黒鋭光沢、≠1日半透明、

≠1無色透明

828 I ・4 b 刻目

刻目

沈線文、撚糸文 ナデ にぷい黄橙 灰黄褐 ≠2褐灰

829 M ・5 Ⅵb 連点文、沈線文 ナデ 灰黄褐 にぷい褐 ≠2白半透明、仲 5黒、微細灰白

830 I ・4 b 沈線文、撚糸文 ナデ、工具ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 仲 5透明光沢、仲 5日、仲 5灰
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表3　土器観察表㈹

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

831 I ・4 b 連点文、沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい橙、灰褐 仲 5透明光沢、仲 5日、仲 5黒 （外）黒変

832 L ・4 Ⅵ b 細沈線文、連点文 工具ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 ≠1半透明、≠1やや黄、微細黒鋭光沢 （外）黒変

833 K ・4 Ⅵ 刻目 沈線文 ナデ 橙 橙 ≠1黄灰、≠1灰、≠1褐、微細黒 （外・内）黒変

834 M ・5 Ⅶ 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 淡黄 ≠1無色透明、≠1黒鋭光沢、≠1日半透明 （外）異変

835 H ・2 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1黒、≠1灰、≠1日、仲 5黒鋭光沢

836 I ・5 Ⅵ 刻目 沈線文、撚糸文 ナデ にぷい褐 にぷい褐
≠1ガラス状光沢、仲 5黒光
沢、仲 5灰自

（外・内）黒変

837 J ・2 b 沈線文 ナデ 浅黄橙 浅黄 ≠1黒、≠1黒光沢、≠1透明光沢

838 J ・5 Ⅵ a 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい橙
≠2黄灰、≠2灰、≠2褐、≠1褐、微細自半透

明、微細自不透明、微細黒鈍光沢、微細金色

839 J ・2 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい橙、淡黄 にぷい黄橙 ≠1やや黄、≠1黒光沢、≠1日半透明 （外）黒変

840 I ・6 Ⅵ 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐
≠7やや黄、≠3やや黄、≠3灰、

≠3赤褐、≠3日、≠1黒鋭光沢
（口唇部）黒変

841 A 区 b 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠5黄灰、≠5灰、≠5乳白、微細黒鈍光沢 （外・内）黒変

842 J ・10 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい褐 にぷい褐 ≠1浅黄

843 I ・4 b 刻目 沈線文、網目撚糸文 ナデ にぷい黄橙 灰黄褐 ≠1灰自 （外）黒変

844 A 区 b 沈線文、撚糸文 工具ナデ にぷい橙
にぷい橙、
にぷい黄橙

≠4にぷい黄橙、≠2透明光沢、

≠1黒光沢

845 J ・4 Ⅵ
連点文、沈線文、

網目撚糸文
ナデ にぷい橙 褐灰

≠4灰白、≠3橙、≠2黒、≠2日不透明、

≠2日半透明、≠2透明光沢、≠1黒光沢
（外・内）黒変

846 A 区 b
沈線文、網目撚
糸文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠2黄灰、≠2年、≠2黒、≠2
褐、微細半透明光沢

（外）黒変、
（内）黒斑

847 K ・4 Ⅵ 沈線文、網目撚糸文 工具ナデ にぷい黄褐 にぷい黄澄 ≠1褐灰 （外・内）異変

848 N ・6 Ⅵb 沈線文、撚糸文 ナデ、工具ナデ にぷい黄橙 にぷい橙
．≠2灰白、≠2褐、≠1透明光
沢、≠1黒

穿孔、（外）黒
変、（内）赤変？

849 A 区 Ⅳ
連点文、沈線文、
撚糸文

ナデ 橙 にぷい黄橙
≠2黄灰、≠2灰、 ≠2黒、微
細透明、微細黒光沢

（外）黒変

850 A 区 b 刻目 沈線文、網目撚糸文 ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 ≠1黒光沢、仲 5褐、仲 5灰 （内）異変

851 I ・2 b 羽状の刻目 沈線文、撚糸文 ＿ナデ にぷい褐 ・ にぷい褐 ≠2黄、≠1黒、≠1日、≠1無色透明 （外・内）黒変

852 K ・4 Ⅶ 刻目？ 沈線文、撚糸文 ナデ にぷい黄褐 にぷい褐 ≠1日 （外・内）黒変

853 A 区 Ⅳ 沈線文、網目撚糸文 ナデ にぷい黄橙 灰黄褐 ≠1褐灰 （内）黒変

854 A 区 － 沈線文、網目撚糸文 工具ナデ 灰黄褐 灰黄褐 仕 5金色光沢、≠1黒、≠1灰自 （外）黒変

855 J ・2 b
沈線文、綱目撚
糸文、結節縄文 ナデ 橙 にぷい黄橙

≠2黒褐、≠2灰白、≠1ガラス質
透明光沢、≠1ガラス質黒光沢

（内）黒変

856 H ・5 b 沈線文、網目撚糸文 丁寧なナデ にぷい褐 灰褐 仕5日、仲5透明光沢、仲5金色雲母 （内）黒変

857 K ・4 Ⅶ

刻目

沈線文、網目撚
糸文

ナデ 橙 にぷい褐
≠2灰、≠2黄灰、 ≠2褐、微
細黒光沢

（外）黒変、
（内）黒斑

858 H ・6 Ⅵ 沈線文、連点文 ナデ にぷい黄橙 明黄褐 ≠2黒鋭光沢、≠1無色透明 （外・内）黒変

859 J ・5 Ⅵ 羽状の刻目 沈線文、撚糸文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠3金雲母、 ≠2金雲母、 ≠2
日半透明、≠2灰白、≠1浅黄

（口唇部・外・
内）黒変

（内）異変？

860 H ・4 b 刻目 沈線文、連点文 ナデ にぷい橙、橙 にぷい黄橙 ≠2、5灰褐、仕5黒光沢、≠1無色透明

861 I ・2 b 刻目 沈線文 ナデ にぷい褐 にぷい橙、灰褐 ≠3灰白、≠2金色、≠1黒光沢

862 H ・2 b 刻目
爪形の連点文、
沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠1日半透明、≠1黒鋭光沢、
微細灰自

863

864

865

M ・10

J ・9

N ・4

Ⅵb

Ⅵ

Ⅵ

刻目

刻目

刻目

沈線文、半載竹管様

の工具による連点文

爪形の連点文、
沈線文

沈線文、爪形の連点
文、貝殻腹縁庄痕文

ナデ

ナデ

ナデ

にぷい黄橙

にぷい橙、褐

にぷい褐

にぷい黄橙

橙、褐

にぷい橙

≠2ガラス状光沢、≠2黄橙、

声．5灰自

≠3褐、≠3にぷい黄橙、≠2・5
にぷい赤褐、≠2黒、≠2無色透
明、≠2灰白、微細無色透明

≠1灰白、≠1褐灰

866 H ・3 b 層 沈線文、連点文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠1ガラス状透明光沢、≠1ガラス質
半透明、≠1灰白、仲 5ガラス質黒

≠2灰白、≠2黄灰、≠1金雲母、≠1黒鋭光沢867 H ・6 Ⅵ 沈線文、・連点文 ナデ 灰黄褐 にぷい黄褐
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表3　土器観察表㈱

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

868 I ・3 b 刻目 沈線文 ナデ、工具ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 移5黄、微細黒鋭光沢、微細無色透明 （外）異変

869 I ・2 b 沈線文、連点文 ナデ 明赤褐 にぷい黄橙 ≠2白、≠2褐

870 J ・4 Ⅵ 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2黒鋭光沢、≠1黒鈍光沢、≠1褐
白、≠1灰白、≠1黄橙、頼 美黄橙

（外）黒変

871 C 羽状の刻目 沈線文 ナデ 橙 にぷい黄橙
≠2黒、≠2茶褐、≠2日、

≠1無色透明、≠1黒鋭光沢

872 J ・5 Ⅴ 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1黒鋭光沢、≠1無色透明、≠1日

873 H ・3 b 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄 にぷい黄橙 ≠3黒、≠2日

874 J ・4 a
棒状工具によ

る連続庄痕
沈線文 ナデ 黄褐 にぷい黄橙 ≠1白、≠1黒、≠1黒光沢

875 H ・2 － 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1無色透明、≠1黒鋭光沢 （外）異変

876 K ・3 Ⅵ 刻目‾ 沈線文 ナデ にぷい橙 にぷい橙
≠6灰黄褐、仲こぶい褐、≠2黒鋭光沢、≠1
日半透明、≠1灰白、≠1黒褐、≠1明赤褐

877 H ・3 b 刻目 沈線文 ナデ 橙 にぷい黄橙 声・5黒鋭光沢、微細白

878 H ・4 b 刻目 沈線文、撚糸文 ナデ にぷい黄橙、橙 にぷい橙 仕 5無色透明、仕5黒鋭光沢、≠1日

879 K ・5 血 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 声・5黒褐、≠1灰白 （外）凹点

880 J ・4 a 沈線文 ナデ 褐 にぷい褐 ≠1日、≠1黒、≠1やや黄 （内）異変

881 J ・4 Ⅵ 刻目 沈線文 ナデ 明赤褐 明赤褐
≠2にぷい黄橙、≠2暗赤褐、仕 5日不
透明、≠1灰白、≠1褐灰、微細無色透明

882 I ・7 Ⅵ 刻目 沈線文 ナデ 橙、浅黄 浅黄橙、褐灰 ≠2日透明、≠1黒、微細灰自 （内）黒変

883 － － 刻目 沈線文 ナデ にぷい黄褐 灰黄褐 拉 5薄い褐、拉 5灰、拉 5透明光沢 （口唇部・内）黒変

884 A 区 b 沈線文、連点文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠3淡黄、≠2赤褐、≠2灰白、微細透明光沢 （外・内）異変

885 K ・6 Ⅵb 沈線文 ナデ 灰黄 灰黄
≠5無色透明、≠5日不透明、≠

2黄褐、≠1黒鋭光沢、微細灰自

（外）黒変、
（内）黒斑

886 I ・4 b 羽状の刻目 沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1黒、微細灰白、微細赤褐

887 I ・5 Ⅵ 沈線文 ナデ、工具ナデ
にぷい橙、
褐灰

にぷい黄橙、

灰黄褐
声．5森色透明、仲 5黒

888 H ・4 b 刻目 沈線文 ナデ、工具ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 移 5赤褐、≠1黒、≠1黄橙、微細灰自

889 I ・3 b 沈線文 ナデ にぷい橙、褐灰 にぷい橙 ≠1日半透明、微細黒光沢、微細灰自

890 N ・5 Ⅵb
連点文、沈線文、
撚糸文 ナデ、工具ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠8灰白、≠5褐灰、≠2浅黄橙

891
（口） b 刻目

沈線文、網目撚
糸文 ナデ 浅黄橙、褐灰 にぷい黄橙

声・5黒、声．5白半透明、

≠1黒、≠1透明光沢

（口唇部、外）

黒変

891
（頸）H ・．3 b

沈線文、網目撚
糸文 ナデ 灰黄褐、褐灰

にぷい黄橙、
褐灰 ≠2黒、≠2透明光沢、微細灰自

892 H ・4 Ⅵ 刻目
連点文、沈線文、

ナ．デ 褐灰、灰黄褐
にぷい黄橙、微細透明光沢、微細灰白、微 （口唇部、外・

網目撚糸文 褐灰 細黒 内）黒変

893 A 区 b 刻目
短沈線文、沈線
文、撚糸文 ナデ 褐 にぷい褐 ≠7赤褐、≠5にぷい黄褐

894 J ・2 b 刻目
沈線文、綱目撚
糸文 ナデ 浅黄 浅黄 微細透明、微細半透明、微細

黒光沢、微細黄灰、微細灰

（外）黒変、
（内）黒斑

895 A 区 b 刻目
短沈線文、沈線
文、網目撚糸文 ナデ

にぷい褐 にぷい褐 ≠1日、仲 5透明光沢

SI20内出土

（外）黒変

（外）黒変

896 － － 刻目 沈線文、撚糸文 ケズリ 暗灰黄 暗灰黄 微細乳白、微細黒鋭光沢、微細半透明

897 A 区 b 刻目

刻目

沈線文、網目撚糸文 ナデ にぷい褐、褐灰 にぷい橙、褐灰 ≠2日不透明、≠1黒、≠1日透明光沢

898 H ・4 b 沈線文、綱目撚糸文 ナデ、工具ナデ にぷい褐 にぷい黄橙 ≠1黒光沢、‘仲 5透明光沢

899 J ・2 b
沈線文、網目撚
糸文、短沈線文 ナデ

灰黄褐 にぷい褐 ≠2褐灰

900 K ・3 Ⅵ 刻目

刻目

連点文、沈線文、
綱目撚糸文

刷毛目様の工
具ナデ

灰黄褐 にぷい橙
≠3にぷい褐、≠1・5ガラス質
黒、≠1黄灰

901 H ・3 b
連点文、沈線文、
綱目撚糸文 ナデ にぷい橙 橙 ≠3黄戻、≠3灰、≠3褐、≠3黒

902 J ・2 b 沈線文、撚糸文 ナデ
にぷい黄橙、
褐灰

にぷい黄橙、
褐灰

≠3黒、移 5明赤褐、移 5灰白、

移 5透明光沢、≠1黒光沢
（外・内）黒変
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表3　土器観察表糾

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

903 I ・25 刻目
短沈線文、沈線
文、撚糸文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 精良

904 I ・5 Ⅵ 刻目
連点文、沈線文、
網目撚糸文 ナデ にぷい黄褐 灰黄

≠3灰自ガラス状無色透明、≠3金色
光沢、≠1灰黄、微細ガラス質光沢

（外・内）黒斑？

905 H ・4 b
連点文、沈線文、
網目撚糸文 ナデ にぶい橙 褐灰 ≠2日不透明、≠1黒光沢 （外・内）黒変

906 I ・2 b

半裁竹管樵の工具ま
たは貝殻による連点
文、沈線文、撚糸文

ナデ、工具ナデ にぷい黄橙
にぷい黄褐、
灰黄褐

≠3明赤褐、≠3灰黄褐不透明、

≠3にぷい橙不透明、≠2浅黄
橙、≠1灰白、仲 5無色透明

穿孔

907
（口）H ・6 Ⅵ 刻目

沈線文、綱目撚
糸文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

≠2透明、 ≠2黒、≠2金色光

沢、≠2黄灰、≠2灰、≠2褐
（外・内）黒変

907
（胴）
A 区 b

沈線文、網目撚
糸文

ナデ にぷい黄橙－ にぷい黄橙
≠2透明、 ≠2黒、≠2金色光

沢、≠2黄灰、≠2灰、≠2褐
（外・内）黒変

908 A 区 b 刻目 連点文、沈線文、縄文 丁寧なナデ、工具ナデ 褐 褐 ≠2金色、≠1黒光沢、≠1珍黄 （口唇部・外）黒変

909 K ・5 Ⅵb
連点文、沈線文、
綱目撚糸文

ナデ にぷい橙 灰褐
仕 5ガラス状半透明、仕 5黒光沢、

≠1ガラス質光沢、微細黒、微細灰自
（外）異変

910 A 区
連点文、沈線文、
網目撚糸文

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠1黄灰、≠1灰、微細透明、
微細黒光沢

（外）黒変

911 K ・5 Ⅶ 沈線文、網目撚糸文 ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 ≠3灰褐、≠1褐灰 （外・内）黒変

912 J ・4 Ⅵ 沈線文、縄文
丁寧なナデ、ケ
ズリ状ナデ

にぷい黄褐 にぷい褐
声．5浅黄橙、声・5褐、

≠1金色
（外）異変

913 A 区 b 沈線文、撚糸文 ナデ、穿孔 にぷい橙 にぷい黄橙 ．≠2灰白、≠2褐灰 穿孔、（外・内）黒変

914 I ・2 b 刻目
沈線文、連点文、
撚糸文

ナデ にぷい褐 にぷい褐
≠3にぷい浅黄橙、≠2黒光沢、≠2に

ぷい橙、≠1ガラス状光沢、≠1灰褐
（外・内）黒変

915 A 区 b
連点文、沈線文、

ナデ、補修孔
にぷい橙、 にぷい橙、 ≠1黒光沢、≠1透明光沢、 （外・内）黒変

撚糸文 褐灰 灰褐 仲 5灰自

916 J ・4 Ⅶ 刻目 ．沈線文、撚糸文 丁寧なナデ 灰黄褐 灰黄褐 ≠1灰自 （口唇部・外）黒変痕

917 K ・4 Ⅵ 刻目
沈線文、撚糸文、
爪形の連点文

ナデ にぷい褐 にぷい褐
≠2透明、≠2黒、≠2金色光

沢、≠2黄灰、≠2灰、≠2褐
（口唇部・外）異変

918 J ・2 b 沈線文、綱目撚糸文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠3浅黄橙、≠2褐灰、．≠2黒褐、
微細ガラス質光沢

（外・内）異変

919 H ・4 b
沈線文、撚糸文、
連点文 ナデ にぷい褐 にぷい橙 ≠2褐、≠2赤褐、≠1透明光沢 （外・内）黒変

920 K ・5 Ⅶ
連点文、沈線文、
網目撚糸文 ナデ にぷい橙 にぷい橙

≠0・5灰白、≠0・5日、≠0・15透
明光沢

（外）黒変

921 N ・7 Ⅶ
爪形の連点文、
沈線文、撚糸文 ナデ

橙 にぷい黄橙 ≠4灰黄褐、≠3黒、≠2灰

922 K ・7 Ⅵb
連点文、沈線文、
縄文 ナデ にぷい橙 にぷい橙

≠3にぷい黄橙、≠3褐灰、

≠1黒褐、≠1ガラス質光沢
（外・内）黒変

923 L ・5 Ⅵb 刻目 沈線文、短沈線文 ナデ にぷい黄橙 灰黄褐 ≠2灰、≠2にぷい黄橙

924 I ・2 b 刻目 沈線文、ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠2黄灰、≠2灰、≠2褐

925 N ・7 Ⅵb

貝殻腹緑庄
痕文

貝殻腹緑庄
痕文

沈線文、撚糸文 ナデ にぷい橙 にぷい橙 ≠2灰、≠2黄灰、≠2褐、微細半透明光沢 （外）黒変

926 H ・4 b 沈線文、撚糸文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2黄灰、≠2灰、≠2黒、微
細半透明光沢、微細黒光沢

（外）黒変

927 J ！2 b 沈線文、撚糸文 ナデ にぷい黄橙
にぷい黄橙、

にぷい褐
仲 5黒褐、仲 5褐 （内）黒変

（内）黒変

928 K ・5 Ⅵb ナデ
ナデ、微隆起突帯
（刻目）、沈線文

にぷい褐 にぷい褐
微細透明、微細黒光沢、微細
黄灰、微細灰、微細褐

929
（口）
I ・2 b

沈線文、貝殻腹

緑庄痕文
ナデ にぷい黄橙 褐灰

≠5日光沢、≠3黒光沢、

≠1無色透明光沢

929
（胴） I ・3

b 沈線文 ナデ にぷい黄橙 褐灰
≠5日光沢、≠3黒光沢、

≠2無色透明光沢

930 A 区 Ⅳ
貝殻腹緑庄痕
文、沈線文

ナデ にぷい橙 橙
≠4にぷい黄橙、≠4灰白、≠1黒
光沢、仲 5ガラス質透明光沢

（外・内）異変

931 I ・2 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 橙 仕5黒鋭光沢、声白、声灰、声黒、榊 黒 （内）黒変

932 H ・2 b 貝殻腹縁庄痕文 貝殻腹緑庄痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄 ≠3灰自 （外）異変
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表3　土器観察表㈱

番号 出土地点 出土層
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
口唇部 外 内 外 内

933 J ・2 b 刻目 連点文、沈線文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1黒褐、微細灰自

934 G ・4 b

丁寧なナデ、刻み日
経隆起突帯文、横走
細沈線文、細沈線文

丁寧なナデ 橙 橙 ≠1灰自 （外）黒変痕、
（内）異変

935 H ・5 刻目 連点文、沈線文 ナデ
にぷい黄橙、

灰黄褐
にぷい褐、
褐灰

≠3喝、≠1明黄褐、≠1赤褐、≠1灰
白、仲 5金色光沢、微細無色透明

（内）異変

936 L ・10 Ⅵa 刻目
貝殻腹緑庄痕
文、沈線文 ナデ にぷい褐 灰黄褐 ≠3灰白、≠3灰褐、≠3赤褐

937 I ・3 b 刻目 沈線文、短沈線文 ナデ にぷい黄 にぷい黄橙 声黄灰、声灰、微細無色透明、榊金色、酬黒 （内）黒斑

938 H ・3 b 刻目
貝殻腹緑庄痕
文、沈線文 ナデ 灰黄 にぷい黄橙 ≠1灰褐 （外）黒変

939 I ・2 b 刻目
貝殻腹緑圧痕
文 ナデ にぷい褐 にぷい褐

≠4ガラス質半透明灰白、

移 5灰白、≠2金色光沢
（内）黒変

940 沈線文 工具ナデ、ナデ にぷい橙 灰褐、にぷい橙 ≠2半透明、≠1金色、≠1日、≠1淡黄 SI 20内出土

941 J ・4 Ⅵ 刻目 連点文、沈線文 丁寧なナデ にぷい黄褐
にぷい黄橙、
灰黄褐

≠1灰白、≠1褐灰

942 b ナデ ナデ 浅黄、黄灰 浅黄
≠2灰白、≠1半透明光沢、

≠1黒光沢、≠1金色
（外）異変

943 A 5 Ⅵ ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
≠2金色、≠2黒光沢、≠2黄
灰、≠2灰、≠2乳白、≠2褐

（外）異変

944 H ・6 Ⅵ ナデ 工具ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠2黄灰、≠2灰、≠2褐
（外）風化、
（内）黒斑

945 I ・3 b 刻目 ナデ ナデ にぷい黄 にぷい黄橙 ≠2灰、≠2黒、微細黒光沢 （外）黒変

946 ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠1灰、微細黒、微細灰半透明 SI20内出土、穿孔

947 I ・3 b 刻目 ナデ ナデ
にぷい橙、
褐灰

にぷい橙
，≠1黄、微細灰白、微細透明
光沢、微細黒光沢

（外）黒変？

948 J ・4 Ⅶ ナデ ナデ 黄褐
にぷい黄橙、
褐灰

≠4黒、 ≠4灰白、≠4日不透
明、≠2透明光沢、≠1黒光沢

（口唇部、外）
異変

949 I ・5 Ⅵ ナデ ナデ にぷい橙 にぷい橙 位 5赤褐、仲 5褐、仲 5透明光沢 （口唇部、内）黒変

950 K ・4 Ⅵ ナデ ナデ にぷい黄橙 灰黄褐
≠3灰、≠3日不透明、≠2淡黄、≠2
金色光沢、≠1透明光沢、≠1黒光沢

（口唇部）風化、9

51と同一個体か

951 K ・4 Ⅵ 丁寧なナデ ナデ
にぷい黄橙、
褐灰

灰黄褐、褐灰
≠3灰、≠2淡黄、≠2日不透明、≠

2金色、≠1透明光沢、≠1黒光沢
（外・内）黒変？、9
50と同一個体か

952 I ・8 Ⅵ
貝殻による条痕文、

ナデ
にぷい黄橙、

褐灰
≠7半透明光沢、≠2灰白、 （外・内）黒変、95

貝殻腹緑庄痕文 褐灰 ≠2半透明光沢、≠1金色 3と同一個体か

953
貝殻による条痕文、
貝殻腹緑庄痕文 ナデ

にぷい褐 灰黄褐
移 5半透明光沢、移 5乳白、

≠1金色

（内）異変、952

と同一個体か

954 K ・7 Ⅶ

貝殻による条
痕文、貝殻腹緑

庄痕文
ナデ 黄灰 にぷい黄橙

≠2黒鋭光沢、≠2金色鱗片状、

≠I灰自

（口唇部）黒変、
（外）黒変、黒
変、（内）風化

955 K ・7 Ⅶ
貝殻による条痕文、
貝殻腹緑庄痕文

丁寧なナデ 黄灰 にぷい黄橙
≠2にぷい橙、≠2灰白、

≠2黒褐、≠2金色鱗片状

（外）黒変、異
変、（内）異変

956 L ・5
貝殻による条痕文、
貝殻腹緑庄痕文

丁寧なナデ にぷい黄橙 オリーブ黒 声．5日半透明

957 I ・5 Ⅶ
貝殻による条痕文、
貝殻腹緑庄痕文

丁寧なナデ にぷい黄 暗灰黄
≠1無色透明光沢、

≠1黒鋭光沢

（外・内）黒変、（外）

黒変、（内）黒変

958 K ・9 Ⅵb 刻目
癌状突起、貝殻
腹緑庄痕文 ナデ 灰黄 暗灰黄 ≠1褐灰、≠1淡黄 （内）黒変痕

959 K ・5 Ⅵb ナデ

ナデ

にぷい黄橙 にぷい黄橙 ≠2黄灰、≠2灰、≠2褐、微細黒光沢

（外・内）黒変960 L ・4 Ⅵb ナデ にぷい黄橙 明黄褐 ≠2黒鋭光沢、≠1無色透明
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第3節　石　器

石器の報告は，石器群を便宜的に出土層別に分けて行なうものとする。その理由は，現時点で，

石器の時期を個々の石器からのみでは特定できないためである。これについては，今後の研究に

期待したい。なお，以下では，黒色黒曜石は黒曜石，白色黒曜石については姫島黒曜石，青灰色

黒曜石は淀姫黒曜石と呼称して記述する。

1IXa～lXb層

細石刃（961～966）・細石刃核（973～995），石斧（999）・掻器（969＋970）・削器（971）・微

細剥離ある剥片（972），不定形剥片剥離の接合資料（997＋998＋α）が出土する。

細石刃・細石刃核はすべて黒曜石製で，複数の産地が想定される。細石刃核の素材は，2～5

cm大の小礫であり，細石刃剥離は礫分割面を打面とし，礫形状を活かしながら行なわれるものが

多い。

接合資料（997＋998＋α）は，約8×9×4cmの亜角礫から剥片剥離されたものである。剥片

剥離は，礫の角である⑪⑫から剥離される。その後，礫は節理面を境に，礫Aと礫Bに分割され

る。礫Aは剥片（⑧の前身）が剥離された時，節理などによって①②③が同時に分割された可能

性がある。⑧は掻器（997）へと加工される。礫Bは，礫端の④⑤が剥離され，石核原型が作出

される。石核は礫面を除くように打面形成（⑥の剥離），石核成形（⑲⑬）が行なわれ，⑭⑦の

ような不定形剥片が剥離される。いかなる剥片を目的としたかは明確でない。最終的に，石核

（（9・998）が残される。

石斧（999）は，縦長に近い，厚手の剥片を素材とし，素材剥片末端側が石斧刃部となる。石

材はシルト岩。成形加工は素材剥片裏面を打面として行なわれ，その後，刃部周辺を中心に研磨

がなされる。石斧は，最大長11cmで直線的な両側緑を持つ平面短冊形，最大厚3．5cmを超す断面

かまぼこ形である。基部付近は幅約3cmで丸みを帯び，刃部は，幅約4．5cmでほぼ直線的である。

4cm前後の横幅に対し，石斧の最大厚は3．5cmを超し，非常に甲高である。石斧刃部にはやや深

めの剥離が残される。

石斧はその後，解体される。解体は，石斧の最も甲高な稜から剥離し（1007），続けて刃部周

辺が打ち落とされる（①②）。その後，③を含む，石斧腹面倒からの剥離によって，旧石斧刃部

側に尖頭部が作出される（1008）。適当な器種名が見当たらず，仮に削器として報告した。石核

の可能性もある。背面に研磨痕のある縦長剥片（1001＋1002＋1003＋1004，1006）と横長に近い

不定形剥片など（1000・1005）は石斧と同石材である。石斧本体との接合は確認できていない。

この他，図示していないが，長径10cm前後の球状のチャート礫を分割し，礫面から分割面中央

に向かって不定形剥片が剥離される接合資料がある。利用されたチャートは租質で，石器石材と

して向いてない。拳大のチャート原石も1点出土する。これも租質のチャートであり，これらの

石材が利用された製品は見当たらない。

2　VIいV…層

1009～1139は打製石鉄。1071・1085の表裏面には部分的に研磨が見られ，また両側緑は鋸歯状

を呈する。打製石鉄は，チャート・黒曜石製のものの中に，うす手の一群がある。この傾向は，
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チャート製のもので特に強い。また，1066・1067のような，分厚く，基部にU字の挟りを持つ一

群は，安山岩で占められる。1072は帖地型石鉄Aタイプ，1073はその範噂に入りそうなもの，

1125は欠損が著しいものの，帖地型石鉄Bタイプになるであろう。1216は図面の都合上，石鉄に

含まれていないが，小形の帖地型石鉄Aタイプであろう。1072・1125・1216は，すべて乳白色の

珪質岩である。石材と石鉄形態に一定の相関が見られる。1090～1139は欠損の著しいものを一括

した。先端からの加撃によって欠損する資料が一定量見られる。1140～1177は打製石鉄未製品で

ある。

1178～1182は礫器である。石材は，尾鈴酸性岩・砂岩・頁岩がある。1179・1181は尾鈴酸性岩

製で，それらは礫片を利用し，背面に大きく礫面を残す。

1183・1186は舟底状石器で，いずれも黒曜石製で小形である。1184・1185は石錐である。1187

～1190・1194・1195は二次加工ある剥片，1192・1196は微細剥離ある剥片である。1191は小形角

礫の角を剥離したものである。左側面に見られる剥離の意図は不明確である。打面再生剥片，打

面作出剥片などが想定される。1193は六角柱の水晶の結晶である。水晶は，包含層中に本来存在

しないことから，持ち込まれたものである可能性が高い。稜が摩滅する。1197～1199は，削器と

剥片が接合する資料である。1200～1206・1209・1210は石匙である。小形のものは黒曜石，少数

のチャート，大形のものは安山岩製である。小形の一群は下端を尖らすものが特徴的に見られる。

1207は楔形石器，1208・1211～1214は掻器である。

1215・1217～1219は尖頭器である。1215→1218→1217の順に，大→中→小となる。石材は大・

中が安山岩，小が頁岩となる。1219は尖頭部が明確でなく，また加工のあり方など一般的な尖頭

器と異なる点が多いが，便宜上ここに掲載した。1220～1239は削器である。尖頭状石器・石鉄未

製品との区別が明確でないものもここに含めた。小型のものには黒曜石・チャートが多用され，

大型のものには砂岩・頁岩が多用される。

1240～1272は石核である。小形のものに黒曜石・姫島黒曜石・淀姫黒曜石・チャートが，大形

のものに砂岩・頁岩が多用される。傾向として，大形・小形の石核を問わず，縦長に近い不定形

剥片が剥離される。1252は細石刃核の可能性がある。

1273～1275は異形石器である。1275は黒味を帯びたチャート製であり，1273・1274の黒曜石製

のものと合わせ，黒色系石材が利用される。1280・1281は磨製石斧，1282は環状石斧である。環

状石斧の残り半分は出土していない。欠損部周辺は赤化する。1283～1299は蔽石類，1300～1305

は石皿類である。

1276～1279はⅧ層中より出土した。1276・1279は二次加工ある剥片，1278は石核である。

3　V】層

1306～1434は打製石鉄である。石材を見ると，黒曜石・チャート・姫島黒曜石がそれぞれ同数

程度あり，この他，淀姫黒曜石・安山岩製のものが一定量認められる。1435～1468・1473・1474

は打製石鉄未製品である。削器，石錐未製品，尖頭状石器との区別が明確でないものもここに含

めた。打製石鉄と石材の利用傾向は同じである。1469は楔形石器とした。石鉄未製品の可能性が

ある。1470～1472・1475～1488は削器である。石材は打製石鉄・その未製品と同じ傾向である。
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尖頭部を持つものが散見される。

1489は全面研磨された玉製品である。口をくびった袋のようなものか。1490～1492・1497は石

錐である。錐部断面形は円でなく菱形のものが多い。1496は楔形石器である。1493～1495は異形

石器，1498・1499は異形局部磨製石鉄である。前者は黒曜石とチャート製であるのに対し，後者

は全てチャート製で占められる。

1500～1502・1504・1505は石匙である。1500・1502は小形のもので，素材剥片形状をそのまま

活かして作られる。1504・1505は大形の石匙であり，いずれも縦匙である。1501は大形石匙のつ

まみ部の可能性がある。1503・1506・1507は掻器である。平面形は，小形円形と大形縦に長い長

方形のものとがある。

1508～1529は石核である。石材を見ると，黒曜石と姫島黒曜石が多い。1508・1509は小形の黒

曜石礫から，特に石核整形など行わず不定形剥片が剥離される。姫島黒曜石のものは，概して黒

曜石製の石核に較べ大形である。ある程度，打面を一所に固定して不定形剥片が剥離されるもの

が多い。この他，チャートや頁岩製のものが見られ，後者は（1529）周縁から中心に向かって不

定形剥片が剥離される点で，他の石核と剥離方法に大きな差がある。1530は微細剥離ある剥片，

1531～1540・1542・1543は二次加工ある剥片である。1533はⅦ層出土の舟底状石器とした1183・

1186に類似する。1541は大形の縦長剥片の周縁に加工が施されたもので，サイズが大きいこと，

下線の稜がやや潰れることから，打製石斧とした。1544は磨製石斧。1545～1558は蔽石類である。

尾鈴酸性岩・砂岩が多用される。1559は礫器である。1560～1562（1561・1562はⅦ層出土）は黒

曜石原石である。1560は大形で，表皮の観察から，佐賀県伊万里市腰岳産の可能性がある。1561・

1562は小形で，後者は細石刃核の原礫である可能性がある。1563～1566は石皿類である。

－162－



馴留
∠二二：ゝ

底
＜こ＝＞

臥－
∠ゝ　96

月
2

凰
＜＝＝＝＞

。＝藍⊇＞

駈‾墜‾l9眉 一手ニーI一三
∠＝ゝ　965

亡＝＞　966

0　　　　　　　　2cm

」

く二二1971

0　　　　　2／3　　　　　5cm

」」＿＿＿」＿＿＿＿」＿」」

第115図　出土土器（1）

－163－



第116図　出土土器（2）
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表4　石器観察表（1）
図 N o 層 グリッド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

9 6 1 Ⅸ b K 14 2 細 石 刃 0 ．8 0 ．4 0 ．2 ＜ 0 ．1 O b 風 化 顕 著 。 西 北 九 州 系 の も の か 。

9 6 2 Ⅸ a J 14 7 細 石 刃 1 ．5 0 ．5 0 ．5 0 ．2 O b 桑 ノ 木 津 留 産 。

9 6 3 Ⅸ a I14 2 細 石 刃 1 ．4 0 ．7 0 ．2 0 ．2 O b 白 色 斑 晶 含 む 石 材 。

9 6 4 Ⅸ a J 14 3 3 細 石 刃 1 ．1 0 ．7 0 ．2 ＜ 0 ．1 O b 桑 ノ 木 津 留 産 。

9 6 5 Ⅸ b I 14 2 細 石 刃 1 ．6 0 ．6 0 ．3 0 ．1 O b 西 北 九 州 系 の も の か 。

9 6 6 Ⅸ a I 14 2 細 石 刃 1 ．5 0 ．7 0 ．3 0 ．2 O b 白 色 斑 晶 含 む 石 材 。

9 6 7 Ⅸ a H 2 0 2 石 鉄 1 ．4 1 ．5 0 ．2 0 ．6 C h 先 端 欠 。

9 6 8 Ⅸ a K 1 5 1 石 鉄 2 ．1 1 ．4 0 ．3 0 ．8 S l

96 9 Ⅸ a J 1 4 5 7 掻 器 （接 合 ）
－ － － － S h 10 右 側 緑 に接 合 。 新 し い 折 れ 。

97 0 Ⅸ b I1 4 5 掻 器 3 ．2 1 ．0 0 ．5 1 ．7 S h 削 器 的 要 素 も あ わ せ 持 つ 。

9 7 1 Ⅸ b I1 4 3 削 器 10 ．8 4 ．9 2 ．9 1 10 ．5 S 右 側 緑 に 刃 部 。

9 7 2 Ⅸ a I1 6 1 微 細 剥 離 剥 片 12 ．0 7 ．7 3 ．2 2 8 2 ．7 S l 素 材 の 打 面 は 礫 面 。

9 7 3 Ⅶ E 2 2 15 細 石 刃 核 2 ．2 1．3 1 ．1 2 ．3 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 ・打 面 調 整 な し 。

9 7 4 Ⅸ b I1 5 1 細 石 刃 核 1．8 1．5 1 ．0 2 ．4 O b 打 面 調 整 ・打 面 転 移 あ り 。

9 7 5 Ⅸ a J 1 4 3 細 石 刃 核 1．4 1．2 1 ．3 1 ．8 O b 礫 分 割 面 打 面 。 打 面 調 整 な し。 石 核 成 形 あ り 。

9 7 6 Ⅶ F 2 2 4 8 細 石 刃 核 2 ．0 1 ．5 1 ．6 3 ．2 O b 打 面 調 整 あ り。 石 核 成 形 な し。

9 7 7 D 6 3 2 細 石 刃 核 2 ．4 1 ．1 1 ．2 1 ．8 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 ・打 面 調 整 な し。

9 7 8 Ⅶ C 2 0 1 細 石 刃 核 1 ．8 1 ．2 1 ．0 1 ．9 O b 石 核 成 形 ・打 面 調 整 あ り。

9 7 9 Ⅶ E 2 2 6 3 細 石 刃 核 1 ．7 1 ．2 1 ．5 2 ．0 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 な し。

9 8 0 D 9 5 細 石 刃 核 1 ．6 1 ．4 1 ．8 3 ．2 O b 石 核 成 形 な し。 打 面 を 逸 す る 。

9 8 1 Ⅶ F 2 2 5 2 細 石 刃 核 1 ．8 1 ．8 1 ．7 4 ．6 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 あ り。

9 8 2 D 1 3 2 細 石 刃 核 1 ．5 1 ．2 1 ．3 2 ．2 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 あ り。

9 8 3 Ⅸ b J 14 1 2 細 石 刃 核 1 ．6 1 ．6 1 ．3 2 ．8 O b 礫 打 面 。 石 核 成 形 あ り。

9 84 Ⅶ E 2 2 3 0 細 石 刃 核 2 ．4 1 ．2 1 ．8 5 ．6 O b 礫 打 面 。 打 面 調 整 あ り。

9 8 5 Ⅶ F 2 2 4 8 細 石 刃 核 2 ．9 1 ．0 2 ．0 5 ．1 O b 打 面 調 整 ・石 核 成 形 あ り。

9 86 Ⅷ J 15 3 細 石 刃 核 2 ．0 1 ．5 1 ．6 4 ．4 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 な し 。

9 8 7 Ⅷ J 1 4 8 細 石 刃 核 1 ．5 1 ．5 1．7 3 ．0 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 あ り 。

r9 8 8 Ⅸ b F l l 1 4 細 石 刃 核 1．8 1．3 1．5 3 ．2 O b 頻 繁 な 打 面 転 移 。

9 8 9 D 3 6 8 細 石 刃 核 2 ．5 1 ．4 1．7 5 ．4 O b 礫 打 面 。 石 核 成 形 な し 。

9 9 0 D 1 2 8 細 石 刃 核 2 ．0 1 ．4 1．6 4 ．4 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 あ り 。

9 9 1 D 9 4 細 石 刃 核 1 ．5 1 ．7 3 ．4 7 ．0 O b 石 核 成 形 あ り。 白 色 斑 晶 顕 著 な 石 材 。

9 9 2 Ⅷ I14 7 細 石 刃 核 2 ．2 1 ．0 1 ．5 3 ．2 O b 石 核 成 形 あ り。

9 9 3 Ⅸ a J 14 24 細 石 刃 核 1 ．6 1 ．3 2 ．0 3 ．4 O b 礫 分 割 面 打 面 。 石 核 成 形 あ り。

9 9 4 Ⅸ a I1 5 8 細 石 刃 核 1 ．5 2 ．5 2 ．1 5 ．4 O b 石 核 成 形 あ り。

9 9 5 Ⅸ a I1 5 2 細 石 刃 核 3 ．0 2 ．0 1 ．9 7 ．0 O b 打 面 調 整 ・石 核 成 形 な し。

9 9 6 Ⅶ F 2 2 4 5 石 核 2 ．2 2 ．1 1 ．4 3 ．5 O b 細 石 刃 核 の ブ ラ ン ク か ？

9 9 7 Ⅸ a I14 9 掻 器 4 ．2 2 ．9 2 ．0 2 4 ．3 K S h 9 9 7 と 同 一 母 岩 。 右 側 面 ・裏 面 は 節 理 面 。

9 9 8 Ⅷ J 14 7‘
石 核 3 ．9 4 ．1 3 ．3 5 2 ．6 K S h 9 9 8 と 同 一 母 岩 。

9 9 9 神 子 柴 型 石 斧 1 1 ．1 4 ．4 3 ．6 1 3 5 ．6 S l

1 0 0 0 Ⅸ a H 14 1 1 剥 片 1 ．4 2 ．1 0 ．6 1 ．3 S l

1 0 0 1 Ⅸ a H 14 5 剥 片 2 ．2 1 ．6 0 ．9 1 ．4 S l

1 0 0 2 Ⅸ a H 14 剥 片 2 ．8 1 ．3 0 ．4 1 ．－3 S l 1 0 0 5 → 1 0 0 4 → 1 0 0 3 → 1 0 0 2 の 順 に 剥 離 。

1 0 0 3 Ⅸ a H 14 7 剥 片 3 ．5 1 ．1 0 ．4 1 ．3 S l 1 0 0 5 → 1 0 0 4 → 1 0 0 3 → 1 0 0 2 の 順 に 剥 離 。

1 0 04 Ⅸ a H 14 6 剥 片 3 ．7 1 ．7 0 ．5 3 ．0 S l 1 0 0 5→ 1 0 04 → 1 0 0 3→ 1 0 0 2 の 順 に剥 離 。

1 00 5 Ⅸ a H 14 3 ・4 剥 片 3 ．5 1 ．7 0 ．6 2 ．2 S l 10 0 5→ 1 0 04 ・→ 1 0 0 3→ 1 0 0 2 の 順 に剥 離 。

10 0 6 Ⅸ a H 14 剥 片 3 ．8 1 ．5 0 ．5 2 ．1 S l

10 0 7 D 2 3 剥 片 3 ．1 4 ．5 1 ．2 9 ．4 S l 石 斧 背 面 に 接 合 。

10 0 8 Ⅸ a H 1 4 10 削 器 9 ．1 3 ．3 2 ．3 6 1 ．8 S l 尖 頭 部 を 意 識 か 。

10 0 9 Ⅶ H 9 1 石 鉄 1 ．1 1．4 0 ．4 0 ．2 O b 石 匙 の 可 能 性 あ り 。

10 10 Ⅶ E 2 4 9 石 鉄 1．4 1．3 0 ．5 0 ．6 O b 背 面 に 礫 面 残 る 。

10 1 1 Ⅶ K 4 2 0 4 石 鉄 1．2 1 ．4 0 ．6 0 ．6 O b 石 鉄 未 製 品 か 。 か な り分 厚 い 。

10 1 2 Ⅶ N 5 1 1 石 鉄 1．3 1 ．4 0 ．4 0 ．5 A n 左 脚 欠 損 。

1 0 1 3 Ⅶ M 7 3 5 石 鉄 1．4 1 ．5 0 ．6 0 ．7 O b 先 端 か ら欠 損 。

1 0 1 4 Ⅶ Il O 1 0 5 石 鉄 1 ．6 1 ．5 0 ．6 1 ．3 O b 石 錐 の 可 能 性 あ り。

1 0 1 5 Ⅶ F 2 6 3 5

1 1 7

石 鉄 1 ．3 0 ．9 0 ．3 0 ．2 K 小 形 。

1 0 1 6 Ⅶ L 9 石 鉄 1 ．3 1 ．1 0 ．3 ＞ 0 ．1 O b 表 裏 面 に 素 材 剥 片 面 を 残 す 。

1 0 1 7 Ⅶ L 4 石 鉄 1 ．2 1 ．0 0 ．3 0 ．2 O b 先 端 を や や 欠 く。

1 0 1 8 Ⅶ L 8 9 3 石 鉄 1 ．2 1 ．2 0 ．3 0 ．3 C h 右 脚 は 欠 損 で な い 。

1 0 1 9 Ⅶ 17 5 石 鉄 1 ．3 1 ．3 0 ．3 0 ．3 O b 1 0 1 8 に 同 じ く、 右 脚 は 欠 損 で な い 。

1 0 2 0 Ⅶ E 12 3 0 7 石 鉄 1 ．3 1 ．2 0 ．4 0 ．4 S l 先 端 は 潰 れ る 。

1 0 2 1 Ⅶ F l l 3 5 4 石 鉄 1 ．6 1 ．2 0 ．3 0 ．3 O b 完 形 。

1 0 22 Ⅶ E 2 5 1 2 0 石 鉄 1 ．5 1 ．1 0 ．3 0 ．3 C h 右 側 緑 は 欠 損 後 の 再 加 工 か 。

10 2 3 Ⅶ G 2 2 2 6 石 鉄 1 ．5 1 ．3 0 ．2 0 ．3 C h う す く整 形 。

10 2 4 Ⅶ J 6 4 7 石 鉄 ‘ 1 ．3 1．4 0 ．4 0 ．5 C h 基 部 周 辺 は う す い 。

10 2 5 Ⅶ E 2 4 1 2 石 鉄 1．3 1．2 0 ．2 0 ．2 C h う す く整 形 。

10 2 6 Ⅶ B 2 3 1 4 石 鉄 1．3 1．3 0 ．1 0 ．3 O b l 完 形 。

10 2 7 Ⅶ D 2 5 1 9 石 鉄 1 ．5 1 ．3 0 ．3 0 ．4 O b うす く整 形 。

10 2 8 Ⅶ B 2 3 8 石 鉄 1 ．6 1 ．2 0 ．4 0 ．5 C h
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表4　石器観察表（2）
図 N o 層 グ リッ ド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

10 2 9 Ⅶ F 1 5 4 0 8 石 鉄 1 ．8 1 ．3 0 ．3 0 ．4 O b う す く整 形 。

1 0 3 0 Ⅶ H 6 5 6 石 鉄 1 ．4 1 ．6 0 ．4 0 ．6 O b 完 形 。

1 0 3 1 Ⅶ H 1 7 57 3 石 鉄 1 ．4 1 ．3 0 ．4 0 ．3 O b 不 純 物 多 い 石 材 。 完 形 。

1 0 3 2 Ⅶ F 28 17 石 鉄 1 ．8 1 ．4 0 ．3 0 ．4 O b 完 形 。

1 0 3 3 Ⅶ F 2 1 2 石 鉄 1 ．9 1 ．6 2 ．5 0 ．4 C h う す く整 形 。

1 0 3 4 Ⅶ M 6 2 13 石 鉄 1 ．7 1 ．5 0 ．3 0 ．4 C h う す く整 形 。

1 0 3 5 Ⅶ K 4 2 3 5 石 鉄 1．9 1 ．3 0 ．3 0 ．4 C h う す く整 形 。

1 0 3 6 Ⅶ I6 3 7 石 鉄 2 ．1 1．6 0 ．3 0 ．8 C h 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 0 3 7 Ⅶ K 5 3 0 6 石 鉄 1．6 ．1．6 0 ．4 0 ．5 O b 右 脚 を や や 欠 く 。

1 0 3 8 Ⅶ F 2 4 5 9 石 鉄 2 ．1 1 ．6 0 ．4 0 ．7 A n 完 形 。

10 3 9 Ⅶ L 7 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．3 0 ．5 C h 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

10 4 0 Ⅶ G l l 2 8 石 鉄 2 ．0 0 ．9 0 ．3 0 ．5 C h う す く整 形 。

10 4 1 Ⅶ C 2 3 5 8 石 鉄 1 ．6 1 ．6 0 ．3 0 ．4 O b 表 裏 面 に 素 材 剥 片 面 を 残 す 。

10 4 2 Ⅶ D 2 0 1 1 石 鉄 1 ．8 1 ．3 0 ．3 0 ．5 K 完 形 。

10 4 3 Ⅶ E 2 0 1 石 鉄 2 ．0 1 ．4 0 ．4 0 ．7 S h 先 端 を 欠 損 。

10 4 4 Ⅶ E 2 2 2 6 石 鉄 1 ．7 1 ．4 0 ．4 0 ．6 K 完 形 。

10 4 5 Ⅶ K 7 7 2 石 鉄 1 ．9 1 ．4 0 ．4 0 ．7 K や や 分 厚 い 断 面 。

10 4 6 Ⅶ G l O 8 6 石 鉄 1 ．9 1 ．6 0 ．4 0 ．8 A n 先 端 は 調 査 中 に 欠 く。

10 4 7 Ⅶ K 6 4 9 石 鉄 1 ．6 1 ．7 0 ．4 0 ．6 O b 右 脚 欠 損 。

10 4 8 Ⅶ G l O 3 2 石 鉄 1 ．5 1 ．7 0 ．4 1 ．6 C h 完 形 。

1 0 4 9 Ⅶ G 24 8 石 鉄 1 ．8 1 ．7 0 ．6 1 ．2 O b 先 端 ・右 脚 欠 損 。

1 0 5 0 Ⅶ J 6 2 04 石 鉄 2 ．0 1 ．4 0 ．4 0 ．8 S 完 形 。

1 0 5 1 Ⅶ F 2 7 4 石 鉄 1 ．6 1 ．1 0 ．4 0 ．4 C h 先 端 を や や 欠 く。

1 0 5 2・ Ⅶ F 2 6 60 石 鉄 2 ．0 1 ．6 0 ．4 0 ．7 C h 側 線 は や や 鋸 歯 状 。

1 0 5 3 Ⅶ L l l 1 石 鉄 2 ．0 1 ．5 0 ．4 0 ．7 C h 挟 り 深 い 。 完 形 。

1 0 5 4 Ⅶ F 16 7 0 9 石 鉄 2 ．0 1 ．5 0 ．4 0 ．6 S l 風 化 著 し い 。

1 0 5 5 Ⅶ F lO 13 3 石 鉄 2 ．1 2 ．0 0 ．5 1 ．4 A n 完 形 。

1 0 5 6 Ⅶ C 2 2 6 石 鉄 2 ．2 1 ．8 0 ．4 1 ．4 C h 先 端 か ら 欠 損 。 左 脚 を 欠 く。

1 0 5 7 Ⅶ K 5 9 8 石 鉄 2 ．3 1 ．8 0 ．5 1 ．5 C h 右 脚 欠 損 。

1 0 5 8 Ⅶ J7 8 石 鉄 2 ．0 1 ．4 0 ．4 0 ．7 C h 背 面 中 央 に こ ぶ を残 す 。

1 0 5 9 Ⅶ F 2 8 15 石 鉄 2 ．2 1 ．6 0 ．3 0 ．6 C h 決 り深 い 。．う す く整 形 。

1 0 6 0 Ⅶ 15 8 2 石 鉄 2 ．3 1 ．5 0 ．4 0 ．9 O b 右 脚 欠 損 。

1 0 6 1 Ⅶ J 6 10 0 石 鉄 1．．7 1．4 0 ．2 0 ．5 C h 先 端 を や や 欠 く 。

1 0 6 2 Ⅶ K 6 5 3 石 鉄 2 ．0 1．6 0 ．4 0 ．7 O b 左 側 緑 は 調 査 中 に 欠 く 。

1 0 6 3 Ⅶ H 7 ／8 石 鉄 2 ．4 2 ．1 0 ．4 1 ．4 O b 表 裏 面 に 素 材 剥 片 面 を 残 す 。

1 06 4 Ⅶ H 1 7 5 6 8 石 鉄 2 ．6 1．7 0 ．4 0 ．9 A n 先 端 は 潰 れ る 。

10 6 5 Ⅶ F 1 5 4 14 石 鉄 2 ．6 1．8 0 ．7 2 ．4 A n 左 脚 欠 損 。

10 6 6 Ⅶ G 2 4 7 石 鉄 2 ．9 1 ．7 0 ．5 1 ．9 A n 完 形 。

10 6 7 Ⅶ H 1 5 6 2 8 石 鉄 2 ．9 1 ．9 0 ．6 2 ．3 A n 完 形 。

10 6 8 Ⅶ F 1 3 2 9 1 石 鉄 1 ．5 1 ．7 0 ．4 1．3 S l 先 端 か ら 欠 損 。

10 6 9 Ⅶ F 3 0 5 石 鉄 3 ．6 2 ．1 0 ．6 2 ．5 S l 右 脚 欠 損 。

10 7 0 Ⅶ K 1 2 4 石 鉄 3 ．7 1 ．8 0 ．5 1．6 S h 両 側 緑 は 鋸 歯 縁 。

10 7 1 Ⅶ I8 1 8 石 鉄 3 ．4 2 ．1 0 ．4 2 ．1 C h 表 裏 面 と も に 研 磨 あ り。

10 7 2 Ⅶ B 2 5 2 石 鉄 3 ．4 1 ．3 0 ．4 1 ．3 K 帖 地 型 石 鉄 A タ イ プ 。

1 0 7 3 Ⅶ D 2 1 4 1 石 鉄 5 ．2 2 ．1 0 ．4 3 ．4 C h 先 端 を 欠 損 。．帖 地 型 石 鉄 A タ イ プ か 。

1 0 7 4 Ⅶ L 4 6 5 石 鉄 1 ．1 1 ．1 0 ．2 0 ．2 C h 素 材 剥 片 形 状 を そ の ま ま 活 か す 。

1 0 7 5 Ⅶ G 2 2 1 6 石 鉄 1 ．5 1 ．3 0 ．2 0 ．4 C h 剥 片 か 。

1 0 7 6 Ⅶ I9 4 石 鉄 1 ．8 1 ．2 0 ．3 0 ．4 O b う す く整 形 。

1 0 7 7 Ⅶ C 2 3 4 3 石 鉄 1 ．8 1 ．6 0 ．3 0 ．5 O b l 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 0 7 8 Ⅶ N 4 2 4 石 鉄 2 ．1 1 ．6 0 ．5 1 ．3 K S l 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 0 7 9 Ⅶ L lO 3 0 石 鉄 2 ．3 1 ．9 0 ．3 1 ．3 H l 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。 整 形 加 工 も 狙 い 。

1 0 8 0 Ⅶ C 2 3 9 石 鉄 2 ．2 1 ．4 0 ．4 0 ．9 K S h 先 端 ・右 脚 欠 損 。

1 0 8 1 Ⅶ F 3 0 2 石 鉄 2 ．1 1 ．4 0 ．5 0 ．5 O b 素 材 剥 片 を折 断 後 、 基 部 の 挟 り と先 端 周 辺 の み 整 形 。

1 0 8 2 Ⅶ G 9 19 3 石 鉄 2 ．2 1 ．6 0 ．4 1 ．0 S h 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 0 8 3 Ⅶ F 2 1 12 石 鉄 2 ．4 2 ．2 0 ．7 3 ．0 C h 粗 い 整 形 で 、 歪 ん だ 形 態 。 石 鉄 未 製 品 か 。

1 0 84 Ⅶ D 2 0 12 9 石 鉄 2 ．3 2 ．0 0 ．5 1 ．7 O b 尖 頭 状 石 器 か 。

1 0 8 5 Ⅶ K 4 13 1 石 鉄 2 ．1 1 ．3 0 ．3 0 ．6 S h 表 裏 面 と も に 研 磨 あ り 。 両 側 緑 は 粗 い 鋸 歯 状 。

1 0 8 6 Ⅶ K 5 4 2 9 石 鉄 2 二2 2 ．1 0 ．5 1 ．5 C h 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 0 8 7 Ⅶ E 2 3 2 0 石 鉄 3 ．1 1 ．7 0 ．5 1 ．7 O b 素 材 剥 片 面 の 歪 み を 修 整 す る 格 好 で 整 形 。

1 0 8 8 Ⅶ L l O 16

7 7

石 鉄 3 ．0 2 ．0 6 ．5 3 ．8 K S h 素 材 剥 片 の 周 縁 に の み 整 形 。

1 0 8 9 Ⅶ E 1 9 石 鉄 2 ．8 1 ．8 0 ．5 1 ．6 S h 裏 面 は 素 材 剥 片 面 。

1 0 90 Ⅶ H 6 石 鉄 1 ．3 1 ．0 0 ．4 0 ．3 O b 先 端 の み 残 存 。 右 方 向 よ り欠 損 。

10 9 1 Ⅶ J 5 5

1 9

石 鉄 1 ．4 1．1 0 ．3 0 ．4 C h 両 脚 欠 損 。

10 92 Ⅶ N 4 石 鉄 1 ．3 1 ．2 0 ．3 0 ．6 C h 先 端 ・両 脚 欠 損 。

10 9 3 Ⅶ F 2 8 石 鉄 1 ．4 1 ．5 0 ．6 0 ．7 C h 背 面 中 央 に こ ぶ 残 す 。 石 鉄 未 製 品 か 。

10 9 4 Ⅶ I6 1 2 石 鉄 1 ．3 1 ．2 0 ．4 0 ．5 O b 両 脚 欠 損 。 先 端 は 尖 ら な い 。

10 9 5 Ⅶ L l O 2 6 石 鉄 1 ．6 1 ．3 0 ．3 0 ．6 O b l 先 端 の み 残 存 。

10 9 6 Ⅶ E 2 8 9 石 鉄 2 ．0 1 ．4 0 ．4 0 ．7 K 左 脚 欠 損 。
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表4　石器観察表（3）
図 N o 層 グリッド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

10 9 7 Ⅶ H 1 6 1 石 鉄 1 ．9 1．6 0 ．3 0 ．5 C h 基 部 側 を 欠 損 。 石 器 周 縁 に 柵 か な 加 工 。

10 9 8 Ⅶ J 4 4 6 石 鉄 1 ．0 1．3 0 ．3 0 ．3 O b 基 部 側 の み 残 存 。 欠 損 は 先 端 方 向 か ら 。

10 9 9 Ⅶ H 9 3 石 鉄 0 ．9 1．4 0 ．5 0 ．5 O b 基 部 の み 残 存 。 分 厚 い 。

1 10 0 Ⅶ 0 4 1 2 石 鉄 1 ．1 1．7 0 ．7 0 ．7 O b 先 端 欠 損 。 分 厚 い 。

1 10 1 Ⅶ H l l 8 石 鉄 2 ．0 1．1 0 ．7 1 ．3 C h 分 厚 い 。 石 鉄 未 製 品 か 。

1 10 2 Ⅶ C 2 3 7 石 鉄 1 ．4 1：5 0 ．3 0 ．5 O b 先 端 欠 損 。

1 10 3 Ⅶ G 1 6 5 石 鉄 1 ．4 1．5 0 ．3 0 ．5 C h 先 端 か ら 欠 損 。

1 10 4 Ⅶ F 2 5 6 6 石 鉄 1 ．1 1．7 0 ．3 0 ．4 O b l 脚 部 の み 残 存 。

1 10 5 Ⅶ L 6 6 6 石 鉄 1．4 1．5 0 ．6 0 ．8 O b 先 端 欠 損 。

1 10 6 Ⅶ E 2 4 4 5 石 鉄 1．3 0 ．9 0 ．3 0 ．3 O b 左 脚 の み 残 存 。

1 10 7 Ⅶ E 2 2 4 5 石 鉄 1．3 1．1 0 ．3 0 ．3 K 先 端 の み 残 存 。

1 10 8 Ⅶ E 2 3 ．4 1 石 鉄 1．2 1．5 0 ．2 0 ．5 C h 先 端 欠 損 。

1 10 9 Ⅶ C 2 3 6 3 石 鉄 1．5 1．1 0 ．2 0 ．4 C h 左 脚 の み 残 存 。 決 り の な い 石 鉄 。

1 1 10 Ⅶ F 3 0 9 石 鉄 1 ．6 1．7 0 ．5 1 ．0 C h 左 脚 の み 残 存 。 大 形 の 石 鉄 か 。

1 1 1 1 Ⅶ K 7 6 2 石 鉄 1 ．3 1．0 0 ．4 0 ．5 C h 胴 部 半 分 の み 残 存 。

1 1 12 Ⅶ M 5 3 0 石 鉄 1 ．8 1 ．7 0 ．8 2 ．1 C h 先 端 欠 損 。 分 厚 く、 石 鉄 未 製 品 か 。

1 1 13 Ⅶ F 2 5 8 4 石 鉄 1 ．6 1 ．6 0 ．3 0 ．6 C h 両 脚 欠 損 。

1 1 14 Ⅶ K 9 5 6 石 鉄 1 ．4 1 ．5 0 ‾．4 0 ．7 C h 先 端 か ら 大 き く剥 離 。

1 1 15 Ⅶ 0 3 7 石 鉄 1 ．6 1 ．3 0 ．4 0 ．5 O b 先 端 ・両 脚 欠 損 。

1 1 16 Ⅶ E 2 8 15 石 鉄 1 ．7 1 ．6 0 ．3 0 ．6 O b 先 端 欠 損 。 裏 面 に は 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 1 17 Ⅶ I6 10 石 鉄 1 ．9 1 ．5 0 ．5 0 ．7 O b l 右 脚 欠 損 。 両 側 緑 は や や 鋸 歯 状 。

1 1 18 Ⅶ E 1 4 2 8 4 石 鉄 2 ．0 1 ．5 0 ．4 0 ．8 A n 右 脚 欠 損 。

1 1 19 Ⅶ K 4 4 0 6 石 鉄 1 ．8 1 ．5 0 ．3 0 ．5 C h 左 脚 欠 損 。

1 12 0 Ⅶ ． C 2 4 10 石 鉄 2 ．1 1 ．8 0 ．3 0 ．6 C h 先 端 ・左 脚 欠 損 。

1 12 1 Ⅶ L 7 N ベ 石 鉄 1 ．9 1 ．6 ．0 ．6 1 ．2 O b 左 脚 欠 損 。 分 厚 い 。

1 12 2 Ⅶ H 6 3 0 石 鉄 2 ．0 1 ．8 0 ．3 0 ．6 O b 2 両 脚 欠 損 。

1 12 3 Ⅶ I5 6 1 石 鉄 2 ．0 1 ．5 0 ．5 1 ．0 O b 右 脚 欠 損 。 先 端 を や や 欠 く。

1 12 4 Ⅶ M 6 7 7 石 鉄 2 ．3 1 ．8 0 ．6 1 ．6 C h 右 脚 は 節 理 で 欠 く。

1 12 5 Ⅶ D 2 7 1 石 鉄 2 ．2 1 ．6 0 ．4 1 ．0 K 帖 地 型 石 鉄 B タ イ プ か 。

1 12 6 Ⅶ K 7 6 2 石 鉄 2 ．4 1 ．7 0 ．4 1 ．5 C h 先 端 か t ら左 身 を 大 き く欠 損 。

1 12 7 Ⅶ F l l 9 9 石 鉄 2 ．3 1 ．8 0 ．6 1 ．3 C h 先 端 か ら 欠 損 。

1 12 8 Ⅶ I5 6 0 石 鉄 2 ．3 1 ．3 0 ．3 0 ．5 C h 先 端 ・右 脚 欠 損 。

1 12 9 Ⅶ C 2 4 2 3 石 鉄 2 ．1 1 ．0 0 ．4 0 ．6 C h 先 端 か ら 右 身 を 欠 損 。．欠 損 は 先 端 側 か ら 。

1 13 0 Ⅶ M 4 2 3 2 石 鉄 2 ．8 1 ．3 0 ．5 0 ．6 K S h 欠 損 は 節 理 に 沿 っ て 生 じ る 。

1 13 1 Ⅶ G 1 5 5 石 鉄 2 ．4 ．1 ．3 0 ．4 0 ．8 C h 先 端 か ら左 身 を 欠 損 。 欠 損 は 先 端 側 か ら 。

1 13 2 Ⅶ I4 4 0 石 鉄 2 ．1 2 ．2 0 ．6 2 ．8 C h 両 脚 欠 損 。 石 鉄 未 製 品 か 。

1 13 3 Ⅶ F 1 4 6 4 1 石 鉄 2 ．4 1 ．1 0 ．5 0 ．7 C h 左 脚 の み 残 存 。 欠 損 は 先 端 側 か ら 。

1 13 4 Ⅶ G 1 5 9 石 鉄 2 ．4 1 ．0 0 ．4 0 ．6 C h 先 端 か ら 右 身 を 欠 損 。 欠 損 は 挟 り側 か ら 。

1 13 5 Ⅶ 0 4 19 石 鉄 2 ．3 1 ．8 0 ．6 1 ．9 C h 右 脚 欠 損 。 分 厚 く、 石 鉄 未 製 品 か 。

1 13 6 Ⅶ G 2 4 2 6 石 鉄 2 ．5 1 ．8 0 ．5 1 ．7 A n 先 端 ・右 脚 欠 損 。

1 13 7 Ⅶ M 7 石 鉄 2 ．8 2 ．2 0 ．5 2 ．3 C h 先 端 ・両 脚 欠 損 。

1 1 3 8 Ⅶ J 9 19 石 鉄 3 ．1 2 ．1 0 ．6 1 ．8 C h 右 脚 欠 損 。

1 1 3 9 Ⅶ H 17 5 6 3 石 鉄 3 ．9 1 ．7 0 ．4 2 ．0 A n 右 脚 は 調 査 中 に 欠 損 。

1 14 0 Ⅶ I lO 2 7 石 鉄 未 製 品 1 ．3 1 ．2 0 ．7 0 ．8 O b 石 鉄 製 作 の 早 い 工 程 で 、先 端 付 近 で 欠 損 し た も の か 。

1 14 1 Ⅶ L 4 18 4 石 鉄 未 製 品 1 ．9 1 ．7 0 ．8 1 ．8 O b l 基 部 周 辺 は 分 厚 い 。 尖 頭 状 石 器 か 。

1 14 2 Ⅶ K ？ 2 0 1 石 鉄 未 製 品 2 ．2 2 ．1 0 ．9 3 ．9 C h 製 作 の 早 い 工 程 か 。

1 14 3 Ⅶ K 4 3 0 2 石 鉄 未 製 品 2 ．8 2 ．4 1 ．0 5 ．3 C h 周 縁 か ら の 粗 い 整 形 の み 。

1 14 4 Ⅶ F 2 3 3 4 石 鉄 未 製 品 1 ．6 1 ．4 0 ．5 0 ．9 K 尖 頭 部 の 作 出 は 明 確 で な い 。

1 14 5 Ⅶ I5 6 4 石 鉄 末 製 品 1 ．8 1 ．7 0 ．9 2 ．5 C h 背 面 の 厚 み を 減 じ き れ な か っ た か 。 尖 頭 部 未 作 出 。

1 14 6 Ⅶ K 7 60 石 鉄 未 製 品 2 ．2 1 ．3 0 ．7 1 ．5 C h 右 側 緑 を 欠 損 す る 。

1 14 7 Ⅶ C 2 4 18 石 鉄 未 製 品 2 ．1 1 ．9 0 ．6 2 ．0 C h 分 厚 い 。

1 14 8 Ⅶ L 4 9 4 石 鉄 未 製 品 2 ．9 2 ．2 1 ．0 4 ．8 C h 尖 頭 状 石 器 か 。

1 14 9 Ⅶ K 4 4 0 7 石 鉄 未 製 品 2 ．9 2 ．2 1 ．1 5 ．2 C h 石 器 全 体 に 厚 薄 の 差 が 目 立 つ 。

1 1 5 0 Ⅶ M 4 2 5 石 鉄 未 製 品 2 ．4 1 ．2 ・0 ．7 1 ．3 O b l 右 側 面 を 欠 損 。

1 1 5 1 Ⅶ K 4 2 5 0 石 鉄 未 製 品 3 ．0 1 ．7 0 ．6 2 ．7 C h 左 側 面 を 欠 損 。 右 側 緑 も作 出 ま だ 。

1 1 5 2 血 K 6 2 10 石 鉄 未 製 品 3 ．4 2 ．0 0 ．8 4 ．5 C h 左 側 面 は 素 材 剥 片 面 の ま ま 。 左 側 よ り整 形 開 始 。

1 1 5 3 Ⅶ E 2 0 7 石 鉄 未 製 品 3 ．6 2 ．4 0 ．8 5 ．6 K S h 周 縁 か ら の わ ず か な 加 工 の み 。

1 1 5 4 Ⅶ E 2 0 7 石 鉄 未 製 品 2 ．7 1 ．4 0 ．9 2 ．3 K 左 側 面 は 欠 損 す る 。

1 1 5 5 Ⅶ K 4 3 8 3 石 鉄 未 製 品 2 ．2 1 ．8 0 ．6 2 ．2 C h 先 端 と基 部 の 挟 り周 辺 に 簡 単 に 加 工 。

1 1 5 6 Ⅶ E 2 6 1 0 7 石 鉄 未 製 品 2 ．7 1 ．7 1 ．0 4 ．6 C h 粗 く成 形 の 工 程 。

1 1 5 7 Ⅶ N 4 5 8 石 鉄 未 製 品 3 ．6 2 ．4 1 ．2 5 ．4 C h 尖 頭 部 の 作 出 中 に 製 作 中 止 。

1 1 5 8 Ⅶ E 2 2 2 0 石 鉄 未 製 品 2 ．1 1 ．4 0 ．6 1 ．4 O b l 左 側 は 素 材 剥 片 面 の ま ま 。

1 1 5 9 Ⅶ E 2 2 2 0 石 鉄 未 製 品 2 ．7 2 ．0 0 ．6 4 ．2 C h 周 縁 か ら の 租 い 整 形 の み 。

1 1 6 0 Ⅶ E 2 2 4 3 石 鉄 未 製 品 2 ．8 2 ．2 0 ．9 4 ．2 S h 右 側 緑 を 欠 損 す る 。

1 1 6 1 Ⅶ G 2 4 1 7 石 鉄 末 製 品 2 ．5 1 ．9 0 ．7 3 ．2 A n 先 端 ・基 部 の 作 出 明 確 で な く、 ま た 分 厚 い 。

1 1 6 2 Ⅶ E 2 4 4 2 石 鉄 未 製 品 2 ．2 3 ．0 0 ．8 6 ．0 O b 石 核 の 可 能 性 あ り。

1 1 6 3 Ⅶ G 2 6 9 石 鉄 未 製 品 3 ．2 2 ．5 0 ．7 4 ．5 K S h 右 側 緑 に 表 裏 面 か ら整 形 。

1 1 6 4 Ⅶ L 8 32 石 鉄 未 製 品 3 ．8 2 ．4 1 ．3 9 ．4 C h か な り分 厚 い 。
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表4　石器観察表（4）
図 N o 層 グリッド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

1 1 6 5 Ⅶ I8 1 15 石 鉄 未 製 品 3 ．3 2 ．5 0 ．9 5 ．3 C h 尖 頭 部 の 位 置 は 決 定 。 周 縁 か ら の 粗 い 整 形 の み 。

1 1 6 6 Ⅶ E 2 3 1 3 石 鉄 未 製 品 2 ．5 2 ．4 1 ．0 4 ．6 C h 先 端 を 欠 損 。 石 中 央 が 甲 高 い こ と か ら 未 製 品 と し た 。

1 1 6 7 Ⅶ F 19 4 石 鉄 未 製 品 3 ．4 2 ．6 1．3 9 ．9 K S h 周 縁 か ら の 租 い 整 形 の み 。

1 1 6 8 Ⅶ F 1 9 6 石 鉄 未 製 品 2 ．4 2 ．1 0 ．7 3 ．1 C h 周 縁 か ら の 加 工 で 平 面 円 形 に 成 形 。

1 16 9 Ⅶ F 2 9 2 石 鉄 未 製 品 2 ．9 2 ．1 0 ．6 3 ．8 K 周 縁 か ら の 加 工 で 平 面 楕 円 形 に 成 形 。

1 17 0 Ⅶ J 6 石 鉄 未 製 品 2 ．8 2 ．3 1 ．0 6 ．4 C h 周 縁 か ら の 狙 い 整 形 の み 。

1 17 1 Ⅶ D 2 4 4 1 石 鉄 未 製 品 3 ．2 1 ．8 0 ．6 2 ．3 S h 製 品 の 可 能 性 あ り。 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 17 2 Ⅶ F 2 5 5 9 石 鉄 未 製 品 2 ．5 2 ．0 1 ．3 5 ．5 C h か な り分 厚 い 。 石 核 の 可 能 性 あ り。

1 17 3 Ⅶ L 4 94 石 鉄 未 製 品 3 ．1 2 ．1 1 ．4 7 ．7 C h 周 縁 か ら 租 く成 形 の み 。 か な り分 厚 い 。

11 7 4 Ⅶ L 4 1 9 6 石 鉄 未 製 品 2 ．0 2 ．5 0 ．9 2 ．9 C h 先 端 部 の み 残 存 。 周 縁 か ら の 粗 い 加 工 の み 。

11 7 5 Ⅶ D 2 5 6 5 石 鉄 末 製 品 2 ．9 2 ．2 1 ．0 5 ．1 C h 周 縁 か ら の 狙 い 整 形 の み 。

1 1 7 6 Ⅶ M 7 N ベ 石 鉄 未 製 品 3 ．4 2 ．3 0 ．9 5 ．7 C h 図 の 左 が 最 終 的 に 尖 頭 部 と な る か 。

1 1 7 7 Ⅶ F 2 8 2 1 石 鉄 未 製 品 3 ．4 3 ．3 1 ．6 1 2 ．1 C h 周 縁 か ら の 粗 い 加 工 の み 。 石 核 か 。

1 1 7 8 Ⅶ E 12 7 3 1 礫 器 1 1 ．1 8 ．7 2 ．9 3 7 0 ．0 S 扁 平 礫 素 材 。 裏 面 か ら の み 加 工 。

1 1 7 9 Ⅶ M 4 15 0 礫 器 8 ．2 7 ．2 2 ．9 2 00 ．0 O s 礫 分 書幅 け片 に 粗 い 加 工 。

1 1 8 0 Ⅶ J6 8 8 礫 器 13 ．5 8 ．5 4 ．8 5 60 ．0 S 尖 頭 部 を有 す る 。鈍 重 な 石 器 。

1 1 8 1 Ⅶ N 7 N ベ 礫 器 1 1 ．8 9 ．4 2 ．6 3 0 0 ．0 O s 礫 片 端 部 に粗 い 加 工 。 礫 面 の 硬 度 を 利 用 か 。

1 1 8 2 Ⅶ K 6 ベ 礫 器 1 1 ．3 9 ．4 5 ．2 6 4 1 ．7 S h 下 端 に チ ョ ッ パ ー 状 の 刃 部 。

1 1 8 3 Ⅶ F 2 8 5 舟 底 状 石 器 2 ．3 0 ．9 0 ．7 0 ．9 O b 裏 面 は 礫 面 。 小 形 。

1 18 4 Ⅶ M 7 1 18 石 錐 2 ．6 1．5 1 ．1 3 ．0 O b 錐 部 を 欠 損 す る 。

1 18 5 Ⅶ E 2 2 2 2 石 錐 2 ．3 1．7 0 ．5 1 ．6 C h 錐 部 断 面 は 菱 形 。 素 材 剥 片 形 状 を そ の ま ま 活 か す 。

1 18 6 Ⅶ I5 1 4 舟 底 状 石 器 2 ．8 1．1 0 ．9 2 ．2 O b 断 面 は 三 角 形 。

1 18 7 Ⅶ K 4 1 0 5 二 次 加 工 剥 片 1 ．3 1．7 0 ．6 1．0 C h 背 面 の 稜 は 摩 滅 か ？

1 18 8 Ⅶ E 1 3 7 2 4 二 次 加 工 剥 片 3 ．4 1 ．3 0 ．6 1．6 O b 2 上 に 向 か っ て 尖 頭 部 を 意 識 か 。

1 18 9 Ⅶ J 8 二 次 加 工 剥 片 6 ．8 3 ．3 2 ．0 2 9 ．9 S h ピ ッ ク 状 。

1 19 0 Ⅶ M 17 7 8 二 次 加 工 剥 片 4 ．0 3 ．3 1 ．0 12 ．2 S h 下 線 に 数 回 の 剥 離 あ り 。

1 19 1 Ⅶ F 1 2 9 3 剥 片 4 ．0 1 ．2 1 ．0 2 ．5 O b 石 核 の 打 面 再 生 ま た は 打 面 作 出 に 伴 う も の か 。

1 19 2 Ⅶ E 1 3 2 9 4 微 細 剥 離 剥 片 3 ．4 4 ．4 1 ．3 1 6 ．4 O b 2 上 線 に 微 細 剥 離 。

1 19 3 Ⅶ N 4 9 1 水 晶 2 ．0 2 ．3 2 ．0 1 0 ．0 Q 六 角 柱 の 結 晶 。 稜 は 摩 滅 す る 。

1 1 9 4 Ⅶ D 2 5 5 7 二 次 加 工 剥 片 6 ．0 2 ．8 1 ．0 1 9 ．5 S h 裏 面 左 側 緑 に わ ず か に 加 工 あ り 。

1 1 9 5 Ⅶ E 2 2 1 0 二 次 加 工 剥 片 3 ．7 2 ．3 0 ．8 7 ．6 S h

1 1 9 6 Ⅶ J 5 8 3 微 細 剥 離 剥 片 6 ．4 4 ．0 1 ．1 1 6 ．3 S h 両 側 緑 に 微 細 剥 離 。

1 1 9 7 Ⅶ G l O 1 8 9 剥 片 4 ．9 ．3 ．3 1 ．1 1 3 ．4 K S h 1 1 9 8 ・1 1 9 9 と接 合

1 1 9 8 Ⅶ 1 8 6 削 器 5 ．6 4 ．8 0 ．6 1 7 ．2 K S h 1 1 9 9 と 接 合 。 左 側 緑 に 刃 部 。

1 1 9 9 Ⅶ 1 9 0 削 器 － － － － K S h 1 1 9 7 と 接 合 。

1 2 0 0 Ⅶ I7 14 石 匙 1 ．2 1 ．3 0 ．2 ＜ 0 ．1 O b 右 側 緑 の つ ま み は 折 断 に よ り作 出 す る 。

1 2 0 1 Ⅶ K 6 2 4 石 匙 2 ．0 1 ．1 0 ．3 0 ．5 O b つ ま み は 明 確 に 作 出 さ れ る 。両 側 縁 は 折 断 に よ り整 形 。

1 2 0 2 Ⅶ J7 8 8 石 匙 1 ．5 2 ．4 0 ．5 1 ．1 －o b 何 ら か の 調 整 剥 片 を 利 用 か 。

1 2 0 3 Ⅶ J4 14 9 石 匙 2 ．4 1 ．3 0 ．4 1 ．1 O b 下 端 を 尖 ら す 意 図 か 。

1 2 04 Ⅶ K 5 3 2 石 匙 ．2 ．2 1 ．3 0 ．2 1 ．1 C h 小 形 の 縦 長 剥 片 素 材 。 下 端 は 尖 る 。

1 2 0 5 Ⅶ E 12 3 0 7 石 匙 2 ．1 1 ．7 0 ．5 1 ．2 A n つ ま み は 明 確 に 作 出 さ れ る 。

1 2 0 6 Ⅶ G 16 2 石 匙 2 ．8 1 ．2 0 ．4 1 ．4 O b 左 側 緑 は 折 断 面 か ら 加 工 。

1 2 0 7 Ⅶ K 6 1 0 4 模 形 石 器 2 ．5 1 ．4 0 ．7 1 ．8 O b 右 側 縁 に 背 面 側 か ら 数 回 の 剥 離 が あ る 。

12 0 8 Ⅶ K 8 3 7 掻 器 1．4 1 ．4 0 ．6 0 ．7 O b 器 長 の わ り に 分 厚 い 刃 部 。

12 0 9 Ⅶ F 1 4 2 6 9 石 匙 3 ．6 3 ．2 0 ．7 6 ．3 A n

12 10 Ⅶ F 1 5 4 2 5 石 匙 3 ．4 3 ．4 0 ．9 8 ．4 A n 下 端 の 加 工 は や や 粗 い 。

12 1 1 Ⅶ H 7 9 6 掻 器 1 ．6 1 ．3 0 ．6 0 ．8 C h 小 形 。

12 12 Ⅶ G l O 1 8 8 掻 器 1 ．9 1 ．3 0 ．6 1．1 A n

12 13 Ⅶ K 7 掻 器 2 ．1 2 ．2 0 ．9 4 ．8 C h 分 割 さ れ た 剥 片 素 材 。

1 2 14 Ⅶ F 1 9 2 掻 器 3 ．0 2 ．8 1 ．2 9 ．2 C h

1 2 1 5 Ⅶ K 1 2 1 6 尖 頭 器 4 ．7 2 ．4 1 ．1 1 2 ．1 A n 上 半 部 の み 残 存 。 断 面 は 分 厚 い レ ン ズ 形 。

1 2 1 6 Ⅶ F 2 0 4 石 鉄 1 ．9 0 ．9 0 ．3 0 ．4 K 帖 地 型 石 鉄 A タ イ プ 。 小 形 。

1 2 1 7 Ⅶ F 2 8 1 8 尖 頭 器 2 ．7 1 ．4 0 ．4 1 ．8 S h 下 半 を 欠 損 。裏 面 に素 材 剥 片 面 を残 す 。周 縁 に細 か い 加 工 。

1 2 1 8 Ⅶ K 4 2 3 1 尖 頭 器 8 ．9 2 ．1 1 ．0 1 5 ．2 A n 上 半 は 下 半 に 比 べ 薄 い 。

1 2 1 9 Ⅶ K 5 22 0

10 1

尖 頭 器 7 ．6 3 ．8 1 ．2 3 3 ．6 C h 周 縁 よ り整 形 。先 端 を 欠 く。便 宜 上 尖 頭 器 に 分 類 し た 。

1 2 2 0 Ⅵ ／Ⅶ L 5 削 器 1 ．8 1 ．3 0 ．5 0 ．6 C h 尖 頭 部 を 作 出 。

1 2 2 1 Ⅶ I7 削 器 ・ 2 ．3 1 ．7 0 ．6 2 ．0 O b 周 縁 を 楕 円 形 に 整 形 。

1 2 2 2 Ⅶ F 2 1 4 2 削 器 3 ．0 2 ．1 0 ．7 3 ．5 S h 尖 頭 状 石 器 か 。

1 2 2 3 Ⅶ N 6 1 削 器 3 ．2 2 ．6 1 ．1 9 ．0 C h 右 側 緑 に 租 い 加 工 に よ る 刃 部 を 作 出 。

1 2 2 4 Ⅶ K 5 4 7 削 器 2 ．6 1 ．6 0 ．6 2 ．2 C h 左 下 に 決 り状 の 加 工 。

1 2 2 5 Ⅶ B 2 1 1 削 器 2 ．5 1 ．6 0 ．7 2 ．2 O b 下 端 は 欠 損 。．右 側 緑 に 刃 部 。

1 2 2 6 Ⅶ H 16 2 削 器 2 ．5 2 ．3 1 ．2 5 ．5 O s 左 側 緑 に 刃 部 。

1 2 2 7 Ⅶ F 16 5 0 6 削 器 2 ．5 2 ．3 0 ．8 3 ．3 A n 右 側 緑 に 刃 部 。

12 2 8 Ⅶ F 14

M S

5 9 0 削 器 2 ．2 1 ．8 0 ．4 1 ．8 O b 下 端 は 掻 器 状 の 加 工 。

12 2 9 Ⅶ 3 5 3 削 器 2 ．2 2 ．1 0 ．5 1 ．6 O b 2 薄 手 の 剥 片 素 材 。 加 工 は 細 か い 。

12 3 0 Ⅶ a ベ 削 器 3 ．5 1 ．8 0 ．8 4 ．0 O b 下 に 向 か っ て 尖 頭 部 を作 出 。

12 3 1 Ⅶ N 4 1 3 0 削 器 4 ．1 3 ．7 0 ．9 15 ．2 C h 下 線 に 刃 部 を 設 定 。

12 3 2 Ⅶ K 7 1 0 3 削 器 3 ．7 2 ．5 1 ．4 1 1．4 C h 右 側 緑 に 刃 部 。
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表4　石器観察表（5）
図 N o 層 グリッド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

1 2 3 3 Ⅶ H 1 7 5 6 6 削 器 5 ．1 2 ．3 1 ．0 1 2 ．8 S 右 側 緑 は 節 理 ？左 側 緑 の 刃 緑 が 刃 部 か 。

1 2 34 Ⅶ B 2 3 6 削 器 4 ．0 3 ．2 1 ．9 17 ．9 C h

1 2 3 5 Ⅶ C 2 4 2 7 削 器 4 ．2 2 ．6 1 ．0 8 ．6 R h 石 鉄 未 製 品 か 。

1 2 3 6 Ⅶ H 6 2 9 削 器 4 ．4 3 ．0 1 ．0 12 ．9 A n 下 端 は 欠 損 。 尖 頭 器 状 の 石 器 の 失 敗 か 。

1 2 37 Ⅶ B 2 4 4 1 削 器 4 ．0 3 ．7 1 ．1 13 ．2 C h 下 線 に 刃 部 を 設 定 。 周 縁 は 折 り取 りで 成 形 。

1 23 8 Ⅶ K 5 1 4 3 削 器 4 ．8 4 ．9 1 ．7 33 ．3 S 側 線 か ら 下 線 に か け て 刃 部 を 設 定 。

1 23 9 Ⅶ K 4 2 1 1 削 器 5 ．2 6 ．4 ’9 ．0 38 ．7 S h 素 材 剥 片 末 端 に 刃 部 を 設 定 。

1 24 0 Ⅶ K 7 N ベ 石 核 1 ．1 2 ．1 1 ．3 2 ．8 C h わ ず か に 打 面 調 整 あ り。 小 形 剥 片 を 剥 離 。

1 24 1 Ⅶ J 4 6 9 石 核 1 ．6 2 ．2 1 ．1 2 ．5 O b l 小 形 剥 片 を 剥 離 。

1 24 2 Ⅶ D 2 3 4 1 石 核 2 ．0 2 ．0 1 ．3 3 ．4 O b 礫 打 面 。 小 形 の 縦 長 剥 片 を 剥 離 。

1 24 3 Ⅶ E 2 2 16 石 核 2 ．0 2 ．0 1 ．7 6 ．2 O b 打 面 調 整 は な い 。 細 石 刃 様 の 小 形 縦 長 剥 片 を 剥 離 。

1 24 4 Ⅶ Il O 4 石 核 2 ．5 1 ．2 1 ．4 2 ．4 C h 打 面 調 整 は な い ．。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 24 5 Ⅶ D 2 7 4 石 核 1 ．8 1 ．7 1 ．0 2 ．3 O b 表 裏 面 は 同 時 に 剥 離 か 。 打 面 は 点 状 。

1 24 6 Ⅶ F 2 5 8 5 石 核 2 ．1 2 ．0 1 ．0 3 ．6 C h 周 縁 か ら 中 心 に 向 か っ て 、 小 形 の 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 24 7 Ⅶ E 2 2 2 5 石 核 2 ．8 2 ．5 1 ．6 8 ．4 K 単 一 打 面 。 縦 長 に 近 い 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 24 8 Ⅶ F 2 3 19 石 核 2 ．7 1 ．4 1 ．3 3 ．3 O b 複 数 の 打 面 。 縦 長 ・不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 24 9 Ⅶ I5 2 3 石 核 3 ．1 1 ．3 1 ．0 3 ．8 O b 1 2 4 9 に 同 じ。

1 2 5 0 Ⅶ C 2 1 3 石 核 2 ．8 2 ．7 1 ．3 9 ．0 O b l 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 5 1 Ⅶ E 13 2 9 3 石 核 4 ．3 2 ．5 1 ．5 1 1 ．2 O b 2 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 5 2 Ⅶ E 2 2 18 石 核 2 ．9 1 ．3 1 ．2 3 ．8 O b 細 石 刃 核 の 可 能 性 あ り。

1 2 5 3 Ⅶ C 2 1 4 石 核 2 ．7 1 ．9 1 ．3 6 ．1 O b l ．打 面 と 作 業 面 を 入 れ 替 え て 剥 離 。チ ョ ッパ ー 状 の 残 核 。

1 2 5 4 Ⅶ E 13 2 9 5 石 核 3 ．8 1 ．8 1 ．3 5 ．8 O b 2 複 数 の 打 面 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 5 5 Ⅶ L lO 17 石 核 1 ．6 3 ．3 1 ．7 6 ．5 O b l 先 行 剥 離 面 が 打 面 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 5 6 Ⅶ F 2 8 2 3 石 核 3 ．0 2 ．4 1 ．4 7 ．5 C h 周 縁 か ら 中 心 に 向 か っ て 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 5 7 Ⅶ E 13 2 9 8 石 核 3 ．2 2 ．2 1 ．5 5 ．3 O b 2 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 5 8 Ⅶ E 2 0 9 石 核 5 ．5 3 ．6 2 ．1 3 5 ．9 S h 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 5 9 Ⅶ D 2 0 2 石 核 1 ．9 1 ．3 2 ．5 7 ．6 O b 小 形 角 礫 素 材 。 剥 離 は 1 回 の み 。

1 2 6 0 Ⅶ F 2 2 5 1 石 核 2 ．6 3 ．5 2 ．4 2 0 ．5 S l 風 化 著 し く、 切 り合 い 不 明 確 。 不 定 形 剥 片 剥 離 か 。

1 2 6 1 Ⅶ D 2 6 8 石 核 4 ．4 2 ．0 0 ．9 1 ．2 K 打 面 調 整 な し 。 縦 長 に 近 い 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 6 2 Ⅶ M 6 N ベ 石 核 6 ．0 7 ．0 2 ．9 1 3 3 ．8 S 下 面 は 礫 面 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 6 3 Ⅶ F 2 5 7 石 核 5 ．2 2 ．8 2 ．7 2 4 ．2 O b l 打 面 調 整 は ほ と ん ど な い 。 不 定 形 剥 片 を 離 。

1 2 6 4 Ⅶ F 1 9 1 石 核 4 ．1 4 ．1 1 ．6 2 0 ．9 K S l 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 削 器 と し て 転 用 か 。

1 2 6 5 Ⅶ K 6 4 7 石 核 3 ．6 4 ．8 3 ．1 5 1．5 K 複 数 の 打 面 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 6 6 Ⅶ M 5 1 0 石 核 4 ．4 2 ．9 1 ．5 15 ．1 C h 剥 片 素 材 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 2 6 7 Ⅶ C 2 3 1 0 石 核 5 ．7 3 ．7 2 ．2 4 5 ．6 S h 作 業 面 を 打 面 と す る 。 小 形 の 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

12 6 8 Ⅶ D 2 5 4 9 石 核 3 ．9 3 ．5 2 ．1 16 ．3 O b l 打 面 は 固 定 さ れ な い 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

12 6 9 Ⅶ M 8 7 5 石 核 1 7 ．7 4 ．5 3 ．0 12 1 ．6 S h 円 礫 素 材 。 分 割 面 か ら 大 形 の 縦 長 剥 片 を剥 離 。

12 7 0 Ⅶ H 7 1 0 6 石 核 4 ．7 5 ．0 3 ．3 3 7 ．8 S l 不 定 形 剥 片 を剥 離 。

12 7 1 Ⅶ E 1 5 3 8 8 石 核 9 ．0 6 ．3 5 ．4 3 10 ．2 S 剥 離面 は石材 の影響 か明確 で ない。縦 長 に近 い不 定形剥片 を剥 離か 。

12 7 2 Ⅶ F 1 2 3 6 9 石 核 10 ．5 7 ．4 3 ．7 2 3 5 ．0 S 扁 平礫 を輪切 りにす る格 好 で、縦長 に近 い不定 形剥片 を剥 離す る。

12 7 3 Ⅶ L 8 7 4 異 形 石 器 2 ．2 1 ．3 0 ．7 1 ．3 O b 分 厚 い 断 面 。

12 7 4 Ⅶ J 6 7 2 異 形 石 器 2 ．2 2 ．9 0 ．6 2 ．3 O b 背 面 に研 磨 か 。

12 7 5 Ⅶ J 6 4 8 異 形 石 器 3 ．7 3 ．0 0 ．6 4 ．4 C h

12 7 6 Ⅷ E 1 9 二 次 加 工 剥 片 2 ．2 1 ．9 0 ．8 2 ．4 C h 石 鉄 未 製 品 か 。

12 7 7 Ⅷ E 1 9 二 次 加 工 剥 片 2 ．7 1 ．3 0 ．6 1 ．4 C h 裏 面 下 端 に 加 工 あ り。

1 2 7 8 Ⅷ J 14 2 1 二 次 加 工 剥 片 1 ．1 1 ．8 1 ．7 2 ．2 O b 石 核 か 。

1 2 7 9 Ⅷ I7 1 二 次 加 工 剥 片 8 ．6 4 ．1 2 ．1 3 9 ．1 S h 右 側 緑 に 加 工 あ り。

1 2 8 0 Ⅶ G 2 7 2 5 磨 製 石 斧 9 ．9 3 ．7 1 ．5 7 3 ．9 H l 風 化 著 し く、 剥 離 の 切 り合 い ・研 磨 な ど 不 明 確 。

1 2 8 1 Ⅶ H 8 4 磨 製 石 斧 8 ．8 7 ．0 2 ．4 1 0 0 ．0 S 分 割 礫 素 材 。正 面 に は 成 形 に 伴 う 蔽 打 痕 が 残 る 。

1 2 8 2 Ⅶ G 3 7 環 状 石 斧 ・1 2 ．0 8 ．4 2 ．8 3 4 1 ．9 S 周 縁 は 丸 み を 帯 び る 。 欠 損 部 周 辺 は 赤 化 す る 。

1 2 8 3 Ⅶ K 4 2 0 6 敲 石 6 ．3 5 ．7 3 ．2 1 6 6 ．8 O s 上 下 端 に 顕 著 な 敵 打 痕 。

1 2 8 4 Ⅶ 7 2 7 敵 石 3 ．5 4 ．2 3 ．5 1 5 5 ．6 S 上 下 端 は 敵 打 に よ り面 を な す 。

1 2 8 5 Ⅶ F 2 5 9 9 敲 石 1 2 ．0 3 ．6 4 ．2 3 1 8 ．5 S 蔽 打 痕 は 明 確 で な い 。

1 2 8 6 Ⅶ J 6 敲 石 9 ．7 7 ．8 4 ．6 4 9 0 ．2 S 下 端 に 敲 打 痕 。 全 体 に 赤 変 。

1 2 8 7 Ⅶ E 2 2 2 4 蔽 石 7 ．3 9 ．3 4 ．7 4 2 9 ．5 S 下 端 に 弱 い 蔽 打 痕 。

1 2 8 8 Ⅶ E 2 7 1 13 蔽 石 1 3 ．2 6 ．1 4 ．1 5 0 4 ．4 S 下 端 に 弱 い 敲 打 痕 。

1 2 8 9 Ⅶ G 16 7 16

3 5 5

蔽 石 1 0 ．1 5 ．2 4 ．0 3 2 1 ．5 S 下 端 に 弱 い 蔽 打 痕 。

1 2 9 0 Ⅶ J6 磨 石 6 ．9 5 ．6 3 ．7 1 9 7 ．5 S 表 裏 面 に 磨 痕 。

1 2 9 1 Ⅶ F l l 磨 石 9 ．3 6 ．3 4 ．2 3 3 1．2 S 表 裏 面 と も に 弱 い 磨 痕 。

1 2 9 2 Ⅶ K 6 1 2 2 磨 石 1 0 ．1 8 ．8 5 ．3 6 9 3 ．7 S 表 裏 面 に 磨 痕 。

1 2 9 3 Ⅶ I7 5 0 磨 石 1 0 ．4 7 ．5 5 ．0 5 3 9 ．7 S 全 体 に 赤 変 。 表 面 に 弱 い 敲 打 痕 。

1 2 9 4 Ⅶ K 5 1 1 6 磨 石 1 0 ．4 7 ．8 4 ．7 5 9 8 ．2 O s 自 然 礫 の 可 能 性 あ り 。

1 2 9 5 Ⅶ M 7 7 磨 石 9 ．8 8 ．8 4 ．9 6 4 7 ．3 O s

S

S

S

S

S

表 面 に 磨 痕 。 周 縁 に 敵 打 痕 の 可 能 性 あ り 。

12 9 6 Ⅶ E 1 9 1 磨 石 1 1 ．9 1 1．9 4 ．4 9 14 ．3 表 裏 面 に 磨 痕 。

12 9 7 Ⅶ F 3 0 4 凹 石 1 1 ．4 8 ．4 4 ．1 ・6 0 1．0 表 面 に 磨 痕 あ り 。 磨 痕 を 切 っ て 、 弱 い 凹 み 。

12 9 8 Ⅶ J 5 1 9 1 凹 石 1 1 ．0 9 ．1 5 ．9 8 18 ．4 表 面 に 弱 い 凹 み 。

12 9 9 Ⅶ J 5 1 9 2 凹 石 1 1 ．4 8 ．4 4 ．0 6 3 4 ．2 表 面 に 強 い 凹 み 、 裏 面 に 弱 い 凹 み 。

13 0 0 Ⅶ P 4 8 1 0 4 台 石 1 5 ．1 15 ．1 5 ．6 1 14 8 ．4 欠 損 著 し い 。 表 面 に 大 き な 凹 み 。
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表4　石器観察表（6）
図 N o 層 グリッド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

13 0 1 Ⅶ C 2 5 3 石 皿 2 7 ．3 2 0 ．9 5 ．0 5 0 0 0 ．0 S 表 面 に ゆ る い 凹 み 。

13 0 2 Ⅶ B 2 3 4 台 石 1 0 ．5 9 ．1 6 ．0 3 0 0 0 ．0 S 表 面 は や や 摩 滅 す る か 。

13 0 3 Ⅶ H 2 石 皿 2 0 ．4 3 3 ．6 6 ．8 6 0 0 0 ．0 S 表 面 に 黒 色 の 付 着 物 あ り。

13 0 4 Ⅶ G l O 1 5 8 石 皿 2 6 ．5 2 7 ．0 8 ．3 1 0 0 0 0 ．0 S 表 面 に 局 所 的 な 磨 痕 と ア バ タ 状 の 潰 れ あ り。

13 0 5 Ⅶ L 5 ／5 3 石 皿 2 3 ．4 2 9 ．2 6 ．7 6 ．5 S 表 面 に 黒 色 の 付 着 物 あ り。

13 0 6 Ⅵ b K 7 1 7 石 鉄 1 ．1 1 ．4 0 ．5 0 ．3 O b 分 厚 い 。

1 3 0 7 Ⅵ H l O 2 3 石 鉄 1 ．1 1 ．3 0 ．4 0 ．2 O b 不 定 形 剥 片 素 材 。

1 3 0 8 Ⅵ b L 6 4 39 石 鉄 1 ．2 1 ．4 0 ．4 0 ．3 O b 石 匙 か ？

1 3 0 9 Ⅵ J 7 73 石 鉄 1 ．4 1 1 ．1 0 ．4 0 ．3 O b 基 部 に こ ぶ が 残 る 。

1 3 1 0 Ⅵ b L 5 12 3 3 石 鉄 1 ．2 1 ．1 0 ．3 ＞0 ．1 O b 小 形 。

1 3 1 1 Ⅵ b J7 2 6 石 鉄 1 ．3 1 ．4 0 ．4 0 ．5 C h 石 匙 か ？

1 3 1 2 Ⅵ b L 6 12 石 鉄 1 ．2 0 ．8 0 ．3 0 ．2 O b 不 定 な 整 形 。

1 3 1 3 Ⅵ b K 4 2 8 2 石 鉄 r1 ．3 1 ．3 0 ．4 0 ．4 O b 先 端 か ら 欠 損 。

1 3 1 4 Ⅵ b N 4 15 7 石 鉄 1 ．4 1．3 0 ．4 0 ．5 C h

1 3 1 5 Ⅵ H 9 9 0 石 鉄 1．3 1．2 0 ．3 0 ．4 C h 右 脚 欠 損 。

1 3 1 6 Ⅵ I9 3 1 石 鉄 1．6 1．4 0 ．4 0 ．4 O b l 右 脚 欠 損 。

1 3 1 7 Ⅵ E 2 4 5 0 石 鉄 1．5 1．1 0 ．3 0 ．3 C h

1 3 1 8 Ⅵ b I8 1 8 石 鉄 1 ．6 1．4 0 ．4 0 ．6 O b l

1 3 1 9 Ⅵ b M l O 6 石 鉄 1 ．3 1 ．5 0 ．4 0 ．3 O b l

13 2 0 Ⅵ J 5 3 1 石 鉄 1 ．9 1 ．3 0 ．3 0 ．5 O b l 右 脚 は 欠 損 で な い 。

13 2 1 Ⅵ a K 5 9 石 鉄 1 ．4 1 ．4 0 ．3 0 ．2 A n 両 脚 欠 損 。

13 2 2 Ⅵ K 5 ‘1 1 石 鉄 1 ．5 1 ．3 0 ．2 0 ．3 O b l 両 側 緑 は や や 鋸 歯 を す る 。

13 2 3 Ⅵ G 9 4 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．5 0 ．5 O b

13 2 4 Ⅵ J 3 5 2 石 鉄 1 ．8 1 ．2 0 ．4 0 ．5 C h 右 脚 は 欠 損 で な い 。

13 2 5 Ⅵ a J 5 6 2 石 鉄 1 ．7 1 ．3 0 ．3 0 ．3 O b l 左 脚 欠 損 。

13 2 6 Ⅵ J 4 7 9 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．4 0 ．6 C h 裏 面 は 先 端 か ら 剥 離 。

13 2 7 Ⅵ K 5 4 石 鉄 1 ．4 1 ．5 0 ．4 0 ．5 O b l 先 端 ・左 脚 欠 損 。

13 2 8 Ⅵ a H 6 4 0 石 鉄 1 ．6 1 ．7 0 ．3 0 ．4 O b 2 右 脚 や や 欠 損 。

1 3 2 9 Ⅵ J4 1 54 石 鉄 1 ．7 1 ．3 0 ．4 0 ．4 O b l

1 3 3 0 Ⅵ a J4 1 74 石 鉄 1 ．6 1 ．2 0 ．3 0 ．3 O b l 先 端 潰 れ る 。

1 3 3 1 Ⅵ I8 2 石 鉄 1 ．8 1 ．4 0 ．3 0 ．5 C h

1 3 3 2 Ⅵ b L 4 2 4 6 石 鉄 1 ．9 1 ．3 0 ．3 0 ．5 C h 素 材 剥 片 面 を 大 き く残 す 。

1 3 3 3 Ⅵ J 5 1 14 石 鉄 2 ．1 1 ．4 0 ．4 0 ．7 O b 2

1 3 3 4 Ⅵ b N 4 1 1 5 石 鉄 1 ．7 1 ．4 0 ．5 0 ．7 A n 先 端 欠 損 。

1 3 3 5 Ⅵ K 3 石 鉄 2 ．0 1 ．6 0 ．5 1 ．0 O b l

1 3 3 6 Ⅵ K 4 2 0 2 石 鉄 2 ．1 1 ．6 0 ．4 0 ．7 O b l

1 3 3 7 Ⅵ I4 1 1 石 鉄 1 ．9 1 ．5 0 ．4 0 ．6 O b 左 脚 は 欠 損 で な い 。

1 3 3 8 Ⅵ J5 16 石 鉄 2 ．2 1 ．3 0 ．3 0 ．5 O b l 両 側 緑 は や や 鋸 歯 を す る 。

1 3 3 9 Ⅵ a J5 5 2 石 鉄 2 ．1 1 ．2 0 ．4 0 ．5 A n

1 34 0 Ⅵ I5 9 4 石 鉄 2 ．3 1 ．4 0 ．3 0 ．5 O b l 先 端 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 34 1 Ⅵ b M 4 2 4 石 鉄 2 ．2 1 ．6 0 ．5 1 ．0 C h

1 34 2 Ⅵ b L 5 6 6 石 鉄 2 ．3 1 ．7 0 ．5 1 ．3 O b l 左 脚 欠 損 。

1 34 3 Ⅵ J 5 3 1 石 鉄 2 ．4 1 ．7 0 ．5 1．3 H l

13 4 4 Ⅵ b M 4 1 2 5 石 鉄 2 ．6 1 ．9 0 ．5 1．9 A Il

13 4 5 Ⅵ I5 1 7 石 鉄 2 ．6 1 ．7 0 ．5 1．2 H l

13 4 6 Ⅵ b L 4 1 4 3 石 鉄 1 ．6 1 ．5 0 ．4 0 ．9 H l 先 端 潰 れ る 。

13 4 7 Ⅵ b ・M 4 1 7 0 石 鉄 1 ：3 1 ．8 0 ．4 0 ．5 O b

13 4 8 b H 3 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．5 0 ．6 O b l 基 部 付 近 は 分 厚 い 。

13 4 9 Ⅳ a J 4 1 6 0 石 鉄 2 ．2 1 ．4 0 ．5 1 ．1 C h 先 端 ・左 肺 欠 損 。

13 5 0 Ⅵ H 7 3 0 石 鉄 2 ．1 1 ．6 0 ．8 2 ．0 C h 石 鉄 未 製 品 か 。

1 3 5 1 Ⅵ H 7 3 1 5 石 鉄 1 ．9 2 ．0 0 ．6 1 ．4 O b

1 3 5 2 Ⅵ H 8 ・2 1 石 鉄 2 ．1 2 ．0 0 ．6 1 ．4 K S h

1 3 5 3 Ⅵ J4 1 6 1 石 鉄 2 ．3 1 ．7 0 ．6 1 ．4 C h 稜 が 磨 耗 か 。

1 3 5 4 Ⅵ b L 4 1 1 6 石 鉄 2 ．6 1 ．9 0 ．5 2 ．1 O b l

1 3 5 5 Ⅵ b E 2 5 9 石 鉄 2 ．0 1 ．7 0 ．4 0 ．8 O b 左 脚 欠 損 。

1 3 5 6 Ⅵ H 6 18 0 石 鉄 2 ．3 1 ．7 0 ．5 1 ．3 O b

1 3 5 7 Ⅵ b K 5 7 9 石 鉄 2 ．5 1 ．4 0 ．5 1 ．0 O b 2

1 3 5 8 Ⅵ b L 6 15 1 石 鉄 2 ．6 1 ．5 0 ．6 1 ．1 A n

1 3 5 9 Ⅵ a J4 18 5 石 鉄 3 ．0 1 ．7 0 ．5 1 ．4 O b 右 脚 欠 損 。

1 3 6 0 Ⅵ b M 5 2 8 6 石 鉄 2 ．0 2 ．2 0 ．4 1 ．1 S l 裏 面 に 素 材 剥 片 面 残 す 。

1 3 6 1 Ⅵ b L 5 9 5 石 鉄 2 ．5 1 ．6 0 ．6 0 ．3 C h 左 脚 欠 損 。

1 3 6 2 Ⅵ J5 6 2 9 石 鉄 2 ．5 1 ．5 0 ．5 0 ．9 O b 2 右 脚 欠 損 。

1 3 6 3 Ⅵ b F 2 4 1 石 鉄 2 ．8 1 ．6 0 ．5 1 ．2 O b l 左 脚 欠 損 。 先 端 か ら剥 離 。

両 側 緑 中 位 に 段 あ り 。

1 3 64 Ⅵ H 16 1 石 鉄 2 ．5 2 ．0 0 ．6 1 ．6 C h

1 3 6 5 Ⅵ K 4 12 3 石 鉄 2 ．8 1．6 0 ．6 1 ．7 S h

13 6 6 Ⅵ b L 7 3 1 石 鉄 1．9 2 ．0 0 ．6 1 ．1 O b l

1 3 6 7 Ⅵ J 5 1 9 右 鉄 1 ．8 1 ．3 0 ．4 0 ．7 O b l

13 6 8 Ⅵ a J 5 4 1 石 鉄 2 ．3 1 ．3 0 ．4 0 ．6 O b l
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表4　石器観察表（7）
図 N o 層 グ リッ ド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

13 6 9 Ⅵ a J4 2 1 石 鉄 1 ．8 1 ．4 0 ．5 0 ．7 O b l 両 脚 欠 損 か 。

13 7 0 Ⅵ H 8 2 3 石 鉄 2 ．6 2 ．0 0 ．6 1 ．3 O b 裏 面 は 素 材 剥 片 面 を残 す 。

13 7 1 Ⅵ H 9 4 1 石 鉄 3 ．5 2 ．3 0 ．8 3 ．8 S l 左 脚 欠 損 。

13 7 2 Ⅵ I7 1 0 0 石 鉄 1 ．1 1 ．1 0 ．2 0 ．1 O b 素 材 剥 片 面 を大 き く残 す 。

13 7 3 Ⅵ b M 4 3 1 2 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．2 0 ．2 O b l 素 材 剥 片 形 状 を そ の ま ま 活 か す 。

13 7 4 Ⅵ a J4 2 64 石 鉄 2 ．2 1 ．6 0 ．5 0 ．9 O b l

13 7 5 Ⅵ J4 2 4 3 石 鉄 2 ．1 1 ．7 0 ．3 0 ．8 C h 素 材 剥 片 の 形 状 を そ の ま ま 活 か す 。

13 7 6 Ⅵ b M 6 6 3 石 鉄 2 ．0 1 ．2 0 ．3 0 ．5 O b 2 素 材 剥 片 の 形 状 を そ の ま ま 活 か す 。

13 7 7 Ⅵ J4 2 2 5 石 鉄 1 ．8 1 ．3 0 ．6 1 ．1 A n 裏 面 は 素 材 剥 片 の ま ま 。

13 7 8 Ⅵ a H 6 3 8 石 鉄 1 ．2 1 ．2 0 ．3 0 ．3 O b 剥 片 か 。

13 7 9 Ⅵ J 4 2 4 8 石 鉄 2 ．0 1．3 0 ．4 0 ．8 A n 素 材 剥 片 面 を大 き く残 す 。

13 8 0 Ⅵ I5 1 5 8 石 鉄 ‘ 2 ．0 1．3 0 ．3 0 ．4 O b 先 端 は や や 丸 み を 帯 び る 。

13 8 1 Ⅵ H 7 2 6 石 鉄 1 ．5 1．4 0 ．4 0 ．6 C h 右 側 緑 は 折 面 の ま ま 。

13 8 2 Ⅵ b K 8 3 3 石 鉄 1．3 1．5 0 ．1 0 ．3 O b 素 材 剥 片 面 を 大 き く残 す 。

13 8 3 Ⅵ b L 6 3 8 石 鉄 1．5 1 ．5 0 ．4 0 ．6 O b l 先 端 欠 損 。

13 8 4 Ⅵ F 1 8 1 石 鉄 1．8 1 ．5 0 ．4 0 ．8 K S l

13 8 5 Ⅵ I4 1 1 石 鉄 1．7 1 ．6 0 ．4 0 ．5 O b l

13 8 6 Ⅵ H 8 2 1 石 鉄 1．8 1 ．6 0 ．5 0 ．8 O b ‾

13 8 7 Ⅵ J 3 2 1 石 鉄 1．9 1 ．6 0 ．2 0 ．6 A n

13 8 8 Ⅵ I5 3 石 鉄 1．7 1 ．5 0 ．3 0 ．4 O b l

13 8 9 Ⅵ G 6 2 2 石 鉄 1．9 1 ．7 0 ．6 1 ．6 C h 基 部 は 分 厚 い 。

13 9 0 Ⅵ a J 4 1 5 3 石 鉄 2 ．0 1 ．6 0 ．5 0 ．9 O b l か な り租 質 。

13 9 1 Ⅵ J 4 7 4 石 鉄 2 ．1 1 ．4 0 ．5 0 ．9 O b l か な り租 質 。

13 9 2 Ⅵ J 4 2 1 5 石 鉄 1 ．7 1 ．0 0 ．4 0 ．3 O b l 左 脚 欠 損 。

13 9 3 Ⅵ a J 4 1 5 6 石 鉄 1 ．8 1 ．2 0 ．4 ．0 ．4 O b l 左 脚 欠 損 。 側 線 は 鋸 歯 状 。

13 9 4 Ⅵ b L 4 2 9 1 石 鉄 1 ．5 1 ．2 0 ．4 0 ．3 O b 右 脚 欠 損 。

13 9 5 Ⅵ a H 6 3 3 石 鉄 1．2 1 ．3 0 ．5 0 ．6 O b 2 先 端 ・両 脚 欠 損 ム

13 9 6 Ⅵ J 9 5 石 鉄 1．8 1 ．5 0 ．4 0 ．8 C h 先 端 ・両 脚 欠 損 。

13 9 7 Ⅵ b M 4 1 6 6 石 鉄 1．8 1 ．5 0 ．3 0 ．6 C h 先 端 ・両 脚 欠 損 。

13 9 8 Ⅵ K 4 2 9 9 石 鉄 2 ．2 1 ．5 0 ．5 0 ．9 S h 両 脚 欠 損 。

13 9 9 Ⅵ b K 6 6 1 石 鉄 2 ．3 1 ．5 0 ．6 1 ．1 O b 2 両 脚 欠 損 。

14 0 0 Ⅵ b M 5 2 7 0 石 鉄 1．8 1 ．5 0 ．3 0 ．7 C h 先 端 ・左 脚 欠 損 。

14 0 1 Ⅵ b L 5 4 7 5 石 鉄 2 ．2 1 ．2 0 ．4 0 ．5 O b 右 脚 欠 損 。

14 0 2 Ⅵ I9 3 5 石 鉄 2 ．1 1 ．7 0 ．3 0 ．9 C h 左 脚 欠 損 。

14 0 3 Ⅵ b N 4 7 8 石 鉄 1 ．5 1 ．3 0 ．5 1 ．1 S h 右 脚 欠 損 。

14 0 4 Ⅵ b M l O 5 石 鉄 1 ．8 1 ．2 0 ．4 0 ．5 O b l 右 脚 欠 損 。

14 0 5 Ⅵ I5 1 5 7 石 鉄 2 ．1 1 ．1 0 ．5 0 ．7 O b l 左 肺 欠 損 。

14 0 6 Ⅵ L 4 N ベ 石 鉄 2 ．1 1 ．3 0 ．5 1 ．1 O b 両 脚 欠 損 。

14 0 7 Ⅵ I7 2 0 4 石 鉄 2 ．3 1 ．7 0 ．4 1 ．0 C h 左 脚 欠 損 。

14 0 8 Ⅵ K 5 石 鉄 2 ．7 1 ．6 0 ．3 1 ．2 C h 右 脚 欠 損 。

14 0 9 Ⅵ I8 3 2 石 鉄 2 ．2 1 ．5 0 ．4 0 ．9 C h 先 端 ・左 脚 欠 損 。

14 1 0 Ⅵ b L 5 1 10 3 石 鉄 2 ．5 1 ．5 0 ．8 1 ．4 O b 右 脚 欠 損 。

14 1 1 Ⅵ a J 4 10 石 鉄 2 ．6 1 ．5 0 ．3 0 ．9 C h 左 脚 の み 残 存 。

1 4 1 2 Ⅵ b K 4 14 石 鉄 2 ．5 r 1 ．8 0 ．4 1 ．3 ・C h 先 端 ・左 肺 欠 損 。

1 4 1 3 Ⅵ K 4 3 2 7 石 鉄 2 ．2 1 ．4 0 ．7 1 ．2 O b 両 脚 欠 損 。

1 4 1 4 Ⅵ K 3 5 0 石 鉄 2 ．0 1 ．7 0 ．4 0 ．9 C h 先 端 ・左 脚 欠 損 。

1 4 1 5 Ⅵ K 4 8 3 石 鉄 2 ．5 1 ．8 0 ．3 0 ．9 C h 左 肺 欠 損 。

1 4 1 6 Ⅵ J5 5 9 1 石 鉄 － 2 ．4 1 ．6 0 ．4 1 ．3 S 先 端 ・両 脚 欠 損 。

1 4 1 7 Ⅵ J8 N ベ 石 鉄 2 ．6 1 ．3 0 ．3 0 ．8 S h 右 脚 欠 損 。

1 4 1 8 Ⅵ I5 9 3 石 鉄 2 ．2 1 ．3 0 ．5 0 ．7 O b l 先 端 部 の み 残 存 。

1 4 1 9 Ⅵ I3 4 5 石 鉄 2 ．2 1 ．8 0 ．5 1 ．2 O b 左 脚 欠 損 。

1 4 2 0 Ⅵ a J3 3 1 石 鉄 2 ．4 1 ．2 0 ．5 1 ．0 O b l 先 端 の み 残 存 。

1 4 2 1 Ⅵ b N 4 1 15 石 鉄 2 ．9 1 ．4 0 ．5 1 ．4 O b l 右 脚 欠 損 。

1 4 2 2 Ⅵ b M 4 1 16 石 鉄 2 ．3 1 ．6 0 ．6 1．5 S h 先 端 ・右 脚 欠 損 。

1 4 2 3 Ⅴ 下 K 4 9 2 石 鉄 2 ．8 1 ．8 0 ．5 1 ．8 A n 右 脚 欠 損 。

1 4 2 4 Ⅵ D 2 5 2 1 石 鉄 1 ．2 1 ．7 0 ．2 0 ．5 O b 先 端 ・左 脚 欠 損 。

1 4 2 5 Ⅵ H 7 1 5 3 石 鉄 1 ．9 1 ．5 0 ．4 0 ．8 O b 石 鉄 の 一 部 で あ ろ う 。

1 4 2 6 Ⅵ b M 4 1 1 5 石 鉄 1 ．4 1 ．4 0 ．5 1．0 1 O b 先 端 か ら欠 損 。 背 面 の 剥 離 。

1 4 2 7 Ⅵ b J6 1 0 石 鉄 1 ．2 0 ．3 0 ．4 0 ．8 O b 基 部 の み 残 存 。

1 4 2 8 Ⅵ a H 6 3 5 石 鉄 3 ．1 2 ．1 0 ．4 1．8 C h 右 脚 欠 損 。

1 4 2 9 Ⅵ ／Ⅶ E 1 5 3 84 石 鉄 3 ．2 1 ．7 0 ．3 1．1 C h 右 脚 欠 損 。

1 4 3 0 Ⅵ b L 5 1 14 5 石 鉄 3 ．3 1 ．9 0 ．5 1．9 C h 右 脚 欠 損 。

1 4 3 1 Ⅵ H 6 1 8 0 石 鉄 0 ．9 1 ．3 0 ．4 0 ．3 O b 基 部 の み 残 存 。

1 4 3 2 Ⅵ K 4 3 0 1 石 鉄 1 ．3 1 ．6 0 ．4 0 ．6 O b l 先 端 欠 損 。

1 4 3 3 Ⅵ b N 4 14 0 石 鉄 1 ．6 1 ．4 0 ．4 0 ．8 S h 素 材 剥 片 面 を 大 き く残 す 。

1 4 3 4 Ⅵ I7 1 3 9 石 鉄 1 ．5 1 ．3 0 ．5 0 ．7 O b 背 面 に 礫 面 残 す 。

1 4 3 5 Ⅵ G 6 4 4 石 鉄 未 製 品 1 ．2 1 ．2 0 ．5 0 ．6 O b 左 側 面 は 折 面 か 。

1 4 3 6 Ⅵ J4 22 1 石 鉄 未 製 品 1 ．5 1 ．9 0 ．7 0 ．7 O b l 基 部 の 挟 り の み 作 出 。
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表4　石器観察表（8）
図 N o 層 グ リッ ド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　 考

14 3 7 Ⅵ I5 石 鉄 未 製 品 2 ．2 2 ．0 0 ．8 2 ．2 O b l 右 側 縁 か ら 作 出 。

1 4 3 8 Ⅵ K 4 3 6 3 石 鉄 未 製 品 2 ．1 2 ．3 0 ．6 2 ．8 O b 右 側 緑 先 端 付 近 に 礫 面 残 す 。 先 端 は 尖 ら な い 。

1 4 3 9 Ⅴ J4 石 鉄 未 製 品 2 ．3 1 ．2 0 ．6 1 ．3 O b l 断 面 三 角 形 。

1 4 4 0 Ⅵ I7 3 4 1 石 鉄 未 製 品 2 ．2 1 ．8 0 ．7 2 ．5 C h 石 錐 の 可 能 性 あ り。

1 4 4 1 Ⅵ b L 5 10 4 4 石 鉄 未 製 品 2 ．3 1 ．8 0 ．8 2 ．8 C h 周 縁 か ら の 租 い 整 形 の み 。

1 4 4 2 Ⅵ J5 1 12 石 鉄 未 製 品 2 ．5 2 ．8 0 ．7 4 ．1 S h 石 鉄 以 外 の 器 種 の 可 能 性 あ り。

1 4 4 3 Ⅵ I5 6 石 鉄 未 製 品 2 ．3 1 ．1 0 ．6 1 ．1 O b l 製 品 の 可 能 性 も あ る 。

1 4 4 4 Ⅵ b L 4 18 石 鉄 未 製 品 2 ．4 1 ．7 0 ．8 2 ．7 C h 右 側 緑 の 折 面 か ら 整 形 。

1 4 4 5 Ⅵ a J 4 2 6 石 鉄 未 製 品 2 ．3 2 ．7 1 ．0 3 ．0 C h 裏 面 の 剥 離 は 素 材 剥 片 面 。 背 面 側 よ り整 形 開 始 。

1 4 4 6 Ⅵ‘ F 18 12 石 鉄 未 製 品 3 ．4 2 ．3 0 ．9 6 ．3 S h 周 縁 か ら の 粗 い 整 形 の み 。

14 4 7 Ⅵ H 5 2 9 石 鉄 未 製 品 2 ．3 1 ．3 0 ．8 1 ．7 O b 右 側 緑 は 背 面 側 か ら 急 角 度 で 調 整 。

1 4 4 8 Ⅵ J 5 4 8 4 石 鉄 未 製 品 2 ．0 1 ．5 0 ．7 1 ．4 O b l 周 縁 か ら の 粗 い 整 形 の み 。

14 4 9 Ⅵ F 2 8 3 石 鉄 未 製 品 2 ．7 1 ．6 0 ．7 2 ．5 O b 左 側 緑 は 欠 損 。

14 5 0 Ⅵ K 3 石 鉄 未 製 品 2 ．3 2 ．0 0 ．6 2 ．6 S h
素 材 剥 片 面 と調 整 面 と の 風 化 が 著 し く異 な る 。 旧 石

器 の 剥 片 を 再 利 用 し た 可 能 性 あ り。

14 5 1 Ⅵ J l O 1 石 鉄 未 製 品 1．7 1 ．6 0 ．6 1 ．3 C h 基 部 側 は 分 厚 い 。

14 5 2 Ⅵ a H 6 1 4 石 鉄 未 製 品 2 ．5 2 ．1 1 ．0 5 ．1 C h 整 形 は 背 面 側 が 中 心 。

14 5 3 Ⅵ J 5 3 8 9 石 鉄 未 製 品 2 ．6 2 ．5 6 ．0 3 ．1 C h 裏 面 は 素 材 剥 片 面 の ま ま 。

14 54 Ⅵ K 5 石 鉄 未 製 品 3 ．4 2 ．4 0 ．7 7 ．2 S 右 側 面 ・下 面 は 折 面 。

14 5 5 Ⅵ F 2 9 3 石 鉄 未 製 品 2 ．8 2 ．4 0 ．8 4 ．3 A n 尖 頭 状 石 器 か 。

14 56 Ⅵ b K 8 1 4 9 石 鉄 未 製 品 2 ．8 1．7 1 ．0 3 ．1 C h 裏 面 は 素 材 剥 片 末 端 の ま くれ を そ の ま ま 利 用 。

14 57 Ⅵ b L 4 3 8 2 石 鉄 未 製 品 2 ．8 2 ．2 0 ．9 5 ．3 S h 周 縁 か ら の 租 い 整 形 の み 。

14 58 Ⅵ b N 4 1 8 4 石 鉄 末 製 品 2 ．8 2 ．4 0 ．8 4 ．6 K 素 材 剥 片 は 歪 み が き つ い 。 周 縁 よ り整 形 。

14 59 Ⅵ I5 5 5 石 鉄 未 製 品 3 ．5 2 ．8 1．2 8 ．1 C h 尖 頭 状 石 器 か 。

14 6 0 Ⅵ b 0 ．4 3 2 石 鉄 未 製 品 3 ．4 2 ．8 1．2 7 ．0 C h 裏 面 中 央 の 礫 面 除 去 に 失 敗 か 。

14 6 1 Ⅵ b L 4 石 鉄 末 製 品 3 ．6 3 ．1 1．1 8 ．5 S 右 側 緑 に の み 整 形 。

14 6 2 Ⅵ b C 6 3 5 7 石 鉄 未 製 品 3 ．1 2 ．5 1．0 6 ．3 K 左 側 緑 に の み 粗 い 整 形 。

14 6 3 Ⅵ K 4 3 0 4 石 鉄 未 製 品 3 ．5 2 ．8 0 ．9 7 ．6 K S h 基 部 周 辺 の 整 形 が 粗 い 。

14 6 4 Ⅵ K 4 2 4 8 石 鉄 未 製 品 4 ．9 3 ．5 1．6 2 2 ．8 K S h 粗 い 整 形 で 尖 頭 部 を作 出 。

14 6 5 Ⅵ b K l O 4 石 鉄 未 製 品 2 ．8 1 ．8 0 ．9 3 ．5 O b l 右 側 面 は 折 断 面 。

14 6 6 Ⅵ b L 6 3 0 2 石 鉄 未 製 品 3 ．1 2 ．1 1．2 5 ．9 K 周 縁 か ら の 租 い 整 形 の み 。

14 6 7 Ⅵ H 9 8 4 石 鉄 未 製 品 2 ．7 2 ．0 1．4 5 ．5 C h 厚 さ の 除 去 に 失 敗 か 。

14 6 8 Ⅵ I4 1 1 石 鉄 未 製 品 ． 2 ．9 2 ．0 1．0 5 ．3 C h 石 核 か 。 粗 い 整 形 の み 。

14 6 9 Ⅵ I7 3 2 8 楔 形 石 器 1 ．8 1 ．4 0 ．7 1 ．9 C h 上 下 端 か ら の 加 撃 に よ り 整 形 。 石 鉄 未 製 品 か 。

14 7 0 Ⅵ I5 3 3 削 器 1 ．9 1 ．5 0 ．8 1．7 O b 素 材 剥 片 打 点 周 辺 の 厚 み 除 去 す る 格 好 で 刃 部 作 出 。

14 7 1 Ⅵ b N 5 8 6 削 器 2 ．1 1 ．7 0 ．6 1．5 C h 素 材 剥 片 の 一 部 を尖 頭 状 に作 出 。石 錐 の 未 製 品 の 可 能 性 あ り。

14 7 2 Ⅵ b N 5 1 6 7 削 器 2 ．7 1 ．7 1．0 2 ．9 O b

14 7 3 Ⅵ b L 6 1 7 0 石 鉄 未 製 品 2 ．9 2 ．2 0 ．9 5 ．6 C h 左 側 面 を打 面 と し 、 厚 さ 除 去 の 調 整 を 入 れ る 。

14 7 4 Ⅵ H 7 5 7 石 鉄 未 製 品 3 ．3 1 ．7 0 ．9 3 ．7 C h 尖 頭 状 石 器 が 半 割 し た も の か 。

14 7 5 Ⅴ 下 K 4 5 2 削 器 2 ．5 1 ．5 ・ 0 ．9 2 ．6 O b l 器 長 に対 し分 厚 い 剥 片 素 材 。石 器 右 側 緑 を中 心 に加 工 あ り。

14 7 6 Ⅵ H 9 8 削 器 2 ．8 2 ．3 0 ．9 4 ．0 C h 素 材 剥 片 側 線 に細 か い 剥 離 。

14 7 7 Ⅵ b K 4 ．2 0 削 器 5 ．7 1 ．6 0 ．8 3 ．3 C h 裏 面 の 両 側 緑 を 中 心 に 細 か い 剥 離 。

14 7 8 Ⅵ I5 5 1 削 器 3 ．7 2 ．0 1 ．4 9 ．6 C h 左 側 緑 は 掻 器 刃 部 の よ う な 加 工 。

1 4 7 9 Ⅵ K 3 削 器 3 ．8 2 ．8 0 ．9 7 ．1 C h 下 側 に 尖 頭 部 を 意 識 か 。

14 8 0 Ⅵ J 3 5 9 削 器 3 ．3 3 ．6 0 ．8 5 ．2 C h 尖 頭 器 状 。

1 4 8 1 Ⅵ H 8 3 6 r削 器 3 ．9 1 ．9 0 ．8 4 ．6 C h

1 4 8 2 Ⅶ F 14 5 8 3 削 器 4 ．3 3 ．0 1 ．3 1 0 ．5 A n 石 鉄 未 製 品 か 。

1 4 8 3 Ⅵ H 7 1 7 6 削 器 3 ．8 2 ．6 0 ．9 7 ．3 C h 長 軸 方 向 に 湾 曲 す る 。

1 4 8 4 Ⅵ H 7 3 04 削 器 3 ．6 2 ．4 0 ．9 6 ．7 C h 素 材 剥 片 周 縁 に 細 か い 剥 離 。

1 4 8 5 Ⅵ b L 5 1 1 5 6 削 器 4 ．9 3 ．6 1 ．5 1 8 ．3 A n 尖 頭 器 状 。

1 4 8 6 Ⅵ H 7 2 9 6 ・削 器 4 ．8 2 ．2 0 ．7 6 ．6 C h 裏 面 左 側 の 剥 離 は 刃 部 で な い 。石 器 左 側 緑 が 刃 部 か 。

細 か い 剥 離 が 連 続 す る 。

1 4 8 7 Ⅵ b L 4 3 34 削 器 4 ．6 2 ．4 1 ．1 1 5 ．0 S h 左 側 面 は 折 面 。 粗 い 整 形 。

1 4 8 8 Ⅵ b N 4 4 5 削 器 4 ．6 3 ．8 1 ．0 2 ．3 S h 右 側 緑 に の み 刃 部 。 加 工 は 裏 面 側 か ら の み 。

1 4 8 9 Ⅵ b N 4 1 玉 製 品 1 ．2 1 ．3 0 ．5 1 ．7 滑 石 口 下 を く び っ た 皮 袋 状 の 玉 製 品 。

1 4 9 0 ．Ⅵ I5 6 5 石 錐 2 ．4 1 ．6 0 ．5 1 ．1 O b l 錐 部 断 面 は ゆ る い 菱 形 。

1 4 9 1 Ⅵ K 4 2 2 0 石 錐 4 ．6 1 ．7 1 ．1 4 ．2 O b 不 定 形 剥 片 の 一 端 に 錐 部 を 作 出 。 錐 部 断 面 は 菱 形 。

1 4 9 2 Ⅵ K 4

M 6

5 1

1 2 1

石 鑑 1 ．4 1 ．4 0 ．6 0 ．7 O b 錐部 を欠 損す る。錐 部 断面 は、その折 面形 状 か ら円形 と推定 され る。

1 4 9 3 Ⅵ 異 形 石 器 1 ．9 1 ．1 0 ．3 0 ．6 O b 2 背 面 は ゆ る く研 磨 か 。

1 4 9 4 Ⅵ b 異 形 石 器 2 ．4 1 ．1 0 ．7 1 ．3 C h 素 材 剥 片 の 歪 み は 修 整 せ ず 。

1 4 9 5 Ⅵ J 8 異 形 石 器 1 ．3 2 ．5 0 ．6 1 ．3 O b 表 裏 面 に 素 材 剥 片 面 を 残 す 。

1 4 9 6 Ⅵ b M 4 2 2 5

5 1 6

楔 形 石 器 2 ．3 1 ．5 0 ．7 1 ．5 O b 上 面 は 顕 著 に 潰 れ る 。 石 器 背 面 に は 礫 面 残 す 。

1 4 9 7 Ⅵ b N 4 石 錐 3 ．1 2 ．5 7 ．1 4 ．6 K S h 錐 部 断 面 は 菱 形 。

1 4 9 8 Ⅵ b L 4 異形 局部 磨 製石 鉄 2 ．1 2 ．4 0 ．6 3 ．1 C h 先 端 は 欠 損 す る 。 裏 面 の 研 磨 は 顕 著 。

1 4 9 9 Ⅵ b M 5 7 3 異形 局部 磨 製石 鉄 3 ．1 1 ．4 0 ．7 2 ．7 C h 先 端 部 も入 念 に 研 磨 さ れ る 。

1 5 0 0 Ⅵ b L 8 5 2 石 匙 2 ．8 1 ．8 0 ．4 1 ．2 O b 不定 形剥 片素材 で 、素材剥 片形状 をその まま活 か して石器 とす る。

1 5 0 1 Ⅵ b J 6 5 5 石 匙 2 ．2 1 ．5 0 ．8 2 ．1 O b 石 匙 の つ ま み 部 の 可 能 性 あ り。

1 5 0 2 Ⅵ b L 4 1 石 匙 1 ．9 1 ．4 0 ．2 0 ．6 C h 素 材 剥 片 形 状 を そ の ま ま 活 か す 。
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表4　石器観察表（9）
図 N o 層 グリッド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　 考

15 0 3 Ⅵ b 0 5 2 掻 器 2 ．0 2 ．0 0 ．9 2 ．8 C h 表 面 基 部 側 は 厚 み を 落 と し て い る 。 刃 部 は 甲 高 い 。

15 0 4 Ⅵ b M 6 8 3 石 匙 5 ．7 2 ．8 0 ．7 1 1 ．0 S l つ ま み 部 は 小 さ い 。 欠 損 品 を 再 利 用 か 。

15 0 5 Ⅵ b L 4 2 0 石 匙 6 ．3 3 ．9 1 ．1 2 2 ．2 S h 縦 長 剥 片 素 材 。 下 端 を 欠 損 す る 。

15 0 6 Ⅵ b L 4 1 2 1 掻 器 6 ．1 3 ．4 1 ．9 2 5 ．8 S h ．紛 失

1 5 0 7 Ⅵ b L 5 1 7 2 掻 器 9 ．0 3 ．8 1 ．4 6 5 ．0 H l 風 化 著 し い 。 裏 面 は 礫 面 か ？

1 5 0 8 Ⅵ b M 6 7 2 石 核 1 ．6 2 ．7 0 ．8 3 ．4 O b 小 形 礫 素 材 。 単 一 打 面 で 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 5 0 9 Ⅵ H 6 1 6 7 石 核 1 ．5 1 ．7 2 ．7 5 ．7 O b 小 形 礫 素 材 。 単 一 打 面 で 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 5 1 0 Ⅵ K 3 石 核 1 ．3 2 ．5 2 ．1 6 ．1 ．0 b 不 純 物 の混 入 が著 しい。打 面 は先行 剥 離 面 か。不 定 形剥 片 を剥 離 。

1 5 1 1 Ⅵ K 3 3 1 石 核 2 ．2 1 ．1 1 ．2 2 ．6 O b l 細 石 刃 様 の 小 形 の 縦 長 剥 片 を 剥 離 。 打 面 調 整 は な い 。

1 5 1 2 Ⅵ K 3 石 核 1 ．6 1 ．8 1 ．8 3 ．1 O b l 紛 失

1 5 1 3 ・ Ⅵ J 5 1 9 5 石 核 2 ．4 2 ．7 2 ．0 1 1．2 O b l 打 面 は 複 数 あ り 、 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 裏 面 は 礫 面 。

1 5 1 4 Ⅵ b L 5 1 1 5 石 核 2 ．5 1 ．5 1 ．6 4 ．2 O b 縦 長 ・不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 打 面 調 整 は な い 。

1 5 1 5 Ⅵ I7 2 5 2 石 核 2 ．5 1 ．8 1 ．4 5 ．5 K 岩 縦 長 に 近 い 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 打 面 調 整 は な い 。

1 5 1 6 Ⅵ J 3 1 1 0 石 核 2 ．3 1 ．7 1 ．2 3 ．2 O b l 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 打 面 は 固 定 さ れ て い な い 。

1 5 1 7 Ⅵ b L 6 1 6 4 石 核 2 ．7 1 ．9 1 ．1 4 ．5 O b 左 右 か ら小 形 の 剥 片 を 剥 離 。 右 面 は 礫 面 。

1 5 1 8 Ⅵ H 7 3 1 0 石 核 4 ．4 1 ．5 1 ．1 6 ．1 O b 角 礫 素 材 。 礫 面 か ら不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 5 1 9 Ⅴ 石 核 2 ．2 3 ．2 1 ．2 7 ．3 O b l 打 面 は 先 行 剥 離 面 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 5 2 0 Ⅵ H 7 2 5 9 石 核 3 ．6 1 ．8 1 ．8 9 ．4 C h 単 一 打 面 か ら不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 打 面 調 整 は な い 。

1 5 2 1 Ⅵ a J 4 2 3 3 石 核 2 ．8 2 ．2 1 ．3 5 ．5 O b 風 化 著 しい 。鹿 児 島 県 上 牛 鼻 産 か 。小 形 の 不 定 形 剥 片 を剥 離 。

1 5 2 2 Ⅵ J 5 2 1 石 核 1 ．7 2 ．8 1 ．6 3 ．7 O b l 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 打 面 は 固 定 さ れ て い な い 。

1 5 2 3 Ⅵ K 5 1 4 石 核 3 ．0 2 ．9 2 ．2 1 3 ．7 O b l 単 一 打 面 か ら不 定 形 剥 片 を 剥 離 。 礫 打 面 。

1 5 2 4 Ⅵ K 3 2 石 核 4 ．1 3 ．3 1 ．2 1 7 ．7 K S h 剥 片 素 材 の 石 核 。 正 面 の 剥 離 の 打 面 は 礫 面 。

1 5 2 5 Ⅵ b L 5 1 8 8 石 核 2 ．8 3 ．4 1 ．2 8 ．6 O b 剥 片 素 材 の 石 核 。 縦 長 に 近 い 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 5 2 6 Ⅵ a K 5 4 石 核 3 ．2 2 ．3 2 ．2 1 1．2 O b l 裏 面 は 先行 剥 離 面 。正 面 ・右 面 は礫 打 面 よ り不 定 形 剥 片 を剥 離 。

1 5 2 7 Ⅵ K 3 石 核 3 ．3 4 ．8 2 ．4 ・ 3 7 ．0 C h 大 形 剥 片 素 材 。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 5 2 8 Ⅵ b L 4 4 2 7 石 核 3 ．5 4 ．1 2 ．9 2 8 ．8 O b l 正 面 の 剥 離 に 伴 う 打 面 調 整 あ り。 不 定 形 剥 片 を 剥 離 。

1 5 2 9 Ⅵ b N 5 3 7 石 核 5 ．8 5 ．1 2 ．1 5 3 ．6 S h 裏 面 は 礫 面 。周 縁 よ り中 心 に 向 か っ て不 定 形 剥 片 を剥 離 。

1 5 3 0 Ⅵ I7 9 2 微 細 剥 離 剥 片 1 ．8 1 ．3 0 ．6 0 ．9 O b 石 器 上 線 に 微 細 剥 離 あ り 。

1 5 3 1 Ⅵ b M 6 1 1 二 次 加 工 剥 片 2 ．4 2 ．9 1 ．3 6 ．0 C h 裏 面 左 下 に 挟 り状 の 加 工 。

1 5 3 2 Ⅵ b K 4 9 二 次 加 工 剥 片 3 ．5 1 ．3 1 ．0 4 ．2 S h ．稜 が 磨 耗 す る 。 意 図 的 な 研 磨 ？

1 5 3 3 Ⅵ b K 5 1 1 二 次 加 工 剥 片 1 ．3 3 ．3 0 ．9 4 ．3 O b 舟 底 状 石 器 の よ う な 形 態 。

1 5 3 4 A H 下 J 14 二 次 加 工 剥 片 8 ．4 4 ．4 2 ．4 7 5 ．3 S 礫 打 面 か ら剥 離 さ れ た 縦 長 剥 片 の 側 線 に 加 工 を 入 れ る 。

1 5 3 5 Ⅵ b L 5 1 2 5 1 二 次 加 工 剥 片 2 ．3 2 ．2 0 ．7 2 ．7 O b 石 器 下 端 に わ ず か な 加 工 。

1 5 3 6 Ⅵ b K 4 14 二 次 加 工 剥 片 3 ．6 2 ．8 1 ．6 9 ．6 S h 裏 面 左 下 に 細 か な 加 工 あ り。

1 5 3 7 Ⅵ b L 7 22 3 二 次 加 工 剥 片 7 ．9 3 ．0 1 ．4 2 5 ．7 S h 尖 頭 器 な ど の 未 製 品 か 。 た だ し剥 離 面 の バ ル ブ は 強 い 。

1 5 3 8 Ⅵ b N 4 19 8 二 次 加 工 剥 片 ． 6 ．1 3 ．3 1 ．3 2 1 ．9 S 左 側 緑 に 加 工 あ り＿。

1 5 3 9 Ⅵ a J5 4 9 二 次 加 工 剥 片 4 ．1 1 ．8 1 ．2 7 ．5 S h 削 器 か 。

1 5 4 0 Ⅵ J5 6 6 4 二 次 加 工 剥 片 5 ．1 3 ．9 1 ．1 1 9 ．8 S h 掻 器 的 な 石 器 か 。

1 5 4 1 Ⅵ a J4 打 製 石 斧 1 1 ．0 6 ．0 1 ．7 9 2 ．1 S 大 形 で あ る こ と、下 線 の稜 が や や 潰 れ る こ とか ら石 斧 と した 。

1 5 4 2 Ⅵ J3 6 6 二 次 加 工 剥 片 4 ．3 3 ．9 8 ．1 2 6 ．8 C h 不 定 形 剥 片 素 材 。 裏 面 右 側 緑 に 加 工 あ り 。

1 5 4 3 Ⅵ H 7 28 4 二 次 加 工 剥 片 4 ．6 3 ．0 2 ．2 1 7 ．2 S h 分 割 し た 円 礫 に 加 工 を 入 れ る 。 石 核 か 。

1 5 4 4 Ⅵ b L 4 54 3 磨 製 石 斧 7 ．2 7 ．8 1 ．6 1 1 2 ．8 S h 刃 部 の み 残 存 。刃 緑 の み 丁 寧 に研 磨 。胴 部 の研 磨 は ゆ る い 。

1 5 4 5 Ⅵ I5 3 9 凹 石 9 ．6 8 ．1 5 ．6 5 7 1 ．8 S 風 化 著 し い 。 表 裏 面 中 央 に 凹 み 。

．1 5 4 6 Ⅵ a J6 3 7 蔽 石 3 ．9 3 ．1 2 ．8 4 4 ．5 S 蔽 打 痕 明 確 で な い 。

1 5 4 7 Ⅵ J3 13 6 蔽 石 3 ．6 3 ．5 3 ．0 5 0 ．0 S 下 端 に 敵 打 痕 ？

1 5 4 8 Ⅵ J4 蔽 石 6 ．0 5 ．5 4 ．3 1 9 6 ．1 O s 下 端 が 顕 著 に 潰 れ る 。

1 5 4 9 Ⅵ K 4 26 5 蔽 石 5 ．4 3 ．9 2 ．1 5 0 ．4 S よ く転 磨 さ れ 光 沢 の あ る 円 礫 素 材 。 硬 質 。

下 端 か ら敵 打 に よ り剥 落 。

1 5 5 0 Ⅵ b L 4 2 3 3 蔽 石 4 ．5 4 ．1 2 ．2 5 9 ．4 S h 破 砕 著 し い 。 周 縁 に 顕 著 な 蔽 打 痕 。

1 5 5 1 Ⅵ I6 14 敵 石 6 ．0 5 ．6 3 ．8 1 7 6 ．7 S 上 下 端 に 敵 打 痕 。

1 5 5 2 Ⅵ b L 5 1 0 1 0 敵 石 9 ．3 8 ．1 4 ．3 4 9 2 ．6 O s 上 下 端 に 敲 打 痕 。よ く転 磨 さ れ た 光 沢 の あ る 円 礫 素 材 。

1 5 5 3 Ⅵ J4 3 2 8 磨 石 ．9 ．5 8 ．7 7 ．2 8 2 0 ．0 S 表 面 に 磨 痕 。

1 5 5 4 Ⅵ H 6 4 4 磨 石 1 1 ．2 9 ．7 4 ．7 8 0 0 ．0 O s 表 裏 面 に 磨 痕 。

1 5 5 5 Ⅳ B 2 4 10 磨 石 1 1 ．1 1 0 ．1 3 ．7 6 3 7 ．1 S 自 然 礫 の 可 能 性 あ り。

1 5 5 6 Ⅵ J3 1 19 磨 石 7 ．2 4 ．7 3 ．0 1 4 2 ．1 S 自 然 礫 の 可 能 性 あ り。

1 5 5 7 Ⅵ K 4 4 8 1 磨 石 7 ．9 7 ．9 3 ．8 3 2 4 ．5 S 表 面 に 光 沢 あ り。

1 5 5 8 Ⅵ J7 ベ 磨 石 9 ．5 8 ．4 4 ．5 4 6 9 ．5 S 表 裏 面 に 顕 著 な 磨 痕 。

1 5 5 9 Ⅵ a J4 2 8 3 °礫 器 9 ．3 9 ．1 1 ．8 1 7 1 ．9 S 節 理 で 分 割 さ れ た 扁 平 楕 円 礫 素 材 。

1 5 6 0 Ⅵ I7 3 4 9 原 石 8 ．3 6 ．6 5 ．9 3 6 5 ．0 O b 球 顆 が 顕 著 に 入 る 。 南 九 州 産 か 。

1 5 6 1 Ⅶ 0 4 2 原 石 3°．6 1 ．8 1 ．6 7 ．1 O b 小 形 。 黒 色 で 不 純 物 を ほ と ん ど含 ま な い 。

1 5 6 2 Ⅶ D 2 3 8 原 石 2 ．2 1 ．6 1 ．3 5 ．1 O b 1 5 6 1 と 伺 石 材 。

1 5 6 3 Ⅵ G 6 5 7 石 皿 3 6 ．3 2 2 ．5 1 1 ．4 1 5 0 0 0 ．0 S 表 面 に ゆ る い 凹 面 。

1 5 6 4 Ⅵ G 6 3 15 石 皿 9 ．0 1 3 ．7 3 ．5 4 8 2 ．3 ．S 欠 損 著 しい 。 表 面 に ゆ る い 凹 面 。

1 5 6 5 Ⅵ D 2 1 8 石 皿 1 5 ．3 1 6 ．3 1 0 ．8 4 3 0 0 ．0 S 欠 損 著 しい 。 表 裏 面 と も に 磨 痕 。

1 5 6 6 Ⅵ D 2 1 1 台 石 3 7 ．4 3 3 ．2 8 ．4 1 4 0 0 0 ．0 S 表 面 中 央 に ア バ タ 状 の 潰 れ の 可 能 性 あ り。
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第4節　小　結

1　遺構について

集石遺構については新しい視点でデータの収集を行った。

南九州における集石遺構は，掘り込みの有無，赤化礫の分布，礫の接合関係，総数，重量など

に着目されてきた。八木澤一郎は礫の平面分布（分散・密集），掘り込みの有無，底石の有無に

よって①集石1類（分散型，掘り込み無し），②集石2類（密集型，掘り込み無し，底石無し），

③集石3類（密集型，掘り込み有り，底石無し），④集石4類（密集型，掘り込み有り，底石有

り）の4形態に分類している。さらに，住居址の有無を加えて①タイプ1（住居址に伴って集石

遺構検出），②タイプ2（住居址無し，集石3類と4類の集石遺構群が微高地を取り囲む），③タ

イプ3（住居址無し，集石3類と4類を検出），④タイプ4（住居址無し，集石1類と2類を検

出）の4タイプに分けた1）。

本遺跡の集石遺構96基を上述の区分に従って分類するならば，以下のようになる。

①集石1類

（参集石2類

（参集石3類

④集石4類

Ⅵ層

9

16

8

2

計　　　　　35

Ⅶ層　　　Ⅷ層　　　層不明　　　計

8　　　　　　0

15　　　　　　2

24　　　　　　4

1　　　　　　0

48　　　　　　6

4　　　　　　21

0　　　　　　33

2　　　　　　38

1　　　　　　4

7　　　　　　96

本遺跡では，集石遺構と同時期の住居跡は全く検出されなかった。調査地は微高地の東側に位

置し，この範囲で集石遺構の分布状態を見るならば，タイプ1と2に属する集石遺構は存在せず，

タイプ3と4に属する集石遺構に該当するといえる。八木樺は，タイプ3は住居地区から独立し

た場所にある恒常的調理地区，タイプ4は季節的利用のキャンプ地であるという考えを提示した。

これに対し，徳永貞紹は集石炉と石組炉・配石炉の違いの明確化し，各遺跡から報告されている

集石遺構の基本的個別データの不足を指摘した2）。宮崎県における集石遺構の研究は，鹿児島県

と同様な状況にあり，今後の課題として，単純遺跡や分離可能な検出層の中で集石遺構の所属時

期を明確にした上で基本的データを測定し考察する必要がある。

そこで今回は，上記のような研究の総括をふまえて，96基のうち94基の集石遺構について個々

の礫を数値化して測定し，統計処理を行った。測定項目は①検出層，②掘り込みの有無，③礫の

分布（長径，短径），④礫総数，⑤岩質，⑥大きさ，⑦炭化物の有無，⑧土器・石器の有無，⑨

石器石材の有無，⑲敷石の有無，⑪赤変礫の有無である。結果は次節で詳しく触れる。

磨石を並べた遺構の例としては，鹿児島県鹿屋市の飯盛ケ丘遺跡から掘り込み不明の石器集石

遺構として，4個の磨石を並べた遺構が報告されている3）。

2　土器の特徴

草創期の土器は，数段の爪形文を施すものと，貝殻腹緑，殻頂による庄痕文，沈線文を施すも

のが少量認められた。爪形文は成形時の爪跡ではなく，へラ状工具（？）の刺突による文様である。
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それらの出土層は早期土器と同一で，テフラ等を基にした垂直位置については積極的に言及で

きないが，貝殻文を施す個体（5）に関しては，口唇部形態や口緑上部に文様帯が集約されてい

る点など，当地域の早期初頭土器群に近い様相が看取される。このため，この資料については早

期初頭まで編年的位置が下る可能性も否定できない。宮崎学園都市遺跡群の堂地西遺跡B区の出

土土器群の中に同様の資料が認められる4）。

早期土器は，大きくは貝殻文円筒形土器系のA類，押型文系のB類，撚糸文・縄文系のC類，

平林・塞ノ神式系のD類に4類別できることは前述のとおりである。

A類は，貝殻による施文と円筒形を呈する器形が特徴で，南九州系の早期貝殻文円筒形土器群

が主体をなすが，A4類のみは，異なる係累のものである（32～36）。

Al類は7のみが該当する。全容は不明であるが，おそらくは前平式5）の胴部片と見られる。

A2類は貝殻腹線による庄痕文を施すもので，知覧式6），椿ノ原タイプ7）と称される（8～10）。

楔形突帯，角筒形土器など，特徴的な文様要素，器形が認められる。

A3類は下剥峯式あるいは桑ノ丸式8）に属する，あるいはそれに類するものと見られる。22は

下剥峯式・桑ノ丸式の概念からは外れるが，内湾する口緑部やその断面形などから近接した編年

的位置を推測することが可能である。

A4類は北部～中九州に広く分布する，条痕文施文の一群に含まれるものであろう。口唇部は

やや肥厚させるか（32），かまぼこ状となり（34など），内面は丁寧なナデ調整が施され去。

押型文系のB類については，前述の通り器形の特徴を重視して細分を行った（挿図参照）。

Bl類は器形や文様の特徴から，東九州編年9）における下菅尾B式に類似するものと考えられ

る。央畑光博らの追究によれば，貝殻文円筒形土器系の桑ノ丸式と近い編年的位置にあるとい

う10）。

B2類は直に立ち上がる口緑部を有し，完形資料はないもののバケツ形を呈すると見られる。

従来，このような器形の資料は，当地域においては貝殻文円筒形土器群との接触により成立した

ものと解釈されてきたが，近年，東九州の稲荷山式に並行する，北部・中九州における最古段階

の押型文土器であるとの見解が示されており，「弘法原式」と呼称されている11）。確かに，本遺

跡の64や68などは横方向の目の細かな押型文であり，古く遡る可能性は否定できない。69のよう

なベルト状施文の個体が存在することも傍証の一つとなろう。

B3類と4類は，内面ケズリの調整手法が共通することや，中間的な様相を示す個体が多く認

められることから近い関係にある一群と見られる。そのような資料は，清武町杉木原遺跡12）で一

定量出土しているほか，田野町芳ケ迫第3遺跡13）などでも確認されている。宮崎平野南部を中心

に分布する型式と位置づけておきたい。

89，238の口綾部形態や横方向施文は早水台式に似るが，内面はケズリ調整が施されるなど，

在地的色合いが強い。口緑部片の324は，外面に鋸歯状ないしは波状の沈線文を，内面の上部に

「枝回転文」を施す。本類と後述するB5類（手向山式）との近縁性を示す資料と位置づけられ

よう。
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B5類は当地域における押型文系の最終末の型式である手向山式14）に該当する。それらと同じ

器形で沈線文を主文様とし，押型文を施文しない一群（620～641）や，微細な突帯を施す一群

（654～659）も，従来手向山式に含められていたものである。円盤状を呈する667・668や上げ底

となる669は，確証はないが，B5類の底部の候補となろう。

C類は，器形の類似からB類との密接な関連がうかがえる。同様の器形変化を遂げた可能性も

指摘できる。外面に網目状の撚糸文が施される619や，結節縄文が施される665，666は，文様は

C類と，器形の面ではB5類（あるいはB5類と同様の器形で押型文を施文しない一群）と関連

するものであろう。なお結節縄文は，当地城においては平柿式に認められる特徴的な文様要素と

考えられており15），上記の位置付けが正しければ，その初現がさかのぼることになる。

D類もいくつかの型式を包括する類型である。

Dl類は，天道ケ尾遺跡のⅤ類16），妙見遺跡の「平梓式前段階17）」に該当する資料で，先に触

れたB5類と同様の器形で押型文を施さない一群がこれらと密接な関係があると考えられる。

D2類は平林式に包括されると見られるが，肥厚口緑が平柿式の口緑形態の特徴と位置づける

ならば694，699～701などは口緑端部に付された突帯→口緑部肥厚帯の変化の過程を示している

と考えられ，いわば平林式成立の瞬間を体現している個体と表現できるのではなかろうか。690

などは口緑部内面に文様があり，古い様相を示している。一方699，700の口緑端部に見られる横

「ハ」字状の短沈線文は後の段階につながる特徴である。

D3類は口緑部がわずかに肥厚する一群，D4類は口緑部が内湾する一群で，口綾部破片が多

く出土しているものの完形資料がないため全体の文様構成は不明となっている。おそらくはDl

類・2類でa・bとした2つの流れ（頚部以下に縄文が施されるもの＝a，沈線文が主となるも

の＝b）が踏襲されているのであろう。胴部片820，821などは1～4類のいずれかに属するb該

当資料であろう。

D5類・6類は，胴部との境に明瞭な稜線が形成される。撚糸文系の塞ノ神式に相当する一群

であり，口緑部に沈線文と列点文，胴部に縦方向の綱目撚糸文を施すものと，沈線区画内に撚糸

文を施すものに大別できる。前者は河口貞徳のAa式に，後者はAb式にあたる18）。

D7類は貝殻文系の塞ノ神式（河口による塞ノ神式B式）に相当する。932や937など，貝殻文

に似た列点文や短沈線文を施すものも近い関係にある資料と考えられる。

D8類は，苦浜式と称されるものに文様の特徴が似る。苦浜式は貝殻文系塞ノ神式と条痕文系

土器をつなぐ型式として再認識されている19）。ただし，このD8類は，器形（特に口唇部形態）

がそれと大きく異なる。このため，A類の貝殻文円筒形系土器群に属する可能性も皆無ではない。

なお，今回の報告では，この苦浜式（と仮定したもの）までを早期とし，外・内面に条痕文を

施す平底の土器群20）から前期に属するものと位置付けている。従来，南九州においてはアカホヤ

火山灰の堆積をもって早期と前期の境界と見なしているが，その問題点は既に指摘されている通

りであろう21）。ただし，ここでの線引きはあくまで便宜的なであり，今後，土器編年上の他地域

との併行関係について詰めていき，その当否を検討していかねばならない。

それでは，上記の内容をまとめ，該期の土器型式の変遷案について簡単に触れておきたい。
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B類とした押型文系土器については，器形をもとにした分類を行ったが，それが時間的変化に

ほぼ対応するとの仮定のもと，以下の通りの変化を遂げたものと推定しておきたい。

押型文系土器は，同時期の無文土器を含めて一部古くさかのぼる可能性のある資料も存在する

が，貝殻文円筒土器系の終末期（ここでのA3類期）に並行する形でBl類が展開したと見られ

る。これは，九州東南部においても下菅尾B式が一定量出土するという事実から裏付けられる。

そしてB3類・4類の時期に至り，押型文系土器が当地域の土器の主体を占めるようになる。

他地域との並行関係を直接的に示す資料は現在のところないが，B5類（手向山式）期以前の，

東九州編年における田村式，あるいはヤトコロ式に並行する段階でのことであろう。

さらに手向山式期のある段階で，それまで少量ながら流入していた縄文，撚糸文系（C類土器）

との接触・混合により押型文を施さない（押型文以外の文様要素をも取り入れた）土器群が成立

し，さらにDl類へと展開していったと見られる。ただし，押型文系終焉に関する一連の流れに

ついては，少なくとも西日本一帯に目を配る必要があるとの指摘もある。必ずしも一元的な変化

にとらわれる必要はないのであろうが，今後注意すべき点の一つと言えよう。

D類についても器形をもとに分類したが，それらの位置付けに関しては，手向山式から平林式，

撚糸文系塞ノ神式を経て貝殻文系塞ノ神式に変化したという編年観に準拠したい22）。

まず，前述の通り押型文系のB5類からDl類が生じ，そこから平林式に包括されるD2類→

4類の流れで口緑部形態が変化したと推測される。胴部以下については，縦方向突帯がある段階

で消滅するであろうということ以外，大きな変化は見られないと考えられる。おそらくa，bと

した2つの流れが踏襲されているのであろう。

撚糸文系塞ノ神式に相当するC5類・6類ついては十分整理ができていないが，仮説として，

平梓式段階に見られるような2つの文様の「流れ」（河口による塞ノ神式Aa，Ab式の両者）

があったと考えておきたい。

D7類の貝殻文系塞ノ神式は，苦浜式を介して条痕文系土器につながると考えられており，近

年の調査事例から条痕文系土器の存続期にアカホヤ火山灰の堆積をもたらした鬼界カルデラの爆

発がおこったと見られている23）。

以上，本遺跡出土の早期土器についての流れをまとめてみた。全体として粗い考察となり，特

にD類とした一群について，不明な点が多く残ったが，今回の報告資料をもとに，周辺台地にお

ける編年が固まることが期待される。なお，次頁には，主としてB類に関わる編年的位置付けを

模式図化して整理している。タテ軸が時間，ヨコ軸が空間距離を表している。

3　遺物の出土位置

前項で編年的位置を推定した土器は，実際には，どのような平面・垂直位置から出土している

のか検討してみたい。

草創期の土器は，調査区北端近くで出土している。Ⅵ層より2点，Ⅶ層より1点，b層より2

点となっているが，原位置をとどめているかどうか疑わしい。

A類は，多くは調査区北半より出土しているが，15や24など南端近くで出土しているものもあ

る。Ⅶ層出土の個体が多い。
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古

新

本遺跡出土資料

貝殻文系の系譜　　　　在地押型文系の系譜

（B2類の一部）？

○　　　　？

A3類…………－‥　Bl類

B3類
B4類

B5類　－‥－して

東九州編年
（坂本1995など）

●

●

●

川原田式

稲荷山式

早水台式

下菅尾B式

田　村　式

ヤトコロ式

手向山式

縄文・撚糸文

早：中葉の終末頃　二義「・蓋鎧豊慧霊式前
！　　　　　　　　　　：　　i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　．

B類については，ほぼ全ての出土資料を分析対象としたが，小破片についてはどの類型に属す

るのか把握することが困難であり，まず大きく山形押型文を施すものと楕円押型文を施すものに

分け，傾向を調べた。その結果，いずれも調査区北東部の小さな谷の頂部付近に集中箇所がある

ことが判明した。さらに細かくB3・4類に限ってみた場合でも，その傾向は変わらない。出土

層はⅥ層，Ⅶ層の比率が高く，中でもⅦ層出土資料が多数を占めることがうかがえる。

C類は，多くは前述の谷の北側付近より出土している。わずかにB類よりも分布の重心が北東

に寄るようである。出土層の傾向はB類と変わらない。このことから，B類と同時期に属し，分

布のやや異なる集団の存在が推定できる。

D類は，調査区北半の中央付近に多く分布しており，これもわずかではあるがB類よりも分布

の重心がやや西に寄っていることが判る。Ⅶ層より出土している個体もあるが，傾向としてはⅥ

層出土のものが多い。この点から，B類との時間差が導き出される。これは従来から指摘されて

いる編年的研究の成果と合致する。
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第140図　草創期土器の分布
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第141図　A類土器の分布
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第142回　B類土器（山形押型支）の分布
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第143図　B類土器（楕円押型文）の分布
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第144図　B3・4類土器の分布
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第145図　C類土器の分布
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第146図　D類土器の分布
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第5節　集石遺構について

本文中の第1節第2表をもとに礫の分布，礫の密集度，岩質，礫の大きさについて統計処理を

行い，円度と角度，礫の使用度，円礫換算，加熱実験の考察を行なった。その結果は第1表に示

した。

集石遺構の礫はひとかたまりとなってみかけ上ほぼ円形に分布しているが，詳しく観察すると

掘り込みのある場合とない場合では円または楕円の違いがあるように見える。違いを数値として

表すため「離心率」を用いた。礫の密集状態は掘り込みのある場合は密に，ない場合は疎である

傾向が観察される。これを数値として表すために「礫密集度」を求めた。礫密集度は1nfあたり

の礫の個数を表している。岩質は測定した礫のすべてを岩質別に統計処理した。礫の大きさは，

多くの報告書の中で拳大や人頭大などの表現が見られるが，地質学的に用いられている区分法に

従い巨礫，大礫，中礫，細礫に分けた。細礫は直径4～2mmの大きさであるため巨礫，大礫，中

礫に限定した。なお，中礫は拳大より小さく，大礫は拳大，巨礫は人頭大に相当する。

礫は円礫から角礫まで円磨度によって細かく区分される。本稿では大きく円礫，亜円礫，亜角

礫，角礫の4つのタイプに区分して計測を行い，円礫と亜円礫を合わせて「円度」，角礫と亜角

礫を合わせて「角度」と表示した。集石遺構全体としては角度の割合が高い。円礫として持ち込

まれた礫は集石用に使用されるたびに割れて小さくなり角礫化したという仮説のもとに，礫の大

きさと角度の割合から礫の「使用度」を推定した。

角礫を元の円礫に換算して，円礫としてはじめに持ち込まれた数を試算した。さらに，試算の

結果に基づいた数の円礫を敷き詰めて集石料理の野外実験を行い，割れる礫の数と赤化の様子を

観察した。以下各項目について結果と考察を行う。

1）磯分布

礫の分布は検出した層ごとに，掘り込み有りと掘り込み無しに分け，離心率で表した。離心率

eは礫分布の長半径aと短半径bからe＝（a2－b2）1／2／aの式を用いて算出した。その結

果，各層の平均値は，

掘り込み有り（測定数）　掘り込み無し（測定数）

e＝0．53（11）

e＝0．46（25）

e＝0．54（4）

ここで短半径b＝0．50mとすると，長半径aは，

掘り込み有り

a＝0．59m

a＝0．56m

a＝0．59m

e＝0．63（23）

e＝0．59（23）

e＝0．26（2）

掘り込み無し

a＝0．64m

a＝0．62m

a＝0．52m

となり，全体として円形に近い礫分布を成すことを示している。

2）磯密集度

礫の密度分布は礫密集度で表した。礫密集度は礫分布が円を成すと仮定して，礫総数を円の面
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礫数

第1図　掘り込みの有る集石遺構の礫密集度

礫数

第2図　掘り込みの無い集石遺構の礫密集度
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第3図　礫の岩質

第4図　礫の大きさ

第5図　円度と角度
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積で割って求めた（単位は個／正）。当然，掘り込みの深い集石遺構では礫密集度は高い数値を

示し，掘り込みの深さと相関をもつ。相関は横軸に礫数，縦軸に礫密集度をとり，掘り込みの有

る場合（第1図）と掘り込みの無い場合（第2図）に分けて図示した。

その結果，掘り込みの有るⅥ層では150個／扉，Ⅶ層では200個／扉，Ⅷ層では400個／正に集

中し，古い年代ほど礫密集度は大きくなり掘り込みが深いことを示した。掘り込みの無い場合は，

検出層とは無関係に50～150個／正の範囲に散点した。

3）礫の岩質

約15000個の礫の岩質を分類した結果，細粒砂岩が98％を占めた（第3図）。残りの2％は軽石，

租粒砂岩，シルト岩，尾鈴酸性岩（溶結凝灰岩），礫岩の順に多かった。細粒砂岩は台地の基盤

を成す第三系宮崎層群から供給されたものであり，四万十累層群の赦密で硬い細粒砂岩とは容易

に区別できる。自ケ野遺跡の南に流れる清武川沿いには河岸段丘が発達しており，河岸段丘の底

部には宮崎層群の細粒砂岩円礫が多量に堆積しているので，段丘礫から円礫を採集すれば容易に

遺跡へ持ち込むことができる環境にある。

4）礫の大きさ

礫は粒径によって次のように区分される。巨礫（粒径25．6cm以上），大礫（25．6～6．4cm），中礫

（6．4～0．4cm），細礫（0．4～0．2cm）。細礫は除外して，すべての礫の長径を測定した結果，大礫が4

5％，中礫が55％を占めた（第4図）。巨礫は3個含まれていた。

5）円度と角度

礫は円礫と角礫から構成される。これらの礫をさらに細分して形が円～楕円形のままで割れて

いない礫を「円礫」，円礫が割れて二分した礫を「亜円礫」，亜円礫がさらに二分した礫を「亜角

礫」，全体が角ぼった礫を「角礫」と規定した。さらに，円礫と亜円礫を合わせて「円度」（単位

％），亜角礫と角礫を合わせて「角度」（単位％）とした。遺跡全体の礫は，円度11％，角度89％

を示し，割れた状態の礫が多いことを示している（第5図）。

6）礫の使用度

集石遺構の礫は赤化礫を含み，埋土に炭化物粒を多く含むことから加熱した跡であると考えら

れている。個々の集石遺構の礫は，様々な大きさの円礫と角礫から構成されている。これを数値

化して大礫・中礫の含有率および円度・角度の占有率で区分することによって，各集石遺構の礫

が「使用始め」～「使用中」～「使用後廃棄」という各段階を表せるのではないかと考えた。礫

に加熱したとき，礫の熱量Qは質量をm，比熱をC，温度変化をtとすると，Q＝mC tで表さ

れる。比熱Cは同質の細粒砂岩から成るので共通と考えれば，熱容量mcの大きいのは大礫の円

礫である。角礫は円礫に比べて表面積が大きく放熱量が大きいので，破砕した中礫になるほど保

熱量は小さく，時間は短くなることが予想される。

自ケ野第2・第3遺跡では，集石遺構に使われている礫の98％が宮崎層群の細粒砂岩から成る

ので，円礫として遺跡に持ち込まれた砂岩の礫は加熱後割れ，使用回数が増すにつれてしだいに

小さな角礫状となり廃棄されたという仮説に基づいて以下の推論を行う。

統計処理の結果，それぞれの集石遺構中に含まれる円度の割合が30％を越すのは6基だけで，
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角度の割合が圧倒的に多いこと，円度30％以上で中礫70％以上の集石遺構は0であること，大礫

と中礫の割合はおおよそ半々であることなどを考慮して「円度または角度」と「大礫または中礫

含有率」の組み合わせによって以下のようにA～Gまで区分した。

A～大礫70％以上＋円度30％以上

B～大礫50～70％＋円度30％以上

C～中礫50～70％＋円度30％以上

D～大礫70％以上＋角度70％以上

E～大礫50～70％＋角度70％以上

F～中礫50～70％＋角度70％以上

G～中礫70％以上＋角度70％以上

集石遺構は，掘り込みの有るものから掘り込みのないものへ発達したという見解や準備から廃

棄までの段階を表すという考え方がある。本報告では阿部祥人・小薬一夫・小島正裕（1984）の

見解に従って準備，使用中，使用後の段階を表すという考えをとった。この考え方を数値を使っ

て表す方法としてA～Gを3タイプに分けた。

タイプ1－区分A，B，C。円度の割合が高く大礫と中礫の割合が多いことから，掘り込みの

ある集石遺構では「使い始めに近い時期」，掘り込みのない集石遺構では「準備礫」と考えた。

タイプ2－区分D，E。角度の割合が高い大礫から構成されることから「使用中」の集石遺構

と考えた。

タイプ3－区分F，G。角度の割合が高く，中礫から成ることから「使用後廃棄」されたと考

えた。

Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ層の礫使用度水平分布はそれぞれ第6・7・8図に示した。A～Gを各層の集石遺

構に当てはめてまとめたのが第2表である。

掘り込みが有る場合，タイプ1に属する集石遺構はⅥ層から1基（SIl）とⅦ層から1基

（SI68）だけであった。SIlは敷石を有する小型の集石遺構である。総礫数は少ないにもか

かわらず大礫の占める割合が大きい。礫の中に砂岩の蔽石を2個含み，南側40cmのところに尾鈴

山産の溶結凝灰岩からなる磨石を1個出土することからSIlと関連が考えられる。SI68はC

区の礫群1の近くで検出された円形の集石遺構である。総礫数170個のうち円礫を15個，亜円礫

を43個有していた。SIlとSI68は使用途中の状態を示すと思われる。タイプ2はⅥ層から5

基，Ⅶ層から8基，Ⅷ層から1基検出した。遺構に含まれる総礫数は200個以下，200～400個，

400個以上の3つに分けられる。中でもSI69とSI74は礫密集度が400個／nfを越えている。タ

イプ3はⅥ層から4基，Ⅶ層から14基，Ⅷ層から3基を検出した。Ⅶ層とⅧ層に含有する礫は小
l

さな角礫が多いので遺構埋土に分散して含まれていることから廃棄礫の可能性が高い。
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第2表　集石遺構の礫使用度一覧表

掘 込 検出層 A B C D E F G 計

有 り

Ⅵ 1 0 0 3 2 4 0 10

Ⅶ 1 0 0 2 6 12 2 23

Ⅷ 0 0 0 1 0 2 1 4

不 明 0 0 0 0 0 1 0 1

計 2 0 0 6 8 19 3 38

無 し

Ⅵ 1 0 1 2 11 2 8 25

Ⅶ 1 0 0 4 5 10 4 24

Ⅷ 0 0 0 0 2 0 0 2

不 明 0 1 0 0 1 3 1 6

計 2 1 1 6 19 15 13 57

掘り込みが無い場合，タイプ1のAはⅥ層から1基（SI15）とⅦ層から1基（SI46）であっ

た。2基とも礫総数は少なく，大礫の亜円礫からなるので，準備礫の可能性が高い。SI21はタ

イプ1のCに属し，中礫で角度の割合が高い。タイプ2はⅥ層から13基，Ⅶ層から9基，Ⅷ層か

ら2基を検出した。タイプ3はⅥ層から10基，Ⅶ層から14基を検出した。掘り込みがない場合，

総じて礫数が少ない。総礫数100個以下の割合はⅥ層で80％，Ⅶ層で70％を占める。しかも中礫

の角礫主体の構成をしていることから廃棄礫の可能性が高い。

7）礫の円礫換算

初めに，礫を円礫の状態で運び込んだものと仮定して，割れた礫を円礫に換算する方法を試算

してみた。即ち，円礫は×1，亜円礫は×1／2，亜角礫は×1／4，角礫は×1／16の換算式

をすべての集石遺構測定値にあてはめてみると，平均値は次のような値を示した。

掘り込み有り　　　　掘り込み無し

37個　　　　　　　16個

42個　　　　　　　17個

83個　　　　　　　　5個

古い時期（Ⅷ層）の集石遺構では深い掘り込みの穴に70個前後の円礫を置き，後の時期（Ⅶ，

Ⅵ層）になると40個前後の円礫を使った可能性を示している。掘り込みの無い場合は，当然のこ

とながら数は少ない。

実際に大礫サイズの円礫を40個敷き詰めてみると，直径約50cmの掘り込みの浅い穴に適合する。

直径約1mの掘り込みの浅い穴では，80個の円礫が適合する。敷き詰める礫の数は掘り込みの深

さに関係するので，計算値が適正な数であるかどうかは疑問である。発掘した礫は長い年月の間

に風化し，移動している可能性があるので，真の測定値はもっと多いことが予想される。また，

換算式を変えれば円礫数は変化するので，上記の換算式は，一応の基準としてとらえておく。

8）加熱実験

保坂康夫（1993）は，関東・東海地域の礫群について破断していない完全礫の占有率は1～2

割程度が最も多いことを指摘している。また，加熱後自然冷却の実験を行い，加熱によって破断
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した礫はおおむね1割程度であったことを報告している。

自ケ野遺跡でも発掘調査終了後の集石遺構を使って加熱と礫の破断実験を行った。石材は宮崎

層群産の細粒砂岩の円礫を用いた。大きさは直径10cmの大礫を主にして直径5cmの中礫を少量加

えた。実験の手順は，調査を終了した掘り込みのある集石遺構の中に円礫79個を敷き詰め，周囲

には土を高さ約10cm盛り上げた。次に小枝を約30分間燃やして礫を加熱した。その間にばしょう

の葉に鳥肉とりんごを包み，加熱の対照実験として同じ食材をアルミはくで包んだ。これらの食

材を加熱礫で包み込むように置き，その上に盛り上げておいた土をかぶせ，そのまま約40分間放

置した。

掘り出してみると，ばしょうの葉は外側が焼けて黒くなっているものの内側は変化がなく，り

んごと鶏肉は内部までよく加熱されていた。それに対し，アルミはくで包んだ鳥肉は内部まで加

熱されていたが，りんごは内部まで熱が十分伝わらず芯は固いままであった。また，後日ばしょ

うの葉でサツマイモ，魚，クリを包んで実験したが，すべて内部まで十分加熱されることがわかっ

た。以上の実験では，ばしょうの葉の水分が蒸し焼きに大きな役割を果たしていることを示唆し

ている。

礫の破断実験は2回行った。1回目では79個のうち9個の礫が破断した。2回目は70個中6個

の礫が破断し，加熱後破断する円礫の数は約1割であることを示唆した。加熱実験後掘り出した

礫は約一週間地表に放置した結果，79個中33個が赤化を示した。

発掘した礫の90％は角礫から成り，ほぼすべての集石遺構で赤化礫が存在する。本稿では円礫

から破断して角礫化するメカニズムと赤化のメカニズムについては解明していない。今後，野外

での加熱実験によって多数の測定データを得る必要がある。

9）まとめ

白ケ野第2・第3遺跡で検出された集石遺構について，①検出層，②掘り込みの有無，③礫の

分布，④礫数，⑤岩質，⑥礫の大きさ，⑦炭化物の有無，⑧土器・石器の有無，⑨石器石材の有

無，⑲底石の有無，⑪赤化礫の有無の測定を行い，数値化した資料から統計処理によって相関を

兄い出す試みを行った。

その結果，以下のことがわかった。

1）礫の分布形態は離心率で表すと，掘り込みの有無に関係なくほぼ円形に近い楕円形を示

す。

2）礫の密集度は1㌦あたりの礫数で表した。掘り込みの有る場合は古い時代ほど大きな数

値を示し，掘り込みが深くなることを表した。掘り込みのない場合，数値は分散した。

3）礫の岩質は98％が宮崎層群産の細粒砂岩から成る。

4）礫の大きさは大礫と中礫が半々である。

5）礫を円礫，亜円礫，亜角礫，角礫に区分し，円礫と亜円礫を円度（％），亜角礫と角礫

を角度（％）で表すと，円度：角度＝1：9の割合である。

6）礫の使用度をA～Gに区分し，さらにタイプ1（使用始め），タイプ2（使用中），タイ

プ3（使用後廃棄または準備）に分けた。全体として使用後廃棄または準備のタイプが半
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数を占め，古い時代の集石遺構ほど使用後廃棄または準備の割合が大きい。

7）礫は最初は円礫として搬入されたものと仮定して，亜円礫は2個，亜角礫は4個，角礫

は16個で1個の円礫に換算した。その結果，掘り込みのある場合Ⅵ層とⅦ層では約40個，

Ⅷ層では約80個に換算された。この個数はそれぞれ直径50cmと1mの集石遺構に適合する。

掘り込みのない場合は，検出層とは無関係に少量を示した。

8）集石礫を加熱調理施設とみなして2回にわたって野外加熱実験した結果，円礫が破断す

る数は1割であった。また，加熱後一週間で約42％の礫が赤化した。

10）問題点

本報告で考察した集石遺構の礫の分析は，宮崎平野の段丘礫が発達する台地上での遺構である

という特別な条件下で成り立つものである。それは，細粒砂岩の円礫が段丘礫から簡単に入手で

きるという地理的背景による。従って，県北の様々な岩質の混合した集石遺構や鹿児島県の上の

原遺跡の集石遺構のように安山岩の角礫を使用している場合では，本稿の推論は適用できない。

今後，宮崎平野の台地上で発掘される同様な集石遺構について，条件を規定して適用すれば本論

の検証は可能である。

集石遺構の数値化は，これまで肉眼観察によって論じられたことの検証と統計処理による傾向

分析を目的とした一つの試みであり，すべてを数値で分析・説明できるものではない。

今回は礫の加熱後，どのように破断し，赤化するのか明らかにすることはできなかった。今後，

他地域の似たような条件下でのデータ分析に期待したい。
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第Ⅳ章　　自然科学的分析

株式会社古環境研究所

I．自ケ野遺跡第2・第3遺跡の土層とテフラ（1）

1．はじめに

宮崎県域には，霧島火山や姶良カルデラ，鬼界カルデラなど南九州地方の火山をはじめとして

阿蘇火山など多くの火山から噴出したテフラ（火山砕屑物，いわゆる火山灰）が数多く分布して

いる。これらのテフラの中には，すでに噴出年代が明らかにされているものがあり，それら示標

テフラとの層位関係を求めることによって，遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代に関する資

料を収集できるようになっている。そこで自ヶ野遺跡においても地質調査，テフラ検出分析さら

に屈折率測定を合わせて行い，示標テフラの層位を明らかにして，遺跡の土層の形成年代に関す

る資料を求めることになった。調査の対象となった地点は，G－12グリッド，E区試掘トレンチ，

G－9グリッドおよびB－4グリッドの4地点である。

2．土層の層序

（1）G－12グリッド

この地点では，下位より褐色土（層厚25cm），暗褐色土（層厚30cm），黄色軽石に富む灰色がかっ

た暗褐色土（層厚17cm，軽石の最大径12cm，石質岩片の最大径2cm），暗褐色土（層厚27cm）が

認められた（図1）。

（2）E区試掘トレンチ

本地点では，下位より黄色軽石に富む灰色がかった暗褐色土（G－12グリッドの下位より3層

目）の上位に，下位より暗褐色土（層厚30cm），黄色租粒火山灰混じり暗褐色土（層厚14cm），灰

色租粒火山灰混じり黒色土（層厚14cm），成層したテフラ層，作土（層厚27cm）が認められた

（図2）。これらのうち，成層したテフラ層は，下部の褐色火山豆石混じり黄色細粒軽石層（層厚

3cm，軽石の最大径5mm，火山豆石の最大径3mm）と，上部の黄色細粒火山灰層（層厚28cm）か

ら構成されている。このテフラ層は，層相から約6，300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界ア

カホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978）に同定される。自ケ野第2・第3遺跡の発掘調査で

は，最下位の土層の上面から細石核が検出されている。

（3）G－9グリッド

この地点では，下位より暗褐色土（層厚17cm），黒褐色土（層厚4cm），黄色租粒火山灰に富む

黒褐色土（層厚4cm），黒色土（層厚10cm），成層したテフラ層が認められた（図3）。これらの

うち，成層したテフラ層は層相からK－Ahに同定されるものである。これらの土層のうち，発掘

調査では下位より2層目および3層目の土層から縄文時代早期の土器が検出されている。
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（4）B－4グリッド

ここでは，K－Ahに同定される成層したテフラ層の上位に，下位より黄褐色土（層厚7cm），

黒色土（層厚21cm），暗褐色土（層厚9cm），褐色租粒火山灰に富む暗褐色土（層厚8cm），作土

が認められた（図4）。褐色租粒火山灰については，岩相などから788（延暦7）年に霧島火山御

鉢火口から噴出したと考えられている霧島御鉢延暦テフラ（Kr－OhE，井ノ上，1988，町田・新

井，1992）に由来すると思われる。

3．屈折率測定

（1）測定試料と測定方法

示標テフラとの同定精度を向上させるために，G－12グリッド，E区試掘トレンチ，G－9

グリッドの3地点で採取された試料について，位相差法による屈折率測定（新井，1972）を行っ

た。

（2）測定結果

屈折率の測定結果を表1に示す。G－12グリッド試料番号1には，重鉱物として斜方輝石や単

斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率（γ）は1．704－1．707である。これらの特徴は，約1．6

万年前以降（約1．05万年前以前）に霧島火山から噴出したと考えられている霧島小林軽石（Kr－

Kb，伊田ほか，1956，町田・新井，1992）と一致する。

E区試掘トレンチ試料番号1には，斜方輝石のほか単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折

率（γ）は，1．706－1．711である。この斜方輝石は，その屈折率や層位などから縄文時代早期に桜

島火山から噴出したテフラに由来する可能性が大きいと考えられる。

G－9グリッド試料番号1にも，斜方輝石のほか単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率

（γ）は，1．706寸711である。この斜方輝石は，その屈折率や層位などからE区試掘トレンチ試

料番号1に含まれるテフラと起源を同じくするものと考えられる。自ヶ野遺跡の調査で検出され

た細石核の層位はKr－Kbの上位で，この桜島火山起源の縄文時代早期のテフラより下位にある。

また縄文時代早期の遺物は，このテフラ層の下位から上位にかけての層位にあると考えられる。

縄文時代早期に桜島火山から噴出したテフラとしては，桜島薩摩テフラ（約1．05万年前，町田・

新井，1992）をはじめとして数層の存在が知られているが，それらの層序および噴出年代に関し

ては統一見解が得られていないのが現状である。より詳細な編年研究を展開するためにさらに分

析を行い，桜島火山起源のテフラの層序と噴出年代に関する資料を収集していく必要がある。

4．小結

自ヶ野第2・第3遺跡において，土層の形成年代に関する資料を収集するために，地質調査と

屈折率測定を合わせて行った。その結果，下位より霧島小林軽石（Kr－Kb，約1．6－1．05万年前），

桜島火山起源の縄文時代早期のテフラ，鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前）さらに霧島

御鉢延暦テフラ（Kr－OhE，788年）の降灰層準を検出することができた。
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図1　白ケ野遺跡G－12グリッドの

土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号

□軽石
租粒火山灰

［∃細粒火山灰
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1］縄文時代早期土器包含層

図3　白ケ野遺跡G－9グリッドの

土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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図2　白ケ野遺跡E区試掘トレンチの

土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号

間
。
言
． Kr－Kb

図4　白ケ野遺跡B－4グリッドの

土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号



（文献）

新井房夫（1972）斜方輝石・角閃石によるテフラの同定－テフロクロノロジーの基礎的研究．第四紀研究，11，p．2
54－269．

伊田一善・本島公司・安国　昇（1956）宮崎県小林市付近の天然ガス調査報告．地調報告，168，p．1－44．

井ノ上幸造（1988）霧島火山群高千穂複合火山の噴火活動史，岩鉱，83，p．26－41．
町田　洋・新井房夫（1978）南九州鬼界カルデラから噴出した広域テフラー鬼界アカホヤ火山灰．第四紀研究，17，

p．243－263．

町田　洋・新井房夫（1992）火山灰アトラス．東京大学出版会，276p．

表1　屈折率測定結果

地　点　　　　　試料　　　重鉱物　　　斜方輝石（γ）

G－12グリッド　　　　　l opx，CpX　　　1．704－1．707

E区試掘トレンチ　　　l opx＞cpx l．706－1．711

G－9グリッド　　　　　l opx＞cpx l．706－1．711

屈折率の測定は、位相差法（新井、1972）による．

opx：斜方輝石、CpX：単斜輝石．

ll．自ケ野第2・第13遺跡の土層とテフラ（2）

1＃　土居の層序

（1）B5グリッド（基本土層断面）

B5グリッドでは，火山灰土の堆積状況をよく観察することができた。この地点では，下位よ

り黄色軽石を多く含む灰褐色砂質土（層厚10cm，軽石の最大径5mm），明褐色土のブロックに富

む褐色土（層厚27cm），褐色土（層厚12cm），暗褐色土（層厚4cm），黄色細粒軽石に富む暗褐色

土（層厚5cm，軽石の最大径2mm），黒色土（層厚7cm），黒褐色土（層厚4cm），砂分を比較的

多く含む黒灰色土（層厚2cm），成層したテフラ層（層厚34cm），暗褐色土（層厚3cm），黒褐色

土（層厚5cm），黒色土（層厚9cm），黒褐色土（層厚11cm），褐色スコリア混じり黒色土（層厚

7cm，スコリアの最大径2mm），暗灰色土砂質表土（層厚25cm）が認められた（図1）。

これらの土層のうち，最下位の灰褐色土中に多く含まれる黄色軽石は，その岩相から約1．4－1．6

万年前に霧島火山から噴出した霧島小林軽石（Kr－Kb，伊田ほか，1956，町田・新井，1992，早

田，1996印刷中）に由来すると考えられる。また成層したテフラ層は，火山豆石を含む下部の黄

橙色軽石層（層厚2cm，軽石の最大径7mm，火山豆石の最大径5mm）と上部の厚い黄橙色細粒火

山灰層（層厚32cm）から構成される。このテフラ層は，層相から約6，300年前に鬼界カルデラか

ら噴出した鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978）に同定される。なお，K－Ahの直

上にある暗褐色土の上面には，凹凸が認められる。したがって，時期は不明であるが，この土層

の形成後に土壌侵食が発生した可能性が考えられる。

表土のすぐ下位の黒色土中に含まれるスコリアについては，層位や岩相などから従来788（延
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暦7）年に霧島火山御鉢火口から噴出したと考えられ，霧島延暦御鉢テフラ（Kr－OhE，井ノ上，

1988，町田・新井，1992）と命名されてきた霧島高原スコリア（Kr－Th，早田，1996印刷中）に

由来すると考えられる。このテフラについては，最近加速器質量分析法による放射性炭素年代測

定の結果などから，10～13世紀の可能性が指摘されている（奥野，1996）。

（2）第1地点

下位より黒褐色土（層厚42cm），暗褐色土（層厚21cm），黄色軽石に富む灰色土（層厚21cm，軽

石の最大径14mm），褐色土（層厚20cm）が認められた（図2）。これらのうち，灰色土中に含まれ

る黄色軽石は，その岩相から約1．4－1．6万年前に霧島火山から噴出した霧島小林軽石に由来すると

考えられる。

2．屈折率測定

（1）測定試料と測定方法

K－Ahの下位の比較的腐植に富む土層中に認められた2層準のテフラ試料（試料番号2および

試料番号1）について，位相差法（新井，1972）により屈折率測定を行い，従来知られているテ

フラとの同定を試みた。

（2）測定結果

屈折率の測定結果を，表1に示す。試料番号2には，重鉱物として斜方輝石のほか，単斜輝石

さらにごく少量のカンラン石が認められた。斜方輝石の屈折率（γ）は1．706－1．713，中央値は

1．710－1．713である。したがってこのテフラ粒子は，縄文時代早期の約7，400～8，300年前に桜島火

山から噴出した桜島嫁坂軽石（Sz－Ym，早田，1996印刷中）に由来すると考えられる。

一方，試料番号1には，重鉱物として斜方輝石のほか，少量の単斜輝石が含まれている。斜方

輝石の屈折率（γ）は，1．705－1．710である。このテフラ粒子については，その層位から，約6，500－

6，300年前に霧島火山から噴出していた霧島牛ノスネ火山灰下部（Kr－USL，井ノ上，1988，早田，

1996印刷中）に由来している可能性が大きいと思われる。ただし従来Kr－USLについては屈折率

が測定されておらず，資料に欠如している。今後Kr－USLについて，屈折率の測定を行う必要が

ある。

3．小結

地質調査と屈折率測定の結果，下位より霧島小林軽石（Kr－Kb，約1．4－1．6万年前），桜島嫁坂

軽石（Sz－Ym，約7，400～8，300年前），鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前），霧島高原ス

コリア（10～13世紀？）の層位を検出することができた。さらに霧島牛のスネ火山灰下部（Kr－

USL，約6，500－6，300年前）の降灰層準を検出できる可能性も指摘できた。従来南九州地方におけ

る後期更新世以降のテフラの調査や発掘調査の際に，テフラの岩石記載的な特徴把握が行われた

例はさほど多くない。今後さらに調査分析を行い，資料を蓄積していく必要がある。
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1　Kr－USL？

Kr－Kb

図1　B5グリッドの土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号

図2　第一地点の土層柱状図
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表1　屈折率測定結果

試料　　　重鉱物　　　　斜方輝石の屈折率（γ）

l opx＞cpx l．705－1．710

1　　0px＞cpx（01）　1．706－1．713（1．710－1．713）

屈折率の測定は、位相差法（新井、1972）による．

opx：斜方輝石、CpX：単斜輝石．

川．自ケ野第2・第3遺跡の植物珪酸体分析

1．はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり，

植物が枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植

物珪酸体分析は，この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり，イネをはじめとするイネ

科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，1987）。

2．試料

試料は，G－12グリッド，E区試掘トレンチ，B－4グリッドの3地点から採取された21点で

ある。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）をもとに，次の手

順で行った。

1）試料の絶乾（105℃・24時間）　2）試料約1gを秤量，ガラスビーズ添加（直径約40〃m・

約0．02g）※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量　　3）電気炉灰化法（550℃・

6時間）による脱有機物処理　　4）超音波による分散（300W・42KHz・10分間）　5）沈

底法による微粒子（20〃m以下）除去，乾燥　6）封入剤（オイキット）中に分散，プレパ

ラート作成　7）検鏡・計数

同定は，イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし，400倍の偏光顕微鏡
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下で行った。計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート

1枚分の精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラ

スビーズ個数の比率をかけて，試料1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1

個あたりの植物体乾重，単位：10‾5g）をかけて，単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を

算出した。イネ（赤米）の換算係数は2．94，ヨシ属（ヨシ）は6．31，ススキ属型（ススキ）は1．24，

ネザサ節は0．48，クマザサ属は0．75である。

4．分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について

定量を行った。

〔イネ科〕

機動細胞由来：イネ，キビ族型，ヨシ属，ススキ属型（ススキ属，チガヤ属），ウシクサ族型，

ウシクサ族型A（大型），シバ属，Bタイプ，Cタイプ，ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節），

クマザサ属型（おもにクマザサ属），ミヤコザサ節型（おもにクマザサ属ミヤコザサ節），メダケ

節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節，ヤダケ属），マダケ属型（マダケ属，ホウライ

チク属），タケ亜科（未分類等）

穎の表皮細胞由来：オオムギ族

その他：表皮毛起源，棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来），茎部起源，未分類等

〔樹木〕

ブナ科（シイ属），クスノキ科（バリバリノキ？），マンサク科（イスノキ属），その他

（1）G－12グリッド（図1）

Kr－Kb混層およびその上下層について分析を行った。その結果，Kr－Kbより下位層（試料5～

8）では，クマザサ属型が比較的多く検出された。ウシクサ族型や棒状珪酸体なども検出された

が，いずれも少量である。Kr－Kb混層（試料3，4）およびその上層（試料1，2）でもおおむ

ね同様の結果であるが，試料4ではクマザサ属型が一時的に増加しており，試料2ではネザサ節

型が出現している。おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると，全体的にクマザサ属型が

優勢であることが分かる。

（2）E区試掘トレンチ（図2）

細石核が検出された層（試料8）からK－Ahの上層（試料1）までの層準について分析を行っ

た。その結果，細石核が検出された層（試料8）ではクマザサ属型やススキ属型，ウシクサ族型

などが検出されたが，いずれも少量である。試料7ではクマザサ属型が比較的多く検出されたが，

試料6では減少傾向を示し，かわってネザサ節型やウシクサ族型が増加傾向を示している。桜島

火山起源の縄文時代早期のテフラ混層（試料5）では，ネザサ節型が急激に増加しており，密度

は6万個／g以上にも達している。K－Ah直下層（試料3，4）でもおおむね同様の結果である。

K－Ah直上層（試料1）ではネザサ節型やウシクサ族型，棒状珪酸体が多量に検出され，ススキ

属型やブナ科（シイ属）も検出された。おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると，試料
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5より上位ではネザサ節型が優勢となっていることが分かる。

（3）B－4グリッド（図3）
l

K－Ah直上層（試料6）から現表土（試料1）までの層準について分析を行った。その結果，

K－Ah直上層（試料6）ではネザサ節型やススキ属型などが検出されたが，いずれも比較的少量

である。その上位の黒色土（試料4，5）では，ネザサ節型が多量に検出され，ススキ属型やウ

シクサ族型，メダケ節型，ブナ科（シイ属），クスノキ科（バリバリノキ？），マンサク科（イス

ノキ属）なども検出された。ネザサ節型の密度は最大8万個／g以上にも達している。霧島御鉢

延暦テフラ混層（試料2）にかけてもおおむね同様の結果であるが，ススキ属型やウシクサ族型

がしだいに増加している。現表土（試料1）ではイネやオオムギ族（穎の表皮細胞），マダケ属

型が検出された。おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると，全体的にネザサ節型が卓越

していることが分かる。

5．植物珪酸体分析から推定される植生・環境

以上の結果から，自ケ野第2・第3遺跡における堆積当時の植生と環境について推定すると次

のようである。

霧島小林軽石（Kr－Kb，約1．6－1．05万年前）混層およびその上下層の堆積当時は，クマザサ属

を主体とするイネ科植生であり，何らかの原因でそれ以外のイネ科植物の生育にはあまり適さな

い環境であったものと推定される。クマザサ属は比較的寒冷なところに生育していることから，

当時は寒冷な気候条件下で推移したものと推定される。クマザサ属は常緑性であることから，大

半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカの重要な食物となっている（高槻，1992）。

桜島火山起源の縄文時代早期のテフラ混層では，ネザサ節が急激に増加し，ススキ属やチガヤ

属なども見られるようになったと考えられる。ネザサ節は比較的温暖なところに生育しているこ

とから，この時期に寒冷から温暖への環境変化があったと考えられる。これらの植物は日当りの

悪い林床では生育が困難であることから，当時の遺跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく

比較的開かれた環境であったものと推定される。鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前）直

下層でも同様の状況であったと考えられる。

鬼界アカホヤ火山灰の上位の黒色土の堆積当時は，ネザサ節を主体としてススキ属やチガヤ属，

メダケ節なども見られるイネ科植生が継続されたと考えられる。また，この時期には周辺でシイ

属やイスノキ属，クスノキ科などの照葉樹林が成立したものと推定される。花粉分析の結果によ

ると，南九州では約8，500年前には照葉樹林が成立していたと推定されている（松下，1992）が，

内陸部や台地部では沿岸部よりもかなり遅れて照葉樹林が拡大したことが指摘されている（杉山・

早田，1994）。今後，周辺地城で同様の検討を行うことにより，照葉樹林の存在や分布拡大の様

相が解明されるものと期待される。

現表土では，イネやムギ類の栽培が行われていたと考えられるが，これらの栽培が開始された

のは霧島御鉢延暦テフラ（Kr－OhE，788年）の堆積以降と考えられる。タケ亜科植物のうち，

マダケ属にはマダケやモウソウチクなど有用なものが多く，建築材や生活用具，食用などとして

の利用価値が高いが，これらの植物が現れるのは比較的最近のことと考えられる。
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日．白ケ野第2・第3遺跡における放射性炭素年代測定結果

1．試料と方法

試料名　　　地点・層準　　　　種類　　　　前処理・調整　　　　　測定法

Nol

No2

No3

No4

No5

B5グリッド、No（∋
Kr－USL？直下

B5グリッド、No（塾
Sz－Ym直上

B5グリッド、No（彰
Sz－Ym層準

B5グリッド、No④
Sz－Ym直下

S117集石、No（∋

No6　　S69集石、No⑧

No7　　S92集石、No⑲

No8　　S82集石、No⑪

No9

NolO

第1地点、NoI
Kr－Kb層準

第1地点、No2
Kr－Kb直下

酸洗浄

土壌　　ベンゼン合成
低濃度処理

酸洗浄
土壌　　ベンゼン合成

低濃度処理

酸洗浄
土壌　　ベンゼン合成

低濃度処理

酸洗浄
土壌　　ベンゼン合成

低濃度処理

炭化物

炭化材
（カヤ）

炭化物

炭化物

酸－アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸－アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸－アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸－アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸洗浄
土壌　　ベンゼン合成

低濃度処理

酸洗浄
土壌　　ベンゼン合成

低濃度処理

β線法

β線法

β線法

β線法

β線法

β線法
（長時間測定）

β線法
（長時間測定）

β線法

β線法

β線法

2．測定結果

1）14C年代測定値

試料の14C／12C比から，単純に現在（1950年AD）から何年前（BP）かを計算した値。

14Cの半減期は5，568年を用いた。
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2）∂13C測定値

試料の測定14C／12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C／12C）。この値は標準物質

（PDB）の同位体比からの千分偏差（％。）で表す。

3）補正14C年代値

∂13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り，14C／12Cの測定値に補正値を加えた上で算

出した年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより算出した年代（西

暦）。補正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10，000年BPよ

り古い試料には適用できない。暦年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代補正曲線との交点の

暦年代値を意味する。1αは補正14）C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の1♂値が表記される場合もある。

試料名
14C年代　　　∂13C　　補正14C年代　　　　暦年代　　　　測定No
（年BP）　（％。）　（年BP）　　交点（16）　　（Beta－）

No1　　6030±70

No2　　　4960±70

No3　　　6460±70

NQ4　　　6670±80

No5　　　8210±70

No6　　　7400±110

No7　　　8140±220

No8　　　8260±80

No9　　14010±110

NolO　　15570±100

ー28．7　　　5970±70

ー25．6　　　4950±70

－24．1　　6470±70

ー24．5　　　6680±80

ー24．7　　　8220±70

ー25．3　　　7390±110

－25．7　　　8130±220

－27．9　　　8210±80

－22．7　　14050±110

ー23．2　　15600±100

BC4840

（BC4930～4785）

BC3715

（BC3790～3660）

BC5420

（BC5445～5315）

BC5580

（BC5605～5480）

BC7255

（BC7310～7055）

BC6190

（BC6365～6115）

BC7045

（BC7430～6690）

BC7245

（BC7310～7045）

97145

97146

97147

97148

97149

97150

97151

97152

90970

90971
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日．自ケ野第2・第3遺跡出土炭化材の樹種同定

1．試料

試料は，S69集石中から出土した炭化材（No⑫）である。試料は，年代測定を行ったNo⑧と同

一物である。

2．方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面，放射断面，接線断面）を作製し，落射顕

微鏡によって75～750倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって

行った。

3．結果

結果を表1に示し，同定根拠となった特徴を記す。また，各断面の顕微鏡写真を示す。

表1　出土炭化材の樹種同定結果

試料　　　　　　　　樹種（和名／学名）

NQ⑫　　　　カヤ　nrrの′a nuC殖ra Sieb．etZucc．

カヤ　7brrの′a nuC殖ra Sieb．etZucc．イチイ科

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は緩やかで，晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭である。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で1分野に1～4個存在する。仮道管の内壁には，

らせん肥厚が存在し2本対になる傾向を示す。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で，仮道管の内壁には2本対になる傾向を示すら

せん肥厚が存在する。

以上の形質より，カヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州，四国，九州と韓国の済州島に

分布する。常緑の高木で通常高さ25m，径90cmに達する。材は均質赦密で堅硬，弾性強く水湿に

も耐え，保存性が高い。弓などに用いられる。

（参考文献）

佐伯　浩・原田　浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，P．20－48．
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第Ⅶ章　　総　括

第1節　遺物からうかがえる遺跡の性格

本遺跡の縄文時代草創期（一部後期旧石器最終末期に遡る可能性あり），早期の年代，環境に

ついては，第2節で総括がなされるため，ここでは土器，石器からうかがい知ることのできる事

象についてのみ，簡単にまとめておきたい。

出土土器からは，早期前半に一部空白期はあるものの，早期の中葉から末葉にかけて，当地で

連綿と人々の生活が展開されてきたことが判った。特に，押型文系土器のB3・4類示準期から

平林式・撚糸文塞ノ神式期にかけて，本遺跡の形成活動がピークを迎えたと見られ，出土層の分

析からⅦ層が押型文系土器の存続期に，Ⅵ層が平柿式・塞ノ神式の存続期に形成されたと考えら

れる。縄文時代草創期の土器はⅧ・Ⅸ層中には見られなかったが，細石器，神子柴型石斧などを

出土するⅨ層が，後期旧石器最終末～縄文時代草創期に形成された層である可能性が高いと見ら

れる。今後，土器編年を確立させるとともに，本報告では詳しく触れることのできなかった文様

の細かな検討や，多く見られる円形の穿孔の意味するところの解明などといった課題に取り組ん

でいきたい。

石器については，出土層ごとにまとめてみたが，現時点では土器との関連が必ずしも明らかで

ない。この点についても今後，他遺跡の状況を参考にしながら検討を進めていきたい。

また，本報告では遺憾ながら各々の遺物の柵かな出土位置や出土状況については触れることが

できず，土器についてグリッド毎の出土位置（平面・垂直）の傾向を示すにとどまった。その結

果については前章末に示した通りであるが，土器片の遺春の度合いについて補足するならば，平

椅・撚糸文塞ノ神式の個体が比較的まとまっており原形をとどめる個体が多いこと，貝殻文円筒

形土器の系統や押型文系土器は多くが小破片化していることなどが指摘できる。このことから，

塞ノ神式期の撹乱作用によって既に堆積していたⅦ層中に包含されている押型文系土器の破砕，

細片化，移動などの現象が生じたと推測される。

第2節　自然科学分析の結果

本遺跡では，2か年度にわたり自然科学分析を古環境研究所に依頼した。

1995年の分析では，土層の形成年代を明らかにするための指標テフラ検出と古環境を推定する

資料としての植物珪酸体分析を試みた。その結果，斜方輝石の屈折率測定と土層の層位観察によっ

て4つのテフラを検出した。下位から霧島小林軽石（Kr－Kb，約1．6－1．05万年前），桜島火山起源

の縄文時代早期のテフラ，鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6300年前），霧島御鉢延暦テフラ（K

r－OhE，AD788年）である。なお，Kr－OhEテフラのAD788年は後に10－13Cに訂正された。

1996年の分析では，前回詳細不明であったテフラの同定および集石遺構中の炭化物と土壌の放

射性炭素年代測定，炭化材の樹種同定を行った。1995年のテフラ分析で桜島起源とされたテフラ

は斜方輝石の屈折率測定の結果，縄文時代早期の約7400～8300年前に桜島から噴出した桜島嫁坂
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軽石（桜島末吉，p．11ともいう）に由来することがわかった。また，アカホヤ火山灰直下のテ

フラは，斜方輝石の屈折率測定によって霧島牛ノ脛火山灰（下部）に由来する可能性が指摘され

た。その他，前回と同じく下位から霧島小林軽石，アカホヤ火山灰，霧島高原スコリアが検出さ

れた。

植物珪酸体分析の結果，白ケ野遺跡の過去の植生と環境が明らかになった。霧島小林軽石混層

およびその上下層の堆積当時（旧石器時代後期）はクマザサ属を主とした植生環境下にあったと

推定される。この時代は約1．8万年前の最寒氷期を過ぎた寒冷～冷涼期にあたる。クマザサ属は

寒冷な気候条件のもとで常緑性であり，秋から冬にかけてシカの食料になっている。桜島火山起

源テフラ混層（縄文時代早期）では，ネザサ節が急激に増加し，ススキ属やチガヤ属も見られる

ようになったと考えられる。ネザザ節は温暖で日当たりの良いところに生育していることから当

時の白ケ野付近は森林の少ない草原状態であったと推定されている。このような環境はアカホヤ

火山灰降灰直前まで続いていたと考えられる。

広範囲にわたるアカホヤ火山灰の堆積は南九州の植生環境を一変させた。当台地上でも長い時

間を経て上位の黒色土になると，ネザサ節を主体にしたススキ属，チガヤ属，メダケ節などが見

られ，周辺ではシイ属，イスノキ属，クスノキ属などの照葉樹林が成立していたと推定されてい

る。

放射性炭素年代測定は土壌6サンプルを使った。測定はβ線法を使用し，14C／12C比から求

めた値を補正してある。14Cの半減期は5568年を用い，何年前（B．P．）かは1950年ADを基準に

している。その結果，霧島牛ノ脛火山灰層直下で5970±70y．B．P．，桜島嫁坂層直上で4950±70y．B．

P・，桜島嫁坂層で6470±70y．B．P．，桜島嫁坂層直下で6680±80y．B．P．，霧島小林層で14050±110y．

B．P．，霧島小林層直下で15600±100y．B．P．の値が得られた。この中で小林軽石層より上位の土壌

サンプル4点の測定値は既知年代よりも若い値を示している。これは土壌中の植物や生物の影響

を受けた可能性がある。

集石遺構中の炭化物は4点の年代測定を行った。その結果，8220±70y．B．P．，7390±110y．B．P．，

8130±220y．B．P．，8210±80y．B．P．の値を得た。7390±110y．B．P．の炭化材は樹種同定によって「カ

ヤ」であることが判明した。カヤは常緑の高木で通常高さ25m，径90cmに達し，材質は赦密・堅

硬で弾性が強く保存性が高いという。

以上述べた測定結果を次頁図に示しておく。
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・既知の年代値

約6300年前

集石中の炭化物

集石中の炭化物

約2．4～2．5万年前

（本報告補正年代値）

5970±70y．B．P．

4950±70y．B．P．

6470±70y．B．P．

6680±80y．B．P．

7390±110y．B．P．

8220±70y．B．P．

8210±80y．B．P．

8130±220y．B．P．

14050±110y．B．P．

15600±100y．B．P．

第1図　白ケ野第2・第3遺跡の土壌および炭化物の年代測定結果
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図版1

A～C区

（上空より）
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F～G区

（上空より）



図版2

C区VI層の状況（東より） E区VII層の状況

「石器理納遺構」
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澄。

図版4

町．∴・．、・適

B類土器

二二－

B類土器

18


